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「えーと、Ｎｏ．８７だっけ」

「相違ない」

「お前さんが言った、維持できないってのはマジな話なのか」

「それも相違ない。都つ筑づきお兄さんがこちらから消えてしまったので、情報供給イマジネーシヨンが止まっている。今後、確実に情報データが枯渇する」

「ついさっきまでギリギリでどうにかしてたってのに……。お前らの力で、武たけ紀のりをこっちに戻すことはできないのか」

「現時点ではまず不可能。セキュリティが阻害する。こういう時のための保険がアカシックサーバーにはあるが、我々の直轄ではないから我々には何もできない」

「システムで内ゲバだっけ？　まったくもってアホらしいな」

「内輪もめというわけではなく、目的を同一としても、過程は違えるように設計されているだけ。それは様々な視点で物事を見極めるために必要な行程。多少の軋あつ轢れきは想定されている」

「だけど、こういう時ぐらい全員が力を合わせて解決するべきだろう」

「……それには同意する。ただ、システム全体の力を使うにしても、あちらの保険そのものが万能ではない。せいぜい、連絡ができるようになるという程度。私の持つ保険もかなり不確定。都筑お兄さんをすぐこちらに戻すのは無理」

「………」

「もちろん、あなたに強制はしない。ただ……」

「……わかってるよ。まったく勝手に生み出しておいて、こう動け、こうしろ、と……。人使いの荒いことだ」

「……すまない。感謝する。真さな田だ正まさ樹き」
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　俺は確実に混乱していた。

　知っている世界とよく似た、それでいて中身がまったく違う世界。

「武たけ紀のり？」

　玄関で、真正面にいる高たか橋はし愛あい子こから再び名前を呼ばれた。きらびやかな振り袖に身を包み、こちらを不思議そうに見つめてくる。

　もちろん、その長く艶つややかな黒髪はまったく同じだし、少し不機嫌そうな表情も――いつもより和やわらいでいる気がするけどいつも通りだ。普段から聞いていた彼女の声にも違いは見られない。

　問題は、彼女が俺を名前で呼んでいるということだ。普段ならぶっきらぼうに『都つ筑づき』と呼んでくるはずなのに……。

「ちょっと、タケくん。ぼーっとしちゃってどうしたの」

　戸惑う俺の肩を母が叩いてくる。

　母。都筑浩ひろ美み。

　八年前の事故で父、都筑博ひろ嗣つぐが亡くなって、後を追うように病死してしまった、俺の実の母。

　俺の記憶の中にある姿よりも若干歳をとっているが、八年という時を経たように見える。

　……あり得ない。

　この世界はいったい何だ？　両親が生きているなんて、これじゃ――。

「ほら、タケくん。可愛い彼女が振り袖を着てきて驚いてるのはわかるけど、言うべきことがちゃんとあるでしょ？」

　母さんの言葉でぼんやりしていた頭が少し理性を取り戻す。

　まだまだわからないことは多すぎて、考えはまとまらないけど。

　まずはこの世界を受け入れるべきだ。戸惑っていたところで事態が好転するわけではない。

『エターナル　イノセンス』が投影された時のことを思い出せ。正まさ樹きが出てきた時のことを思い出せ。今まで起きたあらゆることを思い出せ。

　すべてまずは受け入れた上で、みんなで解決してきただろう。

　俺は一度深呼吸をしてから、改めて高橋の姿を眺める。

「うん。その、すごく、綺麗だ」

「[image: ]っっっっっっ……」

　彼女の顔は見る見る紅潮した。視線が定まらず、慌てているのがよくわかる。

　ちなみにお世辞でも何でもなく、本当に綺麗だった。艶やかな振り袖は長い黒髪の高橋にとてもよく似合っている。

　なんというか、とても珍しいものを見られたな。

「あ、あ、あ、あ、あ……あり、がと……」

　恥ずかしそうに俯うつむいてしまった。

　……反応が初うい々ういしくて可愛らしい。高橋ってこんな女の子だったっけ？

「さ、それじゃ行ってらっしゃい。気をつけて行きなさい。タケくんはちゃんと愛子ちゃんをエスコートするのよ。振り袖は歩きづらいんだからね」

　俺はすぐに部屋に戻り、出掛ける準備をすませて高橋と共に家を出た。

　別の世界に来たのか――。

　別の世界に成り代わったのか――。

　レイヤー間を移動していた弾はずみで来たことを考えると、別の世界に来たという気がするけど、情報がなくて断定はできない。

　だから、今は俺にできることをやろう。

　元の世界に戻るために。







　振り袖姿の高橋と共に神社へと向かう。

　この辺りで初はつ詣もうでに行くところと言えばひとつしかないので間違えようもない。幸い、別の神社に行くわけでも、他の人と待ち合わせの約束を交わしていたわけでもないようで道の間違いを指摘もされなかった。

　状況がはっきりしない以上、迂う闊かつな行動もできない。疑われたら、ややこしいことになりそうだしな……。

　見たところ、俺が住んでいる世界と街の様相は大きく変わっていなかった。違いを挙げるとすれば、隣の家が理り恵えの家ではないことだ。正樹が出てきた時の状態に近いと思う。つまり、『エターナル　イノセンス』を投影していない街だ。

　少なくとも、俺が見たこともない建物は今のところ見られない。

　現状では問題はない、はずなのだが……。

　別の問題が発生していた。

「………」

　隣を歩く高橋が、さっきからとても複雑そうな顔なのだ。

　怒っているようにも見えるし、不安そうにも見えるし、戸惑っているようにも見える。つまり、どんな感情なのか読み取ることができないのだ。

「どうかした？」

　落ち着かなかったので、とりあえず尋たずねてみる。

「いや……」

　高橋の歯切れが悪い。ほんのりと頰ほおを染め、視線の動きが目に見えて不審だ。なんかゆっくりと手を握ったり開いたりしている。

「なんでもねぇよ」

　そして、そう言って顔を逸そらしてしまった。さらに早足でずんずんと先に行ってしまう。振り袖は歩きづらいはずなのに、そんなことにも構わずだ。

　……なんだろう。大失敗をした予感がする。この世界で生きてきた俺はいったい彼女とどんな付き合い方をしてきたんだろうか。

「………」

　いや。この世界における俺と高橋の関係を理解できないほど野や暮ぼじゃない。

　俺が知ってる高橋がこんなことを知ったら問答無用で殴ってきそうだけど……たぶん、この世界で俺と高橋は恋人同士なんだろう。

　そうじゃなかったら俺と高橋が名前で呼び合うなんてことはありえないし、あの高橋がわざわざ振り袖を着て俺の家に迎えに来るなんてことはないと思う。他の誰かと待ち合わせもしてないみたいだしな。要は『ふたりきりで初詣』に行ってるわけで……。

　昔から仲がよかったならまだしも――いや、この世界では昔からの知り合いだったという可能性もあるが、それでも十二分に好意的すぎだ。

「………」

　早足で彼女に追いついてからも、ふたりで喋ることなく黙々と歩く。目的地の神社はわかっているので問題ないが、どうにも居心地が悪い。

　彼女の今の態度は、間違いなく俺の反応や言動が原因だ。

　少し考えてみる。

　今までの関係ではなく、恋人同士だということを念頭に置いて。

　数少ない、女の子とふたりで出かけた時のことを思い浮かべる。

『しょうがないなー。じゃあ、手、繋ごっ！』

　…………………あ。

　ふと、咲さきとデートした時のことを思い出した。

　わかった、気がする。

「えっとさ……」

「なんだよ」

　思わず呼び止めるものの、これから行うことが恥ずかしくて頰が熱くなってきたのがわかる。

　しかし、だ。

　恋人同士だからって理由だけじゃなく、エスコートする男として当然のことだ――そう思い込んで、俺は高橋に手を差し出した。

「危ないから、さ……」

「あ……」

　怖おず怖おずと高橋が手を重ねてくれる。

「さんきゅ……」

　自然に俺と高橋は手を握り合った。

　冬の寒さもあって、繋いだ手はとても温かい。

「へへっ」

　高橋の不機嫌な表情が、あっという間に楽しそうなものに変わった。

　よかった。正解だったらしい。

「いつもみたいに手を握ってくれないから、あたしがなんかしたんじゃないかって思ってた」

　――『いつも』。

　……そうか、いつも手を握ってるのか。

「ちょっと照れくさかったから……。ごめん」

「あ、あたしだって……その……」

　急速に顔がリンゴのように赤くなる高橋。

「…………手を握ってほしい、なんて言えるかよ……」

　そして、とても言いにくそうに、小さい声でそんなことを呟つぶやいた。

　その姿はとてもいじらしい。

　高橋って、こんなに可愛かったのか？

　彼女にはからかわれたり、軽く殴られたりすることも多かったから、そういう意識が全くなかった。

　咲や理恵たちもいたから気付けなかったけど。

　心の底から純粋に――。

　とても可愛いと――。

　不覚にも思ってしまった――。







　ようやく神社に着くと、周辺はとても賑わっていた。

　様々な屋台が出ていて時折いい香りがこちらにまで漂ってくる。本殿の方まで行けば巫女さんがおみくじやお守り、破魔矢など売っているだろう。

　今年も、去年翔しよう也やと来た時とまったく同じらしい。元の世界での話だけど……。

「相変わらず混んでるみたいだな」

　高橋がうんざりしたように言う。まあ、普段着ないような振り袖を着てるし、疲れてるのかもしれない。

「大丈夫か？　疲れてたりとか……」

「平気だよ。歩きにくいけど、その……」

　言葉が尻すぼみになる代わりに、手を握る力がそっと強くなる。

　それだけで何を言いたいのかはわかった。正直、照れくさい……。高橋は高橋で顔を赤くしているし。

　この世界の『俺』は、俺とは別の形で幸せに過ごしているという気がした。

「あれ？　愛子ー」

　ふと高橋に声がかかる。

　人混みの中から現れたのは女子のクラスメイトたちだった。高橋と仲のいいグループである。高橋と違って暖かそうな私服を着ていた。

　ビクッと体を震わせる高橋。ちらりと横目で見ると、顔が引きつっている。繋いでいる手をさっと放した。

　しかし、時すでに遅し。彼女らに囲まれてしまう。

「へー、ふーん、ほー」「やっぱり都筑と一緒だったかー」「おー、振り袖だー。かわいー！」「え、この振り袖ってやっぱり都筑のため？」「おーおー、健けな気げじゃーん！」

　やいのやいのと盛り上がる女子たち。

「うっせー！　そういうのとちげぇ！」

「きゃー、怒ったー！」

　高橋は怒鳴るが、女子たちはまったく気にしない。

「素直じゃないなー！」「都筑とふたりで来てることなんてバレバレだって！」「そうじゃなかったら、あたしらと一緒に来てるもんねー」「ねー」「ねー」

「お前ら、うぜぇ……」

　そんな女子のやり取りに俺は置いてきぼりだった。入る余地もない。

「ねーねー、都筑！　愛子のこと、ちゃんと褒ほめた？　褒めてなかったら、この場で磨すり潰つぶすけど」

　……と思っていたのも束の間、話を振られた。第一、何を磨り潰すんだ。俺のクラスメイトたちはとても物騒です。

「そりゃ、まあ、もちろん……」

「なんて褒めたのー？　可愛い？　綺麗？　美しい？　バラのようだ、とか!?」

「今時バラのようだはねーだろ!?」

　あまりのセンスに思わず突っ込んでしまった。

「じゃあ、何？　エレガントだとか？　可憐だとか？」

　止まぬ追及。よくそこまで言葉がぽんぽん出てくるものだと感心してしまう。

「だー！　もういいだろ！　秘密だ秘密！」

　高橋がついにキレた。

　まあ、こういう時はさっさと退散した方がいい気がするな。三十六計逃げるにしかず、だ。

　高橋もそう考えたのか、俺の腕を摑つかんでくる。そして、急いで反転して輪を抜けようとして――バランスを崩した。

　摑まれた腕が引っ張られる。俺は咄とつ嗟さに踏ん張り、摑まれていない方の腕で高橋の腰を抱いて思いっきり引き寄せた。

　俺の胸に高橋の顔が当たる。顔だけではなく、体全体がくっついてしまっていた。

　まあ、当然、それは、抱き合う形なわけで……。

「きゃー！」「見せつけるなー！」「ひゅーひゅー」

　あらかじめ決められたことのようにそんな冷やかしが入る。子供か！

「ガキかお前ら！　散れ散れ！」

　高橋も同じように思っていたらしい。しかし、この体勢では何を言っても逆効果にしかならないようだった。

「あれ？　武紀じゃん」

　そこへさらなる混沌をもたらすやつが現れた。この声は聞き間違えようもない。

「こんな時に……」

　振り向くと、案の定翔也がいた。翔也以外にもクラスメイトたちがいる。お前らまで初詣か。

「ほほう……。僕らの誘いを断っただけのことはあるな。今年は無理だとは思ってたけど、あっさりと原因が判明してしまったぞ」

　翔也はニヤリとしている。間違いなくわかって言ってるだろ、これ。

「その腹立たしい顔を今すぐやめろ」

「僕の顔が腹立たしいというのは、自分の心にやましいものがあるからじゃないか？」

「……言ってる意味が理解できない」

　しかし、責め苦を味わわせてくるのは翔也だけではなかった。

「公共の場で抱き合いやがってバカップルが……！」「やっぱ付き合ってたんだ。高橋と都筑って」「まあ彼女がいればこうなるよな、リア充め」「爆発しろよ」「ニヤニヤ」

　クラスメイトの男子らも言いたい放題である。可愛い生物にでもなったつもりか。

　視線に気付いた高橋は、すぐに俺から離れた。

「ちょっと男子ー。茶化したら可哀想でしょー」

「お前ら、俺らが来る前、絶対に茶化してたろ！　賭かけてもいいぞ！」

　男女が分かれて言い合っているが、その実俺らをダシに楽しんでいるだけだ。

　しかし――。

　彼らの言い分から、いくつかわかることがある。

　高橋と俺が付き合っているのは、ほぼ公然の事実だということ。

　そして、付き合っている期間は一年未満ということ。

　怪しんでいるという程度で留まっているクラスメイトがいる以上、完全に浸透してはいないらしい。翔也も『今年は』と言っていたので、去年は翔也と一緒に行ったのだろう。

　それに翔也は、俺とのやり取りでの空気がまったく変わらない。相も変わらず、どんな世界になってもこいつとの関係はまったく変化がないな……。

　その辺りがわかっただけでも、ここでクラスメイトたちと接触できたのは幸いと言えた。……冷やかされているのは極めて遺憾だが！

「愛子ー。姫初めしたら教えてねー」「つか、ふたりってもうそんな段階？」「武紀の筆おろしの方が先じゃん？」「愛子だって、まだ……」「え、マジで？　それは意外だ」

　しかし、そんなことがわかっても、もはやクラスの四分の一近い人数の男女がやいのやいの、勝手な想像で盛り上がっているのは止められない。

　そして、

「おめぇら、キメぇっ！　勝手に人の秘密喋るなッ！　散れ散れっ！　命を散らしたくなかったらな！」

　本格的に高橋がぶち切れた。振り袖の袖をまくって、やる気満々だ。

「きゃー」「うわー」

　と棒読みで悲鳴をあげてクラスメイトたちはその場から離れていく。

　それから充分離れたところで、

「「「「愛子ー、ゆっくりと楽しんでねー」」」」

「「「「武紀ー、尻に敷かれんなよー」」」」

　と、クラスメイトたちによる極めつけの冷やかしが入った。

　周囲にいる参拝客たちもなんだなんだと気になっているらしく、俺たちの方を注目している。勘弁して欲しい。

「あ、あ、あ、あ、あいつら～……！　新学期始まったら絶対にシメてやる……！」

「まあまあ……。ほどほどに……」

　俺はその後、長い時間をかけて高橋を宥なだめることになった。







　みんなと別れてから少し経った後、時間は新年へのカウントダウンが迫っていた。

　高橋の怒りもほぼ鎮火しており、あとは新年を待つだけだ。

「なあ、武紀。迷惑じゃなかったか？」

「何が？」

「いや、あんな風に冷やかされてさ……」

　さっきまであんなに怒ってたのに……。あんなに憤っていた中で、そんなことを考えていたのか。

「迷惑なんかじゃないよ」

「そっか。よかった」

　高橋はほっとした表情を浮かべる。

　むしろ、こっちの方が謝りたいぐらいだ。

「そっちも嫌じゃなかった？」

「……まあ、別に。大したことじゃねーよ。大丈夫」

　こうしてると、やっぱり高橋も普通の女の子なんだなって思う。繋いでいる手から彼女の緊張が伝わってくる。

　なんだかドキドキしてきた。

　まずい。

　こんな意識を持ってたら、元の世界の高橋には確実に殴られてしまう。そんな感情は自重しなければ……。

　そんなやりとりをしていると、ついにカウントダウンが始まった。

　一〇、九、八……。

　みんなのかけ声と共に、ひとつずつ数字が減っていく。

　そして、

『ゼロ！』

　の大音声と共に新年は開けた。

「武紀。あけましておめでとう」

「ああ、おめでとう。今年もよろしくな」

「おう。こっちこそよろしくな」

　旧年に別れを告げ、新年の挨拶をする。

　元の世界でみんなと一緒に新年を過ごしたかったけど、こんな事態になってしまったのではどうしようもない。

　今は少しでもこの世界の情報を集めるのが先決だ。元の世界に戻るためにも。

「お、動き出したな。お参り行こうぜ」

　高橋に引っ張られながら人で埋まる境内を歩いていく。

　賽さい銭せん箱ばこの前で俺たちは手を離し、財布から一〇〇円玉を取り出した。それを前へと放り投げる。一〇〇円玉は無事に賽銭箱の中へと入った。

　お互いの賽銭が入ったことを確認してから、ふたりで柏手を打つ。












　願い事……か。

　――俺はみんなを必ず幸せにしてみせる。

　……って、これじゃただの誓いだな。でも、みんなの幸せを神頼みにするってのも男らしくないしな。

　ただ、願わくば元の世界に戻らせてほしい。そして、みんなに無事でいてほしい。

　それだけだ。

　俺は目を開けて、合わせていた手を離す。

　高橋も終わったようで、こちらを窺いながら待っていた。俺たちは自然に、再び手を繋ぐ。

「どんな願い事したんだ？」

　来た道を戻っていると、不意に高橋が尋ねてくる。

「えーと……。秘密」

　元の世界の高橋にならいざ知らず、この世界の高橋に言うべきことではないだろうしな。

「ふーん、そうかよ。じゃあ、あたしも秘密だ」

「まあ、その方がいいよ。願い事は言わない方が叶うっていうし」

「へえ……。なんで？」

「色々言われてるみたいだけど俺が聞いたのは、神様が自分以外に頼ったから怒るっていうのかな」

「願い事されたのに、自分以外に頼ってるから嫉しつ妬とってか？」

「そんな感じ」

「随分と度量の小さい神様だな。面倒くせぇ」

「その度量の小さい神様に今さっき願い事をしてきたんだが」

「別に本気で神様に願い事したってわけじゃねぇだろ。初詣で賽銭入れてのお願い事なんて、ほとんど自分への誓いの儀式みたいなもんだ」

　あっさりとした考え方だ。でも、そういう考えは嫌いじゃないな。

　それに、すごく高橋らしい。

　そんな風に感心していると、

「わっ！」

　またしても高橋がバランスを崩した。

　繋いだ手を強く握り締めて、彼女の体を支える。

　どうにか転ぶことだけは避けられたようで、高橋は体勢を立て直した。

「あ、ぶねー……。サンキュ、武紀」

「やっぱり振り袖は歩きにくいか？」

「いや、今のは……」

　高橋が視線を足下に向ける。すると、草ぞう履りの鼻緒が綺麗に取れていた。

「あー、もうついてねぇ……」

　彼女は気落ちしたようにぼやく。そして、俺の肩を使いながら、人の流れが少ない端へとぎこちなく移動した。

「これじゃ、まともに歩けねぇな……」

　さすがに草履の鼻緒が取れてしまっては歩くのにも難儀するだろう。さっきのように肩を使って歩くにしても、人出が多いし危ないことには変わりない。

　さて、どうしようか――と考えていたところで、高橋はおもむろに携帯電話を取りだした。

「おーす。お前、今どこ？」

　相手は誰だろうか。随分と慣れ親しんでいるようだけど……。

「むー……。マジかよ、結構遠いな。ここまで人が多くなきゃ何とか行けると思うけど……。わーったよ。待ってる」

「誰に電話したの？」

「知り合いだよ。こういうことだったらすぐに直せるやつがいてな。でも、ツレを見張るのが精一杯でこっちまで来れないってさ」

　そして、高橋は寂しそうに続けた。

「だから、武紀。あたしは歩けないし、ここで待ってることになるからさ。先、帰ってくれよ。初詣も終わったしな」

「え……」

「お前とふたりきりで来れただけでも、あたしは嬉しかったよ。いつものあいつと一緒に行くんじゃないかって、不安だったし」

　あいつって誰だ？　翔也か？

　しかし、そんな疑問を吹き飛ばすぐらいに困った高橋の表情が目に焼き付く。

　それは、普段からは考えられないぐらい、とても弱々しく見えてしまった。

　確かにこの人ごみの中、片足で歩くのは厳しいはずだ。肩を貸した時も端に移動するだけで難儀だったのだ。俺の靴を貸すにしてもサイズが違いすぎて、振り袖の高橋にとって危ないことには変わりがない。

　なら、俺のやることなんてひとつしかないだろう。

　ここに高橋ひとりを置いて帰るというのは、絶対違う。それだけは確信できる。

　……公共の場でこれを実行するのはあまりにも恥ずかしいが、背に腹は代えられない。

「ごめん、高橋」

　俺は高橋の肩を引き寄せて、その体を横倒しにする。即座にしゃがんで膝の裏にもう片方の手を入れ、そのまま持ち上げた。

　俗にお姫様だっこと呼ばれる抱き方だ。

「なっ……！」

　高橋が驚く。

「馬鹿かお前、こんな人がいっぱいいるのに！」

「人がいっぱいいるからだろ。ここで時間を無駄にするのももったいないじゃん」

「だ、だから、お前だけ帰ればいいじゃんか」

　次の一言を言うのに、少し躊躇ためらった。だけど、ここで俺は、この世界の『俺』を演じなければならないだろう。

「恋人を置いて帰るなんて、許されないだろ」

「あ、う……」

　数秒ほど躊躇ったあと、高橋は体から力を抜いてくれた。

「なあ。お、重くないか……？」

「バイトで持ち上げる荷物に比べりゃ全然軽いよ」

　バイトをやっておいてよかった。実際、持ち上げているのは苦にはならない。ぶっちゃけ、本当に高橋は軽かった。

「え？　お前、バイトなんかしてたっけ？」

　しまった、この世界の俺はバイトしてないのか。

　すぐに言い訳を考える。

「あー、一度だけやったんだ。かなり昔の話だけどな」

「そっか……」

　どうにかフォローに成功したらしい。危なかった。発言には気をつけないと。

「そ、それより恥ずかしいから早く行こうぜ……」

「そ、そうだな……」

　高校生ふたりがこんな体勢でいたら目を引いてしまう。さっさとその人がいるという目的地まで向かおう。

「その人はどこにいるって？」

「境内から階段を下りて、金魚すくいと射的が並んでるところにいるって」

「ああ、来る時に見たな。あそこか。了解」

　少し歩いてから階段を下り始めると、高橋が胸の前に畳まれていた手で俺の胸元を摑んだ。

「わ、わりぃ……。でも……」

　さすがに揺れるし、高橋といえども怖いだろう。

「気にするな。しっかり摑まっててくれ」

　高橋の言葉を遮るように声をかけた。摑んでることで高橋が安心できるなら安いものだ。

　周囲から好奇の視線や冷やかしを浴びながら、俺は目的地までできるだけ急ぐ。

　階段を下りたところで、

「お前、結構力あるな……」

「そうか？」

「なんか思ってた以上にがっしりしてるし……。もっとヤワい感じだと思ってたけど」

　昔の俺はそうだったかもしれないな。それがバイトとか筋トレでそれなりに力は付いてきたらしい。以前、咲を運んだ時もかなり楽に運べたしな。

　しかし、体の方も俺自身に成り代わっているのか？　この世界の『俺』に、今の俺の精神が乗り移ったとかではない？

「……武紀、どうかしたか？」

「いや、なんでもない。行こう」

　俺は目的の屋台に向けて、足を速める。

「ところで、さ……。さっき手握った時、なんか固い感触があったけど、お前、指になんかしてる？」

　指？　着けているとすれば指輪をしてるな。

「指輪をちょっとしてる。もしかして、今、当たってる？」

「いや、そんなことねぇけど。なんでまた、指輪？」

「まあ、ちょっとな……」

「ふーん……」

　クリスマスにみんなにも贈ったお揃いの指輪だ。普段からずっと着けていたりする。それにしても携帯のデータは変化してて、指輪はなくなってないんだな……。

　そんなやり取りをしているうちに目的の屋台は見つかった。さらに高橋が捜していた人もすぐに見つかる。その人は俺が見知っていた人だった。大勢の子供たちに引っ張り回され、大変そうにしている。

「お、愛子ちゃん。……ほほう？」

　その人は俺たちを見るなり、意地悪そうな笑みを浮かべる。周囲の子供たちも走り回るのをやめニヤニヤし始めた。

　……どうやら高度な訓練をされているらしいな。

「なんだよ、その顔は。鼻緒が取れたんだから仕方ないだろ……」

「いやいや、まさか愛子ちゃんが男に好きにされてるとはねぇ」

「好きにされてるってなんだ！　抱っこされてるだけだろうが！　ちったぁ、言い方ってもんがあるだろ！」

「おお、いい突っ込みだ！　でも、ほら、愛子ちゃん、今すげー幸せでしょ？」

「あ、あ、あ、あ、あほ――――――――――――――――――――――――――っ！」

　高橋が暴れ始める。ヤバイです。倒れそうです。俺は必死に支えた。

　しばらく殺気立っていたが、少しずつその怒りも薄れていって落ち着いていく。よかった。

「で、そこの彼氏くん。愛子ちゃんのお尻の感触は？」

「いや、触ってないですから！」

「左手に胸を、右手にお尻を。合成、『合法愛撫フイツトフインガー』な絶好のチャンスなのに」

「――――――――――――――！」

　高橋がまた暴れる。引っかき回さないでほしい……！

　しかし、義よし人ひとさん、だしなぁ……。仕方ない……。どうでもいいが、フィットフィンガーとは工具の名前か何かじゃなかっただろうか？

「武紀。もう下ろしてくれ……」

「了解」

　精神的疲ひ労ろう困こん憊ぱいに陥った高橋をゆっくりと地面に下ろした。片方の草履がないのは変わらないので、肩を貸す。

　その間、義人さんの発言を反はん芻すうした。

　先程の発言を踏まえると、義人さんは俺のことを知らない。高橋の知り合いだから、知り合っててもおかしくはないが、知り合っていれば『彼氏くん』なんて言葉は使わないはずだ。

「こいつ、鞍くら田た義人ってんだ。秀ひで之ゆきの友人ってだけだからな？　間違っても誤解するなよ？」

「愛子ちゃんと将来を約束した鞍田義人です」

「言ってる傍からフカシこいてんじゃねぇよ!?」

　高橋が容赦なく腹に拳こぶしを入れるが、義人さんは咄嗟に防御する。片足なのにいいパンチだった。

「まあ、冗談はさておき。よろしくねー」

「はは、よろしくお願いします。都筑武紀です」

「これから先、この子の兄貴を説得しなきゃいけないだろうけど、頑張って」

　兄貴？　秀之さんのことか……。説得？　どういうことだ。もしかして、この人、今の俺のこと何か知ってる……!?

「なんで兄貴が出てくるんだよ！」

「だってさー。あいつ、『愛子に彼氏ができたら、臓器のひとつふたつ破壊してやる』とまで言ってるぜ？」

「ウゼぇ……。そんなの紫し乃のさんに言って止めてもらうよ」

　どうやらまったく違うことらしい。そうか、秀之さんは高橋のことを溺でき愛あいしてるんだな。実妹萌えの兄なんてリアルでは都市伝説かと思ったけど、身近にいるらしい。

「まあ、悪ふざけは終わりにして、さくさく直すとしますかね。それじゃその草履と鼻緒、貸してくれ」

「ほらよ。四〇秒で直せ」

「せめて二分はくれないかなぁ……」

「四・〇・秒・だ！」

「へ～い……」

　そんな無茶振りをされて、それをあっさり成し遂げてしまう辺り、義人さんもすごい。

　戦闘能力もすごかったけど、こんなこともできるのか。運転もすごく上う手まかったし、どういう能力を持ってるんだろう。

　そもそもあの修繕のための道具、どこから出したんだ？　いつも持ってるのか？　謎だ……。

「ほーいよ、一丁上がり」

　すっかり直った草履が高橋に手渡される。かなり強固に直されたらしく、強めに引っ張ったりしても外れないようだ。

「相変わらず無駄なスキルばっかり持ちやがって……」

「ここでこうして直せたんだから、無駄なスキルなんてありはしないのだよ、愛子ちゃん」

「へいへい。サンキュな。そっちも生徒さんたちの世話、ちゃんとやれよ」

「おーう。あ、そう言えば、最近、秀之と会ってる？」

「ん？　あんま会ってねーけど。紫乃さんとの新婚生活を邪魔するのも野暮だしな」

「そっか。でも、たまには顔合わせないとあいつそのうち愛子ちゃん欠乏症になるぞ」

「あほくさ……。考えとくよ、じゃーな。行こうぜ、武紀」

　高橋が促してくるが、俺はここから離れる前に確認したいことがあった。

「あの、鞍田義人さん、でしたよね？」

「ん？」

「知り合いに凄腕のプログラマーっていませんでしたか？」

　もしかしたら、俺を助けてくれた人と連絡が取れるかもしれない。そんな思いで俺はそのことを尋ねた。

　しかし、義人さんは首を傾げる。

「んー、凄腕プログラマーねぇ……。いないなぁ」

　知り合っていない、か。

　どういう経緯であの人と知り合ったのかはわからないけど、この世界は過去まで変わっているのかもしれない。

「そうですか……。すいません、変なことを聞いて」

　俺はぺこりとお辞儀だけして、高橋と共にその場を離れる。少し高橋が訝いぶかしげな顔をしていたが、問とい質ただされたりすることもなかった。

　それから少しして、今度は高橋から手を繋いでくる。

　客観的に見ると、本当に自然な恋人同士、だよな。これ……。




　それから少しだけ屋台を回って、一通り楽しんでから帰宅した。すでに朝日が昇り始めており、俺は眠気も相まって着の身着のまま、ベッドへと倒れ込む。

　全身が倦けん怠たい感かんに包まれる中、理恵の世界へと行くために徹夜していたことを今更ながらに思い出した。







　正午を過ぎる前に、目が覚めた。

　着替えてから階下に降りると、

「おはよう、タケくん」

「おはよう、武紀」

　居間には普段からいたかのように、母さんと父さんがいる。やはり、一時の夢などではなかった。

　昨日は混乱していた上にすぐに高橋が来て落ち着いて考えられなかったけど、どう見てもふたりは俺の両親だ。父さんの整えられた髭や七三分けの髪型や、気むずかしそうな顔は俺の記憶にあるとおりだし、母さんの温和そうな表情も記憶のままだ。

　八年前の事故。

　それで父さんが亡くなり、後を追うように母さんが病気で亡くなった。

　そのはずなのに……生きている。

　嬉しさよりも戸惑いの方が強くて、どう応じればいいのか考えがまとまらない。

　でも。

　ここにいる間だけは、親孝行ができるかもしれない。

　ここがどういう世界かもわからないけど、ふたりに会えたことが嬉しいことには変わりがないのだから。

「昨日はちゃんと愛子ちゃんをエスコートできた？」

　母さんが楽しげにそんなことを訊いてきた。息子の彼女が気になってしょうがない、といった様子だ。

「できなくはなかった、と思う……」

「はっきりしろ、武紀。そんなでは嫌われるぞ」

「そう言われても……」

　父さんにまで心配されてしまった。よくよく思い出せば、曖あい昧まいな言い方で誤ご魔ま化かしたりすると決まって父さんは俺を叱しかっていたっけ……。

「ま、いいわ。そろそろ、おせちでも食べましょう」

「そうだな。そうしよう」

　テーブルに並べられる色取り取りのおせち料理。親戚の家にお世話になっていた時のおせちとはまた少し違う。

　そこに――。

　俺は目め敏ざとく卵焼きを見つけた。

　綺麗に焦げ目が付いた卵焼きを。

　いただきますも何も言わず、俺はその卵焼きを手に取って口に放り込む。

　ふんわりと甘い、味。

「こら、行儀が悪いだろう」

「幾つになっても、卵焼きは好きなままねぇ。ま、今日ぐらいは大目に見ますけどね」

　父さんと母さんの言葉が心の中をかき乱す。

　俺は耐えきれずにトイレへと逃げ込んだ。父さんと母さんの戸惑った顔などお構いなしだ。

「う、ぁ……」

　ヤバイ。泣きそうだ。

　思い出にある母さんの味。

　八年経っても、俺の舌がこの味だけは覚えていた。

　叔お母ばさんにも、麻ま衣いにも、俺にも再現できなかった味が、口の中に広がっている。

　ここにきて、ようやく実感した。

　ふたりはまぎれもなく、俺の両親なのだと……。




　心を落ち着けてから居間に戻る。

「急にもよおした」

　などと凄まじく下へ手たな噓うそで誤魔化したが、俺の両親は特に気にもしなかったようだ。もしかしたら、普段から奇行が多かったのかもしれない。だとしたら、不服すぎる。

「ほら、お屠と蘇そ」

　これは親戚の家にない、正月における我が家の習慣だ。

　小さい杯を持ち、薬酒を受けた。注がれた薬酒を飲み込み、それから数かずの子こをいただく。

　数の子を飲み込み、

「あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします」

　改めて丁寧に新年の挨拶をする。家族であろうと、礼儀正しくだ。子供の時にきっちりやっていたことで、体がちゃんと覚えていた。

　同じように母さんと父さんが薬酒を飲んで新年の挨拶を行う。

「いただきます」

　儀礼が終わって、次はおせちに手をつける。

　おせちはとても美お味いしかった。

「あの、さ……」

　半分ぐらい食べ終わった頃に、俺は意を決して切り出す。

「なんだ、武紀？」

「八年前、事故って起こったっけ？」

「八年前？」

「うん。日本交通史上最悪の事故って言われてるやつ」

「どこの話だ？　少なくとも記憶にはないな」

　父さんは知らないらしい。同じように母さんにも聞いてみたが、同じ答えだった。

　いや、知らないのではない。

　おそらくではあるが――。

　この世界では、そもそも『事故が発生していない』のだ。
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　おせちを食べ終わってから、俺は家を出て真っ先に事故現場へと向かった。

　とはいえ、そこには何もない。

「事故の痕こん跡せきなんか、まるでないな……」

　石せき碑ひがなかった。事故が起こらなかったからか、綺麗に整備もされていない。

　事故が起こらなかった世界。

　だからこそ、八年前に交通事故で死んだはずの父さんが生きているのだ。

　母さんが生きているということは、結果として父さんの死が大きかったということだろうか？　事実、父さんが亡くなってからの母さんは明らかに気力を失っていたしな……。

　もしかしたら、母さんが死んでしまったのは、俺のために必死で働くことになったからかもしれない。決して体の強くない母さんが、子供ひとりを養うというのは、命を削るということに等しい。あの頃、叔お母ばさんがうちに頻繁に来ていたのは、もしかしたら母さんをフォローしていてくれたのだろうか……。

　俺は改めて、そんなことに思い至った。

　ここにもう用はない。

　家に戻りながら、携帯の中をチェックする。最初にきた時よりも念入りに。

　登録されているのは、父さんと母さん、叔お父じさんたちや麻ま衣い、翔しよう也やらクラスメイトたち、高たか橋はしの番号もある。

　流して見ていると、見慣れない名前がひとつ目に入った。

『佐さ崎さき恵めぐ奈な』

　俺の幼稚園の時の幼おさな馴な染じみだ。俺の記憶では小学校に上がったころには疎遠になってたけど……。この世界だと違うのか？

　電話帳のリストを閉じて、今度はメールを見る。

　まずは中身を見ずに送信先を見る。翔也が一番多いな。次いで佐崎。その次に高橋だ。あとは父さんや母さん、麻衣、クラスメイトたちといった面々。俺からすれば意外な面々が混ざってるな……。

　大体、三カ月分のメールが残されている。

　古い順に中身を見るが、他愛のないやり取りのものが多く重要そうなものは見当たらない。一緒に遊びに行こうとか、待ち合わせはどこにするとか、そんな程度のものだ。友達感覚的なものでしかない。

　……というか高橋とも佐崎とも、よく出掛けてるな。毎週のようにどっちかと遊んでいた。まあ、それ以上に翔也も多いのだが。

　ただ、高橋と佐崎に接点はないみたいだな。このふたりと一緒に出掛けている形跡はない。どっちかと遊ぶ時は必ず片方を断っている。

　少し考えて――背筋に冷たいものを感じた。

　高橋と恋人になってるのに、なんで佐崎と出掛けてるんだ？

　いや……、正式に恋人になったのはかなり最近ということだろうか……。

　あるいは佐崎は本当に友達感覚で高橋がそれを理解してる？　しかし、一般的に考えれば、それは確実に修しゆ羅ら場ばのフラグだ。

　当人たちがそれを望んでない限り、恋人のいる男が恋人以外の異性と出掛けているなど、限りなくアウトだ。

　そして、ひとつの大問題として、メールでは断った理由を明記してもいない。ただ、用事があると書いてあるだけだ。

『お前とふたりきりで来れただけでも、あたしは嬉しかったよ。いつものあいつと一緒に行くんじゃないかって、不安だったし』

　ふと、初はつ詣もうでの時に聞いた高橋の言葉が蘇よみがえる。

『いつものあいつ』

　もしかして、高橋の言う『あいつ』って佐崎のことなんじゃないのか？

　接点がなくとも、関係は知っている？

　胃がきりきりと痛んでくる。この世界の『俺』はいったい何をしていたのだろうか。ギャルゲーの主人公みたいな匂いがするぞ……。

　いや、俺が言うなって感じではあるけど。俺の場合はみんなが黙認してくれて、それに甘えてるわけだしな……。

　とはいえ、メールでのやり取りだけで断定もできない。電話で連絡するケースだってあるだろうしな。

　留守電でもあれば何かわかるかと思ったがひとつも入っていなかった。着信履歴やリダイヤル履歴を見てもさすがに内容まではわからない。メールの時間と照らし合わせても、余計な想像が浮かぶだけではっきりとした答えは出ない。

　ふと、無意識にレイヤー間移動用のソフトウェアを立ち上げた。
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　相変わらずおかしなデータしか表示しない。

　俺は……、

「元の世界に、戻ることができるのか……？」

　力なく、そう独りごちたところで家に着いた。

　今はそんな弱気になってても仕方がない。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　母さんの声を聞きながら部屋に戻り、今度はパソコンをチェックする。

　中身は俺のものとは少しだけ変わっていた。ギャルゲーが多めだったのに、なんか洋ゲーらしきものがいくつかある。そして、年末に入れたプログラム用の開発ツールはない。

　当然、フェアリーテールシステムが実行された痕あとも何もない。

　こうなってくると、何ができるって履歴を見るしかないよなぁ……。

　それにしても、だ。

「携帯をチェックしたり、パソコンの履歴を見たりって、完全にストーカー行為だよな……」

　まあ、安心できることに相手は自分自身なのだが。

　とりあえず、ブラウザを立ち上げ、履歴を見る。

　大規模掲示板や動画サイトにちょくちょく行ってるな。あとは何かの調べものっぽいアドレスもある。

　他には、十二月に入ってから頻繁に行っているアドレスがあった。

　そのアドレスに飛ぶ。

　知恵袋的な質問サイトだった。

　質問を入れると、ネット上の人たちが答えてくれるという便利なサイトである。

　俺自身は質問をしたことも答えたこともないが、疑問を検索した時に参考にしたことがあった。そんな感じで利用している。

　そのページの質問文を読む。




　QNo.8646372

　最近、クラスメイトで仲のよかった女の子に告白されました。

　自分自身も憎からず思っていたので、喜んで受け入れたのですが、実は他の女の子のことも好きだということに気付きました。

　その子は自分の幼馴染で、高校は別になりましたが、昔から（今でも）仲がいいもので、よく出掛けています。

　自分がよくないことをしているのはわかっているのですが、自分はどうするべきでしょうか？




　……これ、この世界の『俺』が書いた質問、だよな。どう考えても。

　ＩＤがＴａｋｅだし。投稿された日付は十二月五日だ。そして、かなりの数の答えが書かれている。まずはＮｏ．１の返答を見た。




　ANo.1

　まさかとは思いますが、この「恋人」や「幼馴染」とは、あなたの妄想上の存在にすぎないのではないでしょうか。もしそうだとすれば、あなた自身が手遅れであることにほぼ間違いないと思います。

　あるいは、「恋人」や「幼馴染」がモニターの中に実在しているとしたら、ゲームにはまりすぎているという可能性も読み取れます。

　この場合も、あなた自身が手遅れであることにほぼ間違いないということになります。


Dr.森　






　とあるコピペが改変されていた。

　そんなのや「氏んでしまえ」「爆発しろ」といった煽あおりが少し続いて、途中からいくらか真ま面じ目めな答えになる。




　ANo.15

　結論からいえば、あなたが最低の態度を取っていることは間違いありません。

　即刻、幼馴染の子に別れを告げて、これ以上ふたりきりで出掛けたりしないようにしてください。

　ふたりを好きだという感情を抱くのはまだ理解できますが、それでもクラスメイトの子を恋人として受け入れた以上、幼馴染のことは忘れるべきです。




　その他の真面目な意見も基本的には幼馴染に別れを告げろといった内容だ。

　しかし、最後の答えだけは少し変わっていた。




　ANo.58

　質問をしているが、誰かの答えで正解を導き出せる問題ではない。

　それは君もわかっているだろう。

　だから、結局は君がどうしたいのかによる。

　そして、相手が君の思いを受け入れてくれるかどうかだ。

　間違ったことでも、本気でそれをやり通せば、それはひとつの答えだと思う。





　　お礼

　　自分のやってることが、相手に不快感を与えていると思っているだけで、行動をまったく起こしていませんでした。

　　もちろん受け入れてもらえる可能性は低いと思いますが、まずは今までのことをすべて説明した上で、話し合ってみたいと思います。

　　ありがとうございました。






　最後の投稿日時は今年の十二月の……三十一日。それも午後三時。

　俺がここに来る一時間ほど前の時間だ。

　この時点で、この世界の『俺』は何かしらの答えを出しているらしい。

　ただ、ひとつ。確実にわかったことがある。

　この世界の『俺』は高橋と佐崎がどちらも好きで、答えを決められていなかったということだ。







「おーい、タケにい」

　パソコンで履歴を調べて、その内容に頭を悩ませていると、昼からやってきた麻衣が部屋へと入ってくる。

　俺はパソコンの手を止め、椅子を反転させて麻衣へと向き直った。気付けばもう午後三時を過ぎている。窓の外はまだ明るいが、この時期ならそろそろ薄暗くなってくるだろう。

「なに？」

「伯母さんが買い物行ってこいだって。ほい、買ってくるものリスト」

　差し出されたメモを受け取る。肉六百グラムやジャガイモ五個、玉たま葱ねぎ三個等々の文字が並んでいた。晩ご飯用の材料だろう。

「……肉多いな」

「今日の夜にはあたしのお母さんたちが来るからね。それにタケにい、結構食べるじゃん」

「否定はしないけどさ」

　できればこの世界の調査を優先したいのだけど……。それでも、このぐらいのことであれば率先してやらないと向こうのみんなに怒られるな。理り恵え辺りには特にだ。

「了解。麻衣も一緒に行くか？」

「あとちょっとで要塞を陥かん落らくさせられそうだからパス。今、ちょっと調子いいからさ。ね、ね、ね。晩ご飯食べ終わったら、協力プレイしようよ」

「ＦＰＳね……。手が空いたらな」

「ぶー。タケにい、付き合いわるー。いいですよーだ」

　素っ気なく対応してしまったせいか、麻衣は拗すねたように部屋を出て行ってしまった。

　ちなみに麻衣にも怪しまれないように昔のことを訊いてみたが、彼女にもまた元の世界の記憶は存在していない。両親が健在だから、この世界の『俺』は彼女の家に住んでもいないし、転校もしていない。

「ねー」

　出て行ったはずの麻衣が扉から顔を覗かせて呼び掛けてくる。

「何やってるのか知らないけど、少しは休まないと体に悪いよ」

　休むことも必要かもしれないが、今は少しでも解析を進めなきゃならない。今は英数字の羅ら列れつだけで何もわからなくても、何かしらのきっかけで何かが見つかるかもしれないのだから。

「そこまで無理なんかしてないよ」

「むー……」

　なんだか納得できない顔をしていたが、無駄と悟ったのかあっさりとその場から去っていった。

「さて、行くか……」

　俺は居間で買い物袋を受け取ってから、家を出た。




　とりあえず、品揃え豊富なスーパーへ。ここを基準にして、いくつか店を回って最安値の物を買う。ひとり暮らししていた時の癖くせだった。この辺りの情報は春はる姉ねえが強かったな。主婦コミュニティの中で情報をやり取りしていたらしいが、俺にはそこまでできない。

　スーパーの中へ入って、まずは野菜を物色する。『大根特価！』のポップが目に入った。確かに安い。この辺りでは間違いなく最安値だろう。メモにはないけど、大根は冷蔵庫の中になかったはずだし、あっても困ることはないだろう。遠慮なく、買っていってしまおう。

　他の買うべき野菜の値段を記憶しつつ、次に肉のコーナーへ。

　そこで――。

　俺は見知った人の後ろ姿を目にした。

「春姉ッ！」

　俺は咄とつ嗟さにその人の名を呼び肩を摑つかむ。ようやく見つけた嬉しさに身を任せて。買い物かごを落としてしまったことになど気付かなかった。

　春姉が、こちらを向く。

「えっ？」

　だが。

「どちらさま、かな？」

　その人は春姉ではなかった。とても似ているが、よく見れば違っていた。その上、俺が知っているよりも大人びている。成熟していると言った方が正しいか。

　春姉が大人になった姿に見えなくもないが、だとしても違和感は残る。

「あ、あの……。失礼ですが、春はる海みというお名前ではないでしょうか？」

「……？　わたしの名前は春はる奈なと言います。ちょっと違いますね」

　やはり、人違いだった。

「すいません……。人違いでした。その、あまりにも知っている人に似ていたもので……」

「あはは、気にしないで。よくあることだと思うし」

　だが、春奈……。その名前にはなんとなく聞き覚えがあった。頭の片隅にひっそりと置かれた、誰かの、名前……。

　そこへ――。

「春奈。どうかしたのか？」

「あら、智とも樹きさん。ううん、なんでもないわ」

　見知ったひとりの男性がやってくる。

　歳は二十代後半といったところだろうか。若々しく精せい悍かんな顔つきで、その身をフォーマルな服装で固めていた。背が高く細そうに見えるが、ガッシリとした体だ。その黒髪は短く刈られて六四分けにされている。

　少し不思議そうな顔を俺に向けた。

「君は……」

「武たけ杉すぎ、智樹さん……？」












　そうだ。この人は……。

　以前、春姉と夏なつ海みの誘拐を企てた『カスタマー』。

　武杉智樹さんだ。

「なぜ、僕の名前を？　どこかで会ったことがあったかな？」

　……失敗してしまったらしい。

　考えてみればもっともな話だ。

　八年前の事故の被害者は高橋や俺の両親だけではない。武杉さんの恋人である春奈さんも事故に遭っていたはずだ。

『だが、僕のヒロインだった春奈も、あの事故で亡くなったのは確かなんだ。もう結婚もしてたから、葬式で喪も主しゆも務めたよ』

　元の世界での別れ際、武杉さんはそう俺に教えてくれた。つまり、事故がなければ俺と武杉さんの間に接点は形成されない。

「す、すいません……」

「はは、謝ることはないさ」

　武杉さんは笑って許してくれる。

　だが、それだけでは終わらなかった。

「でも、僕の名前を知ってることにはちょっと興味がある。もしよければ、その辺でお茶でもどうかな？」




　住宅街にひっそりと存在する近くの喫茶店で俺たちはテーブルに着いていた。四人席のテーブルで武杉さんは俺の対面だ。春奈さんは……そういえばどこに行ったんだろう？

　初めて入る喫茶店だけど、落ち着いてて雰囲気がいい。うちから少し離れてるけど、時々通ることもあるこの場所に喫茶店なんてあったっけ？

　でも、客が誰もいない。元旦だから休みなのは納得できるけど。

「どうかな、都つ筑づきくん。雰囲気には自信があるのだけどね」

　武杉さんが誇らしげに訊いてくる。ちなみに武杉さんには道中で自己紹介を済ませていた。

「ええ。上う手まくは言えないですけど、直感的にいいなって思いました」

「それはよかった。まあ、くつろいでくれたまえ」

　しかし、先程から少し台詞せりふが引っかかる。もしかして……。

「この喫茶店って、武杉さんのお店ですか？」

「お、鋭いね。当たりだよ。まだ構えてから半年くらいしか経ってないけどね。今日は休日なんだ」

　やり手のビジネスマンで仕事に没頭してそうな人だったのに……。あの事故はたくさんの人の運命を変えたんだな、と実感する。

「はい、どうぞ。うちの自慢の紅茶とロールケーキだよ」

　いつの間にか春奈さんがエプロンを着用して、ウエイトレスよろしくテーブルに紅茶とロールケーキを置いてくれた。

「さ、遠慮せずにどうぞ。試作品だから、この人以外の感想もほしいの」

「じゃあ、いただきます」

　フォークで切って、口に運ぶ。

　スポンジはふわふわで、カスタードとホイップクリームが控えめに甘さを主張する。一口食べただけで断言できるぐらいにとても美お味いしかった。

「すごく、美味しいです」

　上手く言えないけど、たまたまできたようなものではなく、経験と計算でできあがったスイーツだと感じる。

「ホントに？　よかったー。智樹さんはこれでも甘すぎるって言うんだけど、高校生ぐらいだとこのぐらいの甘さの方がいいよねー」

「おいおい。僕は別に不満なんか漏らしてないぞ。もう少し甘くない方が僕好みだと言っただけだ」

「これでも女の子が食べやすいように、甘さを控えめにしてますよー」

　仲睦まじいやり取り。元の世界の武杉さんを知っているだけに、見ているだけで心が温かくなってくる。

「おっと、すまないね。こちらから誘ったというのに置いてきぼりにしてしまって」

「いえ、見ててほっとします」

　その俺の言葉にふたりして不思議に思ったようだが、そのことについて詳しく問われたりはしなかった。

　そんなやり取りの後、武杉さんの隣に春奈さんが座る。

「君はもしかして『設定者』じゃないかな？」

　そして、武杉さんはいきなりそう切り出した。

「どうして、そう思ったんですか？」

「はは、その切り返しは当たりってことかい？　いや、本当になんとなくなんだけどね。春奈を知ってそうだったから、もしかしたらと思っただけさ」

『ビジター』を気にかけた時点で疑われたってことか。まあ、春奈さんを他の誰かと間違えた時点で疑わしいよな。俺だって春姉を誰かに間違えられたら、疑うだろう。

「一応、『設定者』をやっていたというか、今でもそうというか……」

「どういう意味だい？　よければ教えてもらえないかな。他の『設定者』に会ったのは初めてでね。さっきも言ったけど、ちょっと興味があるんだ」

「荒こう唐とう無む稽けいな話になりますよ？」

「ゲームのキャラクターが出てきたこと以上に、かい？」

　あれ？　そのことを言っていいの？

　しかし、春奈さんは特に気にしてもいないようだ。

「大丈夫。春奈にはもうすべて話してあるよ」

　俺の不安を察知したのか、武杉さんがフォローを入れてくれる。

「最初はちょっとびっくりしたけどね」

　そして、春奈さんは「えへへ」と可愛らしい笑顔を浮かべた。お腹いっぱいになりそうな笑顔だった。ごちそうさまです。

「質問を変えようか。君のヒロインはどんな子なんだい？　それとも僕の知ってるゲームだったりするのかな？」

「ゲームは『エターナル　イノセンス』って言うんですけど、知ってますか？」

「ん……。聞いたことないな。まあ、僕も社会人になってからなかなかやれないから、知らないだけだと思う」

　有名なタイトルなんだけどな。でも、社会人になるとゲームをやる暇がなくなるっていうし、仕方のないことなのかもしれない。

「ヒロインは、神楽かぐら咲さきっていう女の子と幼馴染の秋あき原はら理恵。それと、春海と夏海って姉妹がいます。みんな、俺には過ぎたいい女の子たちです」

　明石あかし葵あおいはちょっと特殊だし、言わないでも問題ないだろう。

「その指輪は、その人たちとのお揃いかな？」

　春奈さんが俺の手を興味深そうに見ている。

「あ、はい。クリスマスの時にみんなにプレゼントして。それ以来、着けてます。さすがに学校に行く時は外すことになると思いますけど」

「すごく綺麗だね。プレゼントされた方も幸せだと思うな」

「あ、ありがとうございます」

　春奈さんは嬉しそうに微笑ほほえみながら褒ほめてくれる。なんというか、指輪を褒められるってのも悪くないな。

「それで、その中の春海って子が春奈と似てるのかな」

「あ、はい。よくわかりましたね」

「はは、名前でそれっぽいなと思っただけだよ。同じように『春』が付くからね」

　姿も似てれば、名前も似るってことか。確かに春姉も春奈さんも、季節で喩たとえれば春っぽい。

「今度、どれだけ似てるか連れてきてくれないかな。ちょっと興味がある」

　武杉さんはいたずらっぽく聞いてくる。その横で春奈さんが、少しだけ拗ねた顔をしているのが印象的だった。やっぱりいい気分ではないよな。

　でも、春姉と春奈さんは仲よくなれる気がする。なんとなく、だけど。

　とはいえ……。

「無理、です。この世界には、いませんから……」

「どういうことだい？　消えた、ってわけじゃないよね？」

「それは……」

　言っていいものか、迷ってしまう。

　武杉さんは黙る俺に対して、それでも優しく言ってくる。

「ふむ、やっぱり深い事情がありそうだね。どういうことか聞かせてもらえないかな？　もちろん、他言はしない」

　もしかしたら、本当に何かいいアイディアが出てくるかもしれない。

　それに俺はこれ以上、この秘密を黙っているのが情けないことに限界だった。真実を告げられず、噓うそを織り交ぜ、この世界の『俺』だけを演じるのが精神的にきつかった。

　だから、思わず口に出てしまった。

「信じられないかもしれませんが、俺はこの世界で生きてきた人間じゃないんです」

　そもそも、今の世界が元の世界に代わってしまったのか、レイヤー間を移動するように別のレイヤーに来てしまったせいでこうなっているのかもわからない。だが、この世界の人間じゃないことは間違ってはいないだろう。

　俺の答えに、武杉さんも春奈さんも戸惑った顔をしていた。

「別の世界、か」

「信じるんですか？」

「君が噓を言う理由が見当たらないしね。あのメールのシステムは未知数だ。何が起こっても不思議じゃないと思ってるよ。今僕が生きているこの世界が実は幻で、いつかすべて消え失せてしまうんじゃないかと不安になるぐらいにはね」

　確かにそれは俺も不安に思っている。

『エターナル　イノセンス』を投影した時も物語の終わりをきっかけにいきなりみんなが消え始めたし、正まさ樹きが出てきた時も周囲のみんなの記憶が大きく変わった。

『フェアリーテールシステム』はやることの規模が大きすぎて、何があってもおかしくないという考えはある。

「さて。手段やその是非に関しては置いておこう。だが、その別世界の話にこそ、君が僕を知っている鍵がありそうだね」

　鋭いな……。ただ、ここからは武杉さんに真実を言うのは憚はばかられる。

「武杉さんにとって不愉快な話になるはずです」

「僕が、不愉快？　なぜだい」

「………」

「ははは、どれだけ不愉快な話であっても別世界の話だ。気にしないでくれ」

　少し躊ちゆう躇ちよしたものの、俺は事故のことを説明した。

「俺の生きてきた別世界では、事故が起こります。八年前……、日本史上最悪と言われたほど規模の大きい事故でした」

「事故……。それはこちらでは起こっていない、と」

「ええ。その事故で俺の父が巻き込まれて死んでいます。そして、春奈さんも巻き込まれたんです」

　俺の言葉に、武杉さんも春奈さんもさすがに驚いたようだった。

「まあ、春奈はのほほんとしてるからね。事故に巻き込まれないか、毎日不安だよ」

「失礼だよ、智樹さん」

「ははは、でも事実だし、一歩間違えればそういう未来はある。気をつけてくれ。僕も気をつける」

　春奈さんに注意してから、武杉さんは「それで」と続けた。

「まだ、都筑くんと僕に接点は生まれていない。そこから僕と君はどういう形で知り合うのかな」

　さらに武杉さんにとって不愉快な話になるが、ここまで来たら言ってしまった方がいいだろう。ここで黙られても、向こうも困るはずだ。

「俺が見間違えてしまったように、春奈さんにそっくりな人が武杉さんの目の前に現れます」

「それが君の姉である春海さんか」

「ええ、春奈さんを失った武杉さんは……、偶然姉を見てから誘拐を企てることになります」

　言い終えると、武杉さんは驚くこともなく淡々と語る。

「なるほどねぇ。ちょっと想像したけど、確かに僕ならやりかねないな」

　さらに不愉快になるどころか、納得していた。

「こんなことは本人の前で言うのも恥ずかしいけど、春奈は僕のすべてだ。彼女がいなくなって、生き写しの女の子を見つけたら、そんな狂気を抱いてもおかしくはないよ。そもそも、その前に自殺をしてない方が納得ができないぐらいだ」

「智樹さん……」

　そんな風に言われ、春奈さんは怒るべきか悲しむべきか、複雑そうな表情を浮かべた。やっぱり、自分がいなくなっても、好きな人には生きてほしいということか。

　確かに、俺が死ぬことでみんなに後を追ってほしくはないな……。でも、みんなが死んでしまったらどうだろう。

　……いや、今こんなことを考えるのはやめよう。

「なるほど。それで君は春奈を見間違えてしまったというわけか」

「はい……」

「僕がどういう手段で誘拐しようと思ったのかはわからないけど、結局、誘拐の結果はどうなったんだい？」

「いえ、途中で誘拐って目的ではなくなりました。俺がみんなを幸せにするかどうかの意思を試す形に変わったんです。とりあえず、武杉さんには認められたようで……」

「ふむ……。自分のことながらおかしな感じだ。しかし、試すとは随分と上から目線だな。そちらの世界の僕は随分と歪ゆがんでしまったらしい」

　その後のアメリカに渡ったという話をすると、武杉さんは「面倒くさい案件を押しつけられたに違いないな」とひとしきり笑った。

「これで、都筑くんが僕のことを知っている理由がわかったよ。それにしても事故の起こった世界、か。ちなみに、この世界にきた心当たりは？」

　俺はみんなのためにレイヤーを分割し、世界を移動してレイヤーを維持してきたことを明かす。

　それを聞いて武杉さんはしばらく顎に手を当てて考えていたが、いい考えは浮かばなかったらしい。

「そう、か……。力になれたらと思ったが、あいにくソフトウェアは門もん外がい漢かんでね。すまない。ハードウェアなら多少はわかるのだけど……」

「いえ。すべて、自分の引き起こした事態ですので……。今回ばかりは自分で何とかしなきゃ」

「……人に頼ることは悪いことではないよ。どうあっても自分で解決できないのならば人に頼るのは社会に出てからも必要なスキルだ。目的を達成するために、手段を選ぶな。犯罪にならない範囲で、ね」

「武杉さん……」

「おっと、説教臭くなってしまったね。自分でも気をつけなくてはと思っているのだけど、つい癖で……。なんにせよ、自分の目的を違えないことだよ」

「自分の、目的……」

「そもそも、君はなぜ『エターナル　イノセンス』というゲームを投影したんだい？」

「それは、みんなが好きだったからで」

「いや、そうじゃない。もう少し根源的な話になる。彼女たちを投影することで、何を得たかったかということさ。あるいは何を得たくなったか……」

「………」

「理想の彼女たちと過ごせる優越感？　名声？　一目置かれたかった？　あるいは、幸せになりたかった。絆を得たかった。そういうこともあるんじゃないかな？」

「それは……」

「話を聞く限りでは今のこの世界において、君は両親を取り戻し、彼女もいて、友人関係も良好。大きな不満などないように思える」

　それは、正しい。

　この世界の俺は、両親が生存し、高橋という可愛い彼女がいて、翔也たちクラスメイトとも仲がいい。

　それは『フェアリーテールシステム』で『エターナル　イノセンス』を投影する前の俺の理想のひとつと言えた。

「すべてを受け入れて、この世界で生活するというのもひとつの考え方だと思うよ」

　武杉さんの言っていることは理解できる。

　しかし、俺の心が納得するにはほど遠かった。

「……いや、愛情は理屈ではない、か。代わりになる人がいないのだから、納得などできないだろう。すまない、君の気持ちを無視して短慮な物言いをしてしまった」

「いえ……」

「どうしても諦めきれないなら、再びメールを待つのが一番かもしれないな……」

　あの投影のためのメールを待つ、か……。

　あまりにも細い糸だが、それもひとつの手段なのか？

　いや、『エターナル　イノセンス』を投影して、元の世界の彼女たちがこちらに来ることになるなんて、そんな都合のいいことがあるのか？

　メールが来るのも偶然だし、『フェアリーテールシステム』によって為される処理も未知数だ。

「どういう形にせよ、今この世界で生きている以上、この世界の『君』と君の記憶の誤差は調べておいた方がいい。君の大事な人に、この世界の人ではないことを明かすにせよ、誤ご魔ま化かすにせよ、ね」

　記憶の誤差、か……。

　確かにな。高橋といつ恋人になったのかも、佐崎とどんな付き合い方をしていたのかもさっぱりわからないしな。

　誰かに聞くのが一番手っ取り早いんだけど……。

「まあ、いきなりこんなこと言われても、どうしようもないだろう。でも、僕に何かできることがあれば何でも相談してくれ」

「うちの喫茶店に来てくれれば、智樹さんと同じ人のよしみでサービスするよ。たまに来て、試作品を食べてくれると嬉しいな。その指輪を贈った人たちにまた会えるように祈ってるから」

　そんなふたりの温かい言葉を受け、俺はお礼を述べて喫茶店から出る。そして、武杉さんの言葉を実践するべく、すぐに携帯を取りだして電話をかけた。







「……いまいち話を把握できないんだが、とりあえず高校からの記憶がおかしいってことでいいのか？」

　ベッドの縁に座りながら、翔也が首を傾げる。

『フェアリーテールシステム』のことや『カスタマー』や『レイヤー』といった超常的なものは避けた。

　高校からの記憶に差異があると、真面目に訴えただけだ。

「ああ、それでいい」

　俺は翔也に連絡を取り、家に上がり込んでいた。

　武杉さんに言われてから少し考えていたのだけど、記憶の誤差について聞けるとしたらこいつしかいない。

「まずは病院に行くべきだと思うんだが……」

　翔也は溜ため息いきを吐きながらもっともなことを言う。とはいえ、病院に行ったところで意味がない。病気ではないからな。

「どの程度の誤差があるのか、俺も把握してないんだよ。どうにもならないようなら病院行くけど、まずはお前に高校生活している俺を聞きたいんだ」

「なんで僕なんだ？　高橋に聞けば――って、高橋と恋人になった記憶もないんじゃ、それも微妙か。つまり、お前は高橋を悲しませたくないってことだな？」

　何気に鋭いヤツだ。

　記憶が別人である以上、高橋とこれ以上付き合うのは不誠実この上ない。ただ、だからといっていきなり真実を告げても高橋だって納得できないだろう。

「そういうことだよ。どうにもならないようなら、高橋に事実をそのまま伝えるけど、今はお前に相談するのがベストだと思った。真面目に話を聞きそうで、信用できるのがお前しかいないんだよ」

　翔也は初詣で会った時もそうだったが、『エターナル　イノセンス』を投影した時といい、正樹が出てきてみんなが俺のことを忘れた時といい、一貫して俺との関係性がまったく変わっていないのだ。

　だからこそ、翔也が見た俺の話にはブレがなく、この世界の『俺』と今の俺の違いがわかりやすいはず。

「そこまで信用するってキモくね？」

　……こういう反応をするからこそ信用できる、気がする。

「ま、お前も不器用だし、こんな噓を言えるようなヤツじゃないしな。僕が覚えてる範囲でよけりゃ、いくらでも教えるよ。お前が対応を間違えて高橋が不機嫌になると、僕らが迷惑を被こうむるし」

「そうなのか……？」

「そーなのかーって、お前なぁ。……って、記憶がなんかおかしくなってるんだったな。よくあったことだぞ。高橋がお前に誘いを断られたら、すげー不機嫌になってさ。関係ないのにクラスの中で僕らが適当に会話してるだけで『うるせぇ！』って声を荒げるし。高橋は二学期になるまでわりと素行が悪かったし、怖こえーこと怖ーこと」

　マジですか。

「……というわけで僕らの精神的な安あん寧ねいのために、対応は間違えないでくれ。ただ、僕らの目の前でラブラブちゅっちゅな真似は許さない」

「どうしろってんだ……」

　そもそもラブラブちゅっちゅとか、お前どこの人だよ。

　……いや、それは置いておこう。まずは話を聞かないとな。

「じゃあ、まず翔也。お前と初めて会話した時の話からで……」

　そんなわけで、最初からひとつひとつ確かめていく。

　聞いたところ、高校一年の頃はほぼ同じだ。細かい違いはあるだろうし、俺もそこまで覚えていないが、俺が覚えていることと翔也から聞いている話に大きな誤差はない。

　ギャルゲーを強く薦められたのも同じ時期だ。

　ただ、一年生の頃の話を聞いていて、ひとつだけ違和感が残った。

「なあ、翔也。『エターナル　イノセンス』ってゲームをやれって言ってこなかったっけ？」

　嫌な予感がする。俺は考えたくない事態に備え、当たり障りのない聞き方をした。

　しかし、俺の希望はあっさりと打ち砕かれる。

「『エターナル　イノセンス』って何のゲームだ？　そんなゲーム、聞いたこともないぞ？」

　最悪だった。

　武杉さんと話をしてから「もしや」という考えはあったが、やはりこの世界に『エターナルイノセンス』は存在していないらしい。

　すぐにその辺りを調べたくなるが、ぐっと我慢する。

　今は翔也との話の方を優先しよう。今すぐそれを調べたところで、話が進展するとは思えない。

「あー。じゃあ、俺が何かのゲームタイトルと勘違いしてるんだな。とりあえず、気にせず続けてくれ」

　俺は努めて冷静を装い、そう伝える。

　翔也は少し訝いぶかしげな表情を浮かべたが、すぐに説明を再開した。

「で、春休みが終わって僕らが二年生になっただろ。その時は……」

　話は二年生へと進む。変化が大きいと思われるのは、ここからだ。特にゴールデンウィーク以降だ。

「一学期には……。あー、ゴールデンウィークを過ぎた辺りでお前と高橋と仲よくなった気がするな。まだこの時は仲がよくなったっていうか、話をするようになっただけだけどな。何でかは僕もわからん。お前もわからんって言ってたしな」

「その辺りか……」

「夏休みは僕とよく遊んでた。高橋と遊んでたかどうかは知らん。お前も高橋については触れてないし。あ、でも、佐崎って言ったっけ？　幼馴染さんとやらと出掛けてるところは偶然見たな」

「恋人、だったのか？」

「むかつくことを思い出させるね、お前は。僕がそう聞いたらお前は『ただの幼馴染だ』って言ってたぞ。で、その瞬間の幼馴染さんの顔が、それはもう不機嫌なこと不機嫌なこと。お前、それに気付いてねーし。すぐに笑顔を装ってたけど、ふっか～い溜息吐いてたしな。どこのギャルゲーだと内心思ってたぞ」

　何そのお約束。

「それで二学期くらいからか。お前と高橋が結構つるむようになったのは。僕の誘いをそれなりの頻度で断り始めてさ。『高橋とデートか？』って聞くと『デートじゃないけど、一緒に出掛けることは否定しない』なんて言ってたな。氏ねって思ったね」

　一言多いが、なるほど、高橋との仲が深まっていくのはこの頃からか。

「で、極めつけはアレか。記憶に誤差があるってことは覚えてないかもしれないけど、うちのクラスの委員長がノートとか机に落書きされたんだよ。で、普段の素行がよくない上に委員長によく注意されてた高橋が真っ先に疑われてさ。そこでお前が高橋をかばって、しかもひとり暴走した馬鹿が投げたカッターからも守ったんだよ。……まあ、アレは僕から見ても男としてカッコいいと思ったけどな」

　それは俺の記憶にもある事件だ。

　ただ、ノートや机に落書きをされたのは咲だったけど……。この事件は共通なのか。これは、ただの偶然か？

　俺はさらに情報を得るため、翔也に先を促した。

「それから十二月に入って驚くことが起こったんだよ」

「驚くこと？」

「お前と高橋が名前で呼び合い始めた。この時点でもうわかったね。あ、こいつらデキたなって。うちのクラスの連中はほとんどそう思ったはずだ。ま、その辺りに興味がない連中もいたし、気付いてない鈍にぶいヤツもいたけどな」

「……ってことは、十二月入った辺りで俺と高橋は付き合ってたってこと？」

「間違いなくそうだろうな。ただ、お前はお前で気持ち悪くにやけてたけど、高橋の見てないところで苦しそうな顔してたな。聞いても『ちょっとな』って言うだけだったし。なんだったんだ？」

「俺が聞きたい」

　ただ、察するに佐崎のことを考えて、暗くなっていたってところか？

　高橋と恋人になって嬉しかったのは確かだろうけど、あの質問内容を鑑かんがみれば佐崎に対しても浅からぬ想いがあったのも確かだしな。

「ま、記憶がないならそうだよな。僕の見てたお前の高校生活はこんなところだ。つか、初詣で会った時はそんなそぶり全然見せてなかったじゃん。確認するけど、本当のこと言ってるんだよな？　ここまで長時間真面目に話して、ドッキリの看板出したり、釣りでしたとか言ったりしたら、さすがに僕も怒りが有う頂ちよう天てんだ。いや、できればこんな話、冗談の方がいいんだけど」

　怒りが有頂天て、どういう意味だ。いや、今はそこに突っ込んでる場合ではない。

「噓は言ってないし、釣り宣言もするつもりはないよ。初詣の時はこれでも必死に普段通りを装ったんだぞ。俺の記憶じゃ、高橋は――仲が悪くなかったってだけで、恋人になるほど仲がよかったわけじゃなかったし」

「じゃ、お前の記憶はどうなってるんだ？」

　そう言われて、口を噤つぐむ。

　ゲームのヒロインたちを現実に投影して云々まで伝えたら、証拠が見せられない以上頭を疑われかねない。翔也なら真面目に聞いてくれる気もするけど、それでも話すには勇気がいる。

　しばらく黙っていると――。

「ま、言いたくないんだったら、無理に言わなくてもいいけどさ。事実が僕に解決できないようなトンデモだったら、こっちとしても困るしな。その辺りを聞きたいのは、僕の好奇心でしかないし」

「相談に乗ってもらったのに、悪い」

「気にするなって。別に無理難題ふっかけられたわけでもないしさ。ま、僕に相談に来てくれるのは親友冥利に尽きるってもんだ」

　こいつは本当にブレないな。それが本当にありがたい。

「とりあえず、何か困ったことがあったら言ってくれ。フォローはするよ。高橋の逆げき鱗りんに触れるのはごめんだしな」

　そんな話をして、翔也への相談は終わった。







　それからまっすぐ家に帰ると、

「ちょっとタケくん！　どこまで行ってたの!?　時間がかかりすぎで、電話をかけても出ないから心配したのよ？」

　不安な表情で叱しかられてしまった。

　武杉さんの家に行って、翔也の家に行って……。すっかり遅くなってしまった。買い物のことを思い出して、顔を青くしたのは帰りがけだ。

「ご、ごめん……」

「もう。遅くなるのはいいけど、遅くなるならなるでちゃんと家に連絡しなさいね」

「うん……。ごめんなさい……」

　少し、涙がこみ上げてきそうだった。

　もちろん、叱られたことが悲しいんじゃない。

　母さんに叱られることが、とても懐かしくて、嬉しかったから……。

「あははー。タケにい伯母さんに叱られてるー」

　麻衣のそんなおちゃらかしにも、泣きそうになってることを悟られないようにするのが精一杯だった。







　少し遅くなった夕食を食べ終わってから、麻衣のゲームの誘いを断り、俺はまた部屋に籠もる。

　武杉さんの言った、

『どうしても諦めきれないなら、再びメールを待つとかね』

　という助言。

　これは、ありはありだ。

　そもそも届くことが前提になるし、投影時の処理も未知数ではある。

　だが、『メールの届く条件を調査』し、『投影時の処理を把握』することができれば、あるいは希望が見えるかもしれない。

　ただ。

　それは、すでに前提条件が狂っている可能性が高かった。

　武杉さんも、翔也も、タイトル名すら知らなかった。

　俺は恐る恐る、『エターナル　イノセンス』という単語をインターネットで検索する。

　だが、検索は「エターナル」や「イノセンス」という単語を拾うだけで。

　この世界において、『エターナル　イノセンス』は――。

　存在すらしていなかった。
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「こちらの準備はできた」

「そっか。暎えい那なは随分と手際がいいな」

「真さな田だ正まさ樹き。あなたは各レイヤーへ飛び、そこにいる『ビジター』をあの場所へ連れてきてほしい」

「それだけか？」

「それだけ」

「お安い御用だ。みんなにちょっと警戒されそうで怖いけどな」

「………」

「そんな顔するなよ。みんなに警戒されることなんざ、武たけ紀のりだって味わった状況だ。あいつにできて、オレにできなくてどうする。主人公の名折れだぜ」

「……それだけではない」

「……………………ああ、わかってるよ」

「ここで、やめる？」

「馬鹿言うなよ。やめるわけねーだろ。あいつが戻ってくるまでは、どうにかしてみせるさ」

「気持ちだけでは、どうにもならない」

「……ま、気を遣うことなんかねぇよ。仮にあいつが同じ状況だとしたら、間違いなく俺と同じ選択をするだろうからな。そう思うだろ？」

「そうだと思う」

「もしかしたら、あいつならもっと別のことをやらかしそうな気はするけどな……」
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『エターナル　イノセンス』がない。

　検索の結果を目の当たりにして、改めてその事実が心に重くのし掛かってくる。

　想像をしていたとはいえ、それが明らかになってしまうとその衝撃は思っている以上に大きかった。

「………」

　なぜ？

　あの事故が起こらなければ、『エターナル　イノセンス』は作られないとでも言うのか？

　理由もわからず、頭を抱えるしかない。

　ダメだ。冷静になれ。

　まだ、そうと決まったわけじゃないはずだ。

『エターナル　イノセンス』が俺以外の誰かによって投影され、消えているということだって考えられる。

　……いや、翔しよう也やが知らないのはまだしも、『カスタマー』の武たけ杉すぎさんは『エターナル　イノセンス』が投影されていても覚えているはず。

　俺は他のゲームも検索してみた。

『ささやきメモリー』は、あり。『つんで☆れーしょん』、あり。『めると☆だうん』、あり。

『メモリーロンド』……は、あり？

　この世界だと『メモリーロンド』はあるけど、投影されてない？　確か、藤ふじ田たは八月三十一日に投影したと言っていたのに。

　やっぱり、この世界は俺の知っている世界とまったく違っている。

　ひとつひとつ情報を集めていくしかない、か……。

　そんな折、インターホンが鳴り響く。

「タケくん、お友だちよー」

　俺には関係がないと思っていたのだが、呼ばれてしまった。こんな時間に誰だ？

　急いで階下へ向かう。

　そこには、

「や。久しぶり、かな？」

　以前、アカシックサーバーの中で見た――。

　南な雲ぐも裕ゆう悟ごさんがいた。




　南雲さんを俺の部屋に迎え入れる。

　座布団を用意して、俺たちは向かい合うように座った。相変わらず、高校生と見まがう容姿だ。……いや、成長が止まってるんだったっけ。

「家に入れてくれてありがとう。接点があまりないから覚えてないかもと不安だったんだけどね」

　そんなやり取りをしている中でも、俺は聞きたいことがあってしょうがなかった。

「それで南雲さん。あなたは……」

「ああ、大丈夫だよ。大体のことは把握している。僕はこの世界の『都つ筑づきくん』じゃなくて、向こうの世界の都筑くん――君を知っている」

「それじゃ、やはりあなたはアカシックサーバーの中にいた南雲さんと同一人物……？」

「うん、当たり。よく覚えてたね」

「あの時、助けてくれた恩は覚えてます。忘れるわけないじゃないですか」

「あの程度のことで恩に着てもらう必要はないよ。僕はあの世界の在り方を教えただけだしね」

「それでもあの後、咲さきを見つけることができたのは南雲さんのおかげですから……」

「そうかな？　まあ、僕は本当に何もしてないからね」

　そして、南雲さんは一息ついて語り始める。

「さて、ここにいるのは僕の意思じゃなくてね。Ｎｏ．３８――沙さ耶やの頼みなんだ」

「沙耶が……!?」

　あの、『フェアリーテールシステム』の管理者が？

「今、僕の中にいるよ。今僕と沙耶は重複デユプリケートした状態なんだ。もっとも体の主導権は僕にある。沙耶の言葉はここから聞けるよ」

　南雲さんが携帯を取り出して、いくつかの操作をした。そして、床に置く。

　すると――。

『こんばんは、都筑武たけ紀のり』

　間違えるはずもない。電話越しであろうと間違えようはずもない。沙耶の声だ。……元々は咲の従姉いとこの八や重えさんになるのかもしれないが。

「沙耶……」

『この世界に私は顕けん現げんできないので声だけです。申し訳ありませんね』

「いや、別にいい」

　この世界の『俺』ではなく、俺を知っているというだけで安心できた。

　それに内情を知ってるのならば、これほどありがたい話はない。そもそも南雲さんがなぜここに来ているのかとか、疑問は数あま多たあった。

　俺は携帯に向かって喋る。

「聞きたいことがたくさんある」

『そうでしょうね』

「みんなは無事なのか。消えていないのか」

『いきなり他人の心配ですか。まあ、いいでしょう。全員無事ですよ』

　その言葉を聞いて、肩の荷が少しだけ下りた。

「そうか、よかった……。だけど、沙耶が作ってくれた分割レイヤーはどうなってるんだ？」

『〝オクトー〟が対応しているはずですよ』

〝オクトー〟……。どこかで聞いたような。

　そうだ。確か、高たか橋はしに手当てしてもらった日、暎えい那なちゃんがそう名乗った。俺に助言をしてくれたはずだ。

「〝オクトー〟って、暎那ちゃんが？」

『暎那――Ｎｏ．８７のことではありません。彼女は〝オクトー〟の麾き下かですよ。察するにＮｏ．８７を媒体にして、あなたにメッセージを伝えただけでしょう』

　そうか。つまり、あれは口寄せみたいなものだったのかな……。

　それにしても暎那ちゃん、ただ者じゃないと思ってたけど、『フェアリーテールシステム』の管理者だったなんてまだ信じきれない。

　なんで高橋の家にいるんだろうか。高橋も知ってるようには見えなかったぞ。暎那ちゃん自身も本当に何も知らなかったようなそぶりだったし……。

　そこまで考えて、俺は頭を振った。

　置いておこう。今、重要なのはそこじゃない。

「どうやって対応してるかわかるか？」

『自ずと想像はつくでしょう。おそらくは真さな田だ正まさ樹きを「プロキシカスタマー」にしてるはずですよ』

「正樹が？　『プロキシカスタマー』……。プロキシって代理とかそういう意味だったよな」

『ええ。あなたの代わりになっているはずです』

　なるほど。理り恵えのタイマーがギリギリになった時、
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　……とあったな。あれと同じことか。

『都筑武紀。あなたのその携帯電話を南雲に渡しなさい』

「あ、ああ」

　俺は携帯を南雲さんに差し出す。

『……もういいです。南雲。返してあげてください』

　そして、すぐに返された。

『ソフトウェアは正常な数値になっているはずですよ』

　そう言われて、すぐに携帯のディスプレイを見た。
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「数値が直った……？」

『こちらに来たことでセキュリティに阻害され、数値を正常に表示しなくなっただけです。この程度の情報量であれば、多少の細工をすれば問題なく表示できます』

　見れば数値は俺が理恵の世界からここに来て以降、大きく変動はしていない。

　ベースレイヤーや、咲、春はる姉ねえのレイヤーの数値が減ってるけど、現時点ではすべてのタイマーが止まっていた。

「暎那ちゃんと正樹がいると、こんな真似ができるのか……」

『タイマーが三十分を切ったらエマージェンシーの音が鳴るようにしました。その時は私に相談してください』

　全面的に任せてしまうのは情けないけど、正樹と暎那ちゃんなら上う手まくやってくれるだろう。

「わかった。じゃあ、次だ。単刀直入に言おう。元の世界に戻りたい」

『不可能です』

　沙耶は結論のみを端的に返してきた。

「なんでだ？　来た時と同じように……」

『不可能です。まず、あなたはこの世界をどのように認識していますか？』

「八年前に事故が起こってない世界、だな？」

『はい、正解です』

「どうして俺がこの世界へと移動したんだ？　いや、移動したのではなく、この世界に改変されたのか？　そもそもこの世界はいったい――」

『そこは重要ではありません。我々はあなたにやっていただきたいことがあります』

　俺の言葉を沙耶はそう遮った。

「重要じゃないって……」

『やるべきことをやっていただければ、すべて解決します。意味のない説明はしたくありません』

　そこへ、

「さすがにそれは道理に適ってないよ、沙耶」

　と、南雲さんが諭さとすように口を挟む。

「沙耶。君が言わないなら僕が説明しよう」

『南雲、勝手な真似は……』

「君たちはとてつもない技術を持っているが、こちらのことを顧かえりみない。それでは何も解決しないよ。都筑くんの承諾も得られない。だからこそ、君たちの現実は――」

『好きになさい』

　沙耶が折れた。

　その言葉を聞くと、南雲さんは子供をあやすかのように微笑ほほえんだ。

「では、そうするよ。ごめんね、都筑くん。僕から説明させてもらうよ」

　真実を教えてくれるのであれば、誰であれありがたい。

「南雲さんは、今回の話を知ってるんですか？」

「それなりには、ね。八年前からこのプロジェクトは実行されていたし、僕はこのプロジェクトのキーのひとりでもあったから、彼らの説明は受けているんだ」

　南雲さんは、「さて」と呟つぶやいてから、真面目な表情で質問を振ってくる。

「君はレイヤーの概念は知ってるかな？」

「え、ええ……。確かシステムによって投影された情報を『カスタマー』中心に広げて、その範囲においてその情報を現実に投影させる。その範囲をレイヤーと呼ぶ、と沙耶からは聞いています」

「オーケー。問題ないね」

　それから南雲さんは一拍おいて、語り出す。

「その範囲が惑星規模になったら、どうなると思う？」

「惑星規模……？」

「『フェアリーテールシステム』のレイヤーってのはね、本来は小範囲に別世界――並行世界を形成するようなものなんだよ」

「……それが小範囲じゃなくなったら、ほとんど本物の並行世界ってことじゃ……」

「その通り」

　決して軽い話ではないはずなのに、南雲さんは淡々と答える。

「そんな惑星規模のレイヤーが作られたんだよ。システム内では『例外エクセプシヨナルレイヤー』と呼んでいるけどね」

「『例外エクセプシヨナルレイヤー』……。それが構築しているのが、この事故のなかった世界なんですか？」

「………」

　そこで南雲さんは、顔を顰しかめる。

　そして、ぽつりと短い言葉を吐いた。

「逆なんだよ」

「逆？」

「君が元いた世界こそが、『例外エクセプシヨナルレイヤー』という巨大なレイヤーによって構築されてる」

「なんだって……？　じゃあ……」

「こっちが本来の歴史を刻む世界なんだよ」

　事故が起こらなかったことが、正しい歴史……？

　混乱する俺に、南雲さんはさらなる情報を突きつけてくる。

「『例外エクセプシヨナルレイヤー』は、八年前に作られたんだよ。あの事故は、レイヤー作成時の余波によって起こったんだ」

「あの事故が、『フェアリーテールシステム』によって起こった？」

　あの事故で、俺の父さんも死んだ。

　春はる奈なさんも亡くなった。

　高橋が危険な目にあった。

　他にもたくさんの人を悲しみの渦に巻き込んだ、事故……。

　それを『フェアリーテールシステム』が……？

「……誤解しないでほしいのは、システムが意図的に起こしたわけではないということ。あの事故に巻き込まれて死にかけた僕が言うのもなんだけどね」

「え……？　南雲さんも……」

　それを聞いて、頭の中の情報がひとつ繋がる。

『都筑。この男は、もう八年もここに住んでいる。この辺りのことだったら把握しているからな。大体のことは知っているはずだ』

　アカシックサーバーに行った時、普ふ久く乃の原はらはそう言っていた。

　南雲さんは説明を続ける。

「今から八年前に『フェアリーテールシステム』を乗っ取ろうとした連中がいたんだよ。『電でん子し妖よう精せい』って名乗ってるんだけどね。乗っ取りをシステム側も防衛したけど、完全にできず、いくつかのシステムを起動させられた。その時に、『例外エクセプシヨナルレイヤー』は作り上げられてしまったんだ」

「そんな、連中が……」

　何を考えてるんだ。そいつらは……！

　見知らぬ連中に、ふつふつと怒りが湧き上がってくる。

「まあ、連中の正体や目的はひとまず置いておこう。重要なのは、起こりえなかった事故が起こり、『例外エクセプシヨナルレイヤー』を作り上げられてしまったということだよ。そのために世界は今、並行世界としてふたつに分裂している。この世界と、君が元いた世界でね。どちらも本物と言える世界だ」

「分裂して……。それで、『エターナル　イノセンス』のレイヤーも、『例外エクセプシヨナルレイヤー』上に存在しているってことですか」

「そう。『例外エクセプシヨナルレイヤー』の発生以降に作られたレイヤーは『例外エクセプシヨナルレイヤー』上へ。それ以前のレイヤーは、こちらの世界とあちらの世界、両方にある」

　そこで沙耶が横から口を入れる。

『南雲。そろそろ本題に入りたいのですが』

「まだだよ、沙耶。そう焦あせらなくてもいいだろう。簡単に下せる判断にはならないし、そもそも都筑くんに落ち度はないのだからね。すべてを知らなければならないし、その権利がある」

『すべて話すつもりですか』

「君が止めても話す。もちろん、都筑くんが聞きたくないというのであれば別だけど、ね」

　南雲さんが俺を見据える。

　俺はすぐに頷うなずいた。すべてを聞いた上で、『不可能』だと断言されてしまった元いた世界へと戻る方法を考えたい。

「さて、『例外エクセプシヨナルレイヤー』について、もう少し話をしよう。これが生まれたことで『フェアリーテールシステム』が元々計画していたプロジェクトも大きく狂った」

『フェアリーテールシステム』の計画。

　そう聞いて、俺の喉のどが鳴った。いつの間にか、唾つばを飲み込んでしまったらしい。

「それは今回のことだけではなく、大元の……、『フェアリーテールシステム』の目的に繋がる話ですか？」

「もちろんだよ」

　南雲さんが躊ちゆう躇ちよなく肯定した。

「『フェアリーテールシステム』っていうのは、遙か未来から送られてきた『関係接続因子集積装置』なんだよ」

　未来？

　関係接続因子集積装置？

「タイム、トラベル……？」

「ＳＦの用語で言い表すとそういうことだね」

『フェアリーテールシステム』が織り成す奇跡からして、とんでもない技術を持っていることはわかっていたが時間移動まで可能なのか……？

　そして、『関係接続因子集積装置』って――いや、『関係接続因子』は聞いたことがある単語じゃないか。他にも似たような言葉に『関係崩壊因子』がある。

　南雲さんが、語りを続ける。

「彼らの時代の人間たちは、『人と繋がる』ということを忘れたのさ」

「人と繋がるって……。親とか、恋人とか、友人とか、ですか？」

　南雲さんは目を伏せて頷いた。

「なんで、そんな世界に……？」

　すると、南雲さんは少し悲しそうな顔をして、質問を投げかけてくる。

「……都筑くんは『フェアリーテールシステム』をすごいシステムだと思ったかい？」

「ええ、それはもちろん。架空のキャラクターたちを現実に投影したり、人の記憶を操作したり……。とんでもない代物だと思います」

「うん。僕もそう思うよ。でも、このシステムは彼らにとっての既存技術を流用して作り上げられた医療用の装置なんだ。つまり、彼らはもっととてつもない技術を持っているし、その技術は僕らの想像すらも越えて遙かに上を行く。それこそ、人類にとって恒久的な平和を維持し、人々の欲望を擬似的に叶えるぐらいは簡単なことなんだよ」

『フェアリーテールシステム』が、大したシステムではない、未来。

　人々の欲望を擬似的に叶えるぐらいは簡単な、未来。

　そんな技術を持っているのに……。

「そこまで満たされて、何の問題があったんですか？　問題は何もない――いや、あってもすぐに解決できそうに思うんですが……」

　南雲さんは、首を振って否定する。

「問題は、人と繋がりたいという欲望を『架空の人間を投影』させて満たしてしまったことなんだ。恋人や友人、親や子に至るまで、一から作り上げてしまったんだよ。出会い、結婚、性行為、出産、すべてが幻想だけで成り立ち、結果、他人と繋がる必要性を感じなくなった。人間としての機能を失いつつ、精神的かつ文化的な退化を起こした」

「………」

「もちろん、全人類が最初からそうだったわけじゃない。だけど、徐々に徐々に、未来の人たちは楽な方へと流れてしまった。人々は少しずつ本物の人との繋がりを作り上げることを面倒に感じ始めた。気付いた時には遅すぎて、彼ら――沙耶たちにはその時点で対応ができなかったんだ」

「どうにもならなかったんですか？」

『どうにもなりませんでした』

　沙耶が淡々と会話に割り込んだ。

『それだけであれば解決はできたでしょう。しかし、そこで「関係崩壊因子」――この世界における感染症パンデミツクが発生しました』

「『関係崩壊因子』。でも、あれは自己嫌悪に陥らなければかからないんじゃ……」

『ええ。ですが、都筑武紀。誰もがあなたのような考えではないのです。あなたは「ビジター」を相手にして虚むなしくなったことなどないでしょう』

「みんなのことを言ってるんだったら当たり前だ。彼女たちは人間なんだから……！」

『ですが大多数の人々は「ビジター」――本来存在しないモノとやり取りするのを虚しいと感じるものです』
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「『二次元の女の子に恋をして虚しくならないのか？』ということだよ」




　南雲さんのわかりやすすぎる説明が、心に衝撃を走らせた。

「沙耶が言ってることを僕たちの世界で喩えれば、ね」




『二次元の女の子に恋をして虚しくならないのか？』




　体が震える。心も震えている。

「想いが本気になればなるほど、理性は虚しさを覚え、『自分は何をやっているんだ？』と我に返った時、やがて自己嫌悪に至る。沙耶が言いたいのはこういうことになる」

　そうだ。俺は彼女たちを『人間』と認識しているけど……。

　それは俺以外が俯ふ瞰かん的てきに見れば『妄想』した女の子と変わりがない……？

　仮に。

　架空のキャラクターに恋をしたと本気で訴えれば、大多数の人が「頭は大丈夫か」と聞いてくるだろう。

　架空のキャラクターを現実に投影することが、今すぐ技術的に確立でき、公然のシステムになったとしても。

『本物の人間』と付き合わない時点で、多くの人は眉をひそめるはずだ。

　なぜなら、人は付き合っているという結果よりもどうやって付き合うに至ったのかという過程を重視する。そして、その過程――絆きずなを紡つむぐというのは一種のコミュニケーション能力が必要となるのだ。

　ある日、突然出てきた女の子と付き合うなんて言っても周囲は納得しないだろう。個人だけで完結する絆を世間は認めてはくれない。

『「関係崩壊因子」に罹り患かんすると、罹患した者が一種のレイヤーを作り上げることになります』

「レイヤー……。『フェアリーテールシステム』が作るやつか？」

『「フェアリーテールシステム」のレイヤーは、「関係崩壊因子」に罹患した者が作り出すレイヤーという現象を解析し、一部模倣しただけです。人の想像、妄想を補完し、小範囲の異世界を作り上げるものでしかない。ただし、罹患者が作り出した「レイヤー」には、「フェアリーテールシステム」で作り出したものにはない特徴があります』

　重要な説明を沙耶は淡々とこなす。

『それが「レイヤー」のセキュリティです。この世界に喩えるならば、「ファイアーウォール」が近いでしょうか』

　ファイアーウォール。

　ネットワークを制御し、ローカル側のパソコンを外から守ることを目的とした技術のことだ。

「つまり、外からアクセスできなくなる」

『そうです。それまで罹患者が投影していた「ビジター」までもその中に取り込みます。そのセキュリティは強固で、何の情報も通さず、世界から完全に閉じます』

　それを聞いて、以前アカシックサーバーの中で咲が漏らした言葉を思い出した。

『わたしの中に入ったその因子は、徐々に周りの人の、わたしへの興味を失わせるって……。みんなからの興味が薄れていけばいくほど、わたしは存在が薄れていって、最後には消えるの……』

　咲の言葉に鑑かんがみれば、いきなり閉じるわけではない。段階があると考えられる。

『自分自身を嫌いになればなるほど、比例するように自分の存在を薄くするんだ』

　俺自身が言ったことだ。

　だが、完全に閉じてしまえば……。

「閉じてしまった場合、自身の想像の中で死ぬまで生きるってことか？」

『ええ。罹患者の寿命が尽きるのを待つだけです。その間、完全に発症した者は世界からも忘れ去られます』

　救う方法がない……？

　いや、だからこそ、『フェアリーテールシステム』は集めているのか。『関係接続因子』を。

　それで『フェアリーテールシステム』が『関係接続因子集積装置』というのだろう。

「じゃあ、『関係接続因子』っていうのは、そのセキュリティを素通りする何か――ハッキング用の因子ってことか」

『はい。セキュリティを貫通し、ものによっては破壊します。あなたは気付かなかったでしょうが、真田正樹を投影した時、「関係崩壊因子」をあなたの「ビジター」たちに仕込んでいたのですよ。我々の構築した「関係崩壊因子」で記憶のみを封じるもの。そして、「関係接続因子」が発生すれば、記憶を取り戻すようにね』

　そんなことをしていたのか……。だから『関係接続因子』が発生した時、記憶を取り戻したってこと、だよな。

　南雲さんはひとつ溜ため息いきを吐く。

「感染症パンデミツクは広範囲に拡大し、もはや人類の大多数が関係を構築できる状況にないんだよ。当然、本物の人と人が関係を構築していないのだから、種として継続できない。人工授精やクローンといった技術を利用してどうにか生き長らえてる」

『少々、補足しましょう。脳機能をＡＩへと変換コンバートし、データとして生きる人間もいます。「フェアリーテールシステム」の九九以下のナンバーは全てそういう有機情報生命なのですよ。私も元は人間と言えます』

　沙耶が元は人間……？

「そうしなければならないところまで彼らの未来は切羽詰まっている。『フェアリーテールシステム』は『関係崩壊因子』に侵された人類を元に戻すべく『関係接続因子』を集積している。そして、『カスタマー』というのは、そのために必要なスタッフなんだよ」

「『カスタマー』の役割が、『関係接続因子』を創り出すこと？」

「そういうことになる。この時代の人間であれば誰でも『関係接続因子』は作ることができる。だが、因子にも種類があってね。入手しやすいものとしにくいものがある。それを稀少度という形でカテゴリ分けしているんだよ。実例の少ない付き合いだと稀少度が高い。例えば、告白して付き合う、というのはそれなりにある話だろう？　だから、この場合、あまり稀少度は高くない」

　そういえば、『関係接続因子』が発生したのは、俺が認識できた範囲ではみんなと劇的な形で絆を取り戻した時だな……。

「だからこそ、創作の物語というのは『カスタマー』と『ビジター』に演じさせる上でとても都合がいい。読者にカタルシスを与えるために、必ず刺激的なイベントがあるからね。そして、その最たるものが選択肢の存在するゲームだよ」

「いわゆる、ギャルゲーですか……」

「そうなるね。まあ、関係を紡ぐものであればギャルゲーじゃなくてもいいんだけど、一番適しているのは現代を舞台にした恋愛ＡＤＶアドベンチヤーゲームで間違いないと思うよ。選択にかかる苦悩や絶望、その上でもたらされる幸せ。それらは稀少度の高い『関係接続因子』を発生させるらしいからね。ロールプレイングゲームＲＰＧやファーストパーソンシューティングゲームＦＰＳにした場合、規模が大きくなるし」

　選択にかかる苦悩や絶望、その上でもたらされる幸せ……か。

「とはいえ、『カスタマー』となるには様々な条件がある」

　そうだ。

　まだ、なぜ俺が選ばれたのかがわかってない。

　なんで平凡に等しかった俺が選ばれたんだ？

「『フェアリーテールシステム』にとって、この時代は過去だ。過去が変われば、未来も変わっていく。『フェアリーテールシステム』は自分たちの現実を維持するためにそれをどうしても避けたかった。そこで目を付けたのが、『運命影響値』というものだ」

「『運命影響値』？」

「世界に対して、どれだけの影響を与えるかという数値だよ。この数値が高いと世界に大きな変革を及ぼす人間ということだ。芸術の第一人者だったり、戦争の首謀者だったり、技術革新をもたらす天才とかね。当人がそうでなくとも、子孫がそういった人間だと高い。友人が多かったり恋人がいたりしても、何かしら『運命影響値』の高い人に繋がっていると高くなる。簡単に言えば、その人物の未来を変えたら世界が大きく変わってしまう人だと高いということだね」

　その時点で、少しピンと来た。

「逆に言えば、『運命影響値』の低い人間というのは当人も含めて、世界に何の影響も与えない者のこと。言ってしまえば子孫共々『いてもいなくてもいい人間』だ。それが『カスタマー』の条件だよ。どれだけ、その者の人生を狂わせたところで死ぬときに事後処理を誤らなければ世界の未来は変わらない。『フェアリーテールシステム』が役者として扱うにはうってつけの人材ということだよ。そうした人材に絆を紡ぐための物語を演じさせることで、『関係接続因子』の発生を促して集積するというわけだね」

　やはり、そうか……。

　自分が大層な人間じゃないなんてわかりきってはいたけど、事実として指摘されるとさすがに心が痛い。

「ただ、都筑くんは少々特例だ」

「特例？」

「本来――つまり、この世界の君は『カスタマー』の条件を満たしていないんだよ。親との関係も良好だし、恋人だっているだろう？」

　それは確かにそうだ。

　この世界の『俺』は、俺とはやはり生きてきた道が違っている。

「だけど、君は事故によって、『運命影響値』を著しく下げてしまった。親の喪失、転校、孤独……そういった諸々が君の運命を大きく狂わせた。あの事故で新たに『カスタマー』の条件を満たしたのは君だけなのさ」

「事故で、運命が狂った……」

　思わず反はん芻すうしてしまう。確かにこの世界の『俺』と、今の俺では環境がまったく違っていた。

「本来、『フェアリーテールシステム』は数百年後には『関係接続因子』の集積を終えるとシミュレートしていた。だが、『例外エクセプシヨナルレイヤー』の作成によって計画は狂い、シミュレーションをし直す羽目になる。で、その結果、計画の完遂が危ういことが発覚したんだ。『例外エクセプシヨナルレイヤー』の作成による予定外のエネルギー放出やいくつかのＡＩが機能を停止したことによる処理能力の著しい減少。さらに『例外エクセプシヨナルレイヤー』の処理のため、強制的に多数のＡＩが奪われている」

　だが、と南雲さんは続ける。

「初期のシミュレーションに含まれてはいなかったが、新たに生まれた『カスタマー』候補――つまり君を調べたところ、君が作ると想定された『関係接続因子』はとても稀少度が高く、とても多かったんだよ。だから、『フェアリーテールシステム』は君に目を付け、あの手この手で『関係接続因子』の発生を促していたわけだ」

「それで『メモリーロンド』の時に巻き込まれたり、真田正樹が出てきたりしたわけ、ですか？」

「その辺りは、沙耶。君が言うべきだ」

　沙耶は少し黙っていたが、言わなければ話が進まないと思ったのか、やがてその沈黙を破った。

『その通りです。あなたの「関係接続因子」の発生を促すために、様々な障害をこちらで用意しました。そのためにいくつか誘導も行っています。我々の目的のために』

「……まさか暎那ちゃんも、そのために？」

『彼女は違いますよ。フォローはしていたようですけどね。あなたのレイヤーを管轄していたのは〝オクトー〟のグループでしたが、あれらは手段が手て緩ぬるく集積が遅々として進まなかった。それで、途中から我々のグループに管轄が移ったのですよ』

　暎那ちゃんは違うのか……。確かに彼女からは悪意を感じなかった。

　幾つも事情がありそうだけど、俺にはすべての判断が付かない。

「じゃあ、別の質問だ。『メモリーロンド』の時にはもう管轄は沙耶たちだったのか？」

『「メモリーロンド」は佐さ崎さき恵めぐ奈なを使って介入しただけです。あの一件が終わってからですよ。管轄が変わったのは』

　じわりじわりと、怒りが喉から今にも吐き出されそうだった。

　俺の責任もあるけど理恵も咲も傷ついた。特に咲はせっかく治った病気にまた冒され、苦しんだのだから。

　とはいえ、沙耶にこの怒りをぶつけてもどうにもならない。

　俺はぐっと、怒りを飲み込んだ。

『それに「関係接続因子」の発生のみではなく、ああして介入していたのには、もうひとつの目的が存在します』

「もうひとつ？」

『あなたを、この世界の「あなた」に極力近づける必要があったからです』

「この世界の『俺』に近づける？」

『これはこの世界から「例外エクセプシヨナルレイヤー」に戻れない理由にも繋がりますが、「例外エクセプシヨナルレイヤー」には多くのセキュリティが存在します。その中のひとつ「情報送受信」のセキュリティ――これが我々からは操作できません。そのせいでこちらとあちらで情報のやり取りが困難になっているのですよ。当然、大きな命令も送れません』

「繋がりにくいホームページを想像するとわかりやすいかな」

　南雲さんがフォローしてくれる。

　つまり、『例外エクセプシヨナルレイヤー』は巨大な情報を送れないし、受け取れないということか。

『人間の有機情報というのは莫大です。「ビジター」も含めて、人ひとりを送るような余裕はありません』

「じゃあ、俺がここに来られた理由はなんだ。まさか、ただの偶然か？」

『小さい情報であれば、遅ラ延グはありますが送ることが可能です。つまり、こういうことですよ。この世界の「あなた」と、あなたの相違情報さえ送ればいいわけです。そのために相違情報を、あちらの世界で少しずつ消失させていったわけです。あなたにあのようなシナリオを演じさせてね』

「……ちょっと待ってくれ。じゃあ、俺は」

『この世界の「あなた」との共通部分と、「例外エクセプシヨナルレイヤー」の世界から送信された相違情報を結合マージした存在となります』

「それって、すでに別の存在なんじゃないのか？」

『あなた方の原始的な概念からすれば別の存在なのでしょうが、我々からすれば「例外エクセプシヨナルレイヤー」上のあなたとまったく同一の存在ですよ』

「……そういうもんか？」

　この辺りを詳しく聞いても、話が進まなそうだ。

　それに俺の記憶や性格諸々に違いはなさそうだし、今は話を続けよう。

「南雲さん、続けてください」

「了解」

　南雲さんは説明を再開する。

「さて、話をまとめると、だ。『例外エクセプシヨナルレイヤー』が作られたことで、『フェアリーテールシステム』は計画を完遂できなくなった。だけど、世界を再びひとつにすることで、その問題を解決できる」

「ひとつに……」

「そして、世界は今、どちらの世界を選ぶべきか迷っている」

「迷っている？」

「本来なら並行世界などありえないんだよ。『フェアリーテールシステム』によって、それが成り立ってしまっているだけでね。だが、それももう限界だ。システム側が圧迫されるように、世界の法則そのものが世界をひとつにまとめようとしている。だが、世界の法則はどちらの世界が本流かわかっていない。それで、特とく異い点てんとなる者の選択が重要になってくる」

　ここまで聞いて。

　胃の中に重たく、得体の知れない何かが這い上がってくる。

　気持ち悪くなって、吐きそうになった。

　まさか……。

　まさか！

「……その特異点って」

「気付いたかもしれないけど、君のことだよ」

　俺の選択で？

　世界が？

　ひとつになる？

　あまりにも壮大な話過ぎて笑いたくなった。

　平凡で、普通で、それこそ『フェアリーテールシステム』に『いてもいなくてもいい人間』なんて評された俺になんでそんな選択肢が突き付けられてるんだ。

「噓うそ、ですよね……？」

「……理不尽なようだけど、君は選ばなくちゃいけない。元の世界か、この世界か、どちらかを。これが、『フェアリーテールシステム』に求められていることだよ」

　南雲さんは俺の質問には目もくれず、結論のみを伝えてきた。

　それは言葉にするだけなら単純な選択肢。

『俺が歩んできた、「エターナル　イノセンス」のみんながいる世界』か。

『別の俺の歩んだ、両親が生きていて、高橋が恋人になっている世界』か。

　どちらかを選べという話だ。

　筋としては、俺が歩んできた世界を選ぶべきだろう。

　だが、それを選べば親は消滅するということだ。

　事故で失ったはずの両親の、存在を与奪する選択肢がこの手に、ある……。

　この世界は俺にとって幻。そう断言してしまうのは簡単だ。

　だけど……。

　そこへ沙耶が補足してくる。

『「エターナル　イノセンス」という虚構を選ぶか、両親という現実を選ぶか。ちなみに、あなたは再投影の時に虚構を選びましたね』

「虚構、なんかじゃ……」

『ですが、元々存在しなかったものには違いないでしょう？』

「でも、今は存在しているだろう……！」

『やはり、それがあなたの答えですか……。しかし、「フェアリーテールシステム」としてはあなたにこちらの世界を選んでいただきたいのです』

「なぜ!?」

『さっきも南雲が言ったように、こちらの世界であれば「フェアリーテールシステム」は目的を完遂できるからですよ。「フェアリーテールシステム」は現在、「例外エクセプシヨナルレイヤー」が原因でその力を十全に発揮できない。エネルギーの放出、レイヤーによるＡＩの占有化。そういった諸々のせいでね』

「『フェアリーテールシステム』が力を発揮できてない……？」

『「例外エクセプシヨナルレイヤー」ができた時、その防衛でＮノｏウ．エ９ムシリーズが故障して、停止状態。Ｎウｏー．ヌ１ムとＮｏ．２ドウオは、こちらの世界に残留し、残存しているレイヤーの処理。Ｎｏ．５クイーンクエ、Ｎｏ．６セクス、Ｎセｏプ．テ７ムは「例外エクセプシヨナルレイヤー」そのものの維持。残ったＮｏ．３トリア、Ｎｏ．４クアツトウル、Ｎオｏク．ト８ーで「例外エクセプシヨナルレイヤー」上のレイヤーを処理しています。わかりやすく言えば、三〇パーセント以下の性能となっています』

　三〇パーセント以下？　あれで？

　南雲さんが付け加えてくる。

「君が『例外エクセプシヨナルレイヤー』上で『エターナル　イノセンス』のレイヤーが処理能力を超えているからと言われて、簡単に信じることができたかい？　違和感はなかったかな？」

　違和感、か……。

　違和感というよりも、沙耶がどこまで本当のことを言っているのか気にかかってはいた。時間がなかったから、検証する暇もなかったけど……。

「異常が起こり始めていたから、考える余裕もなかった気がします」

　俺の言葉を聞いた南雲さんは納得したように頷く。

「沙耶はあんまり噓を言わないけど、本当のことは徹底的に隠すからね」

『南雲。余計なことは言わないでいい。隠しているのではなく、単純に言う必要がないから言っていないだけです』

「それじゃ、納得できないんだよ、人ってのは。君からすれば判然としないかもしれないけどね」

　南雲さんは沙耶との会話をやめ、俺に顔を向けた。

「なんにせよ、『フェアリーテールシステム』が本来の処理能力を取り戻せば、君のレイヤーは維持することができる。システム側にしてみれば、君は要人だからね。多少の融通は利かせることができるだろう」

「だとしても、俺がシステムにとって必要な理由なんて……」

「これもさっき言ったね。君は『関係接続因子』の宝庫なんだよ。だから、本来の世界で少しでも『関係接続因子』の集積を元の計算に近づけ、その上で失われた八年を補完するために君が必要になってくるというわけさ。単純に『例外エクセプシヨナルレイヤー』の世界にした場合、計算をし直す羽目になって見通しが立たないということだね」

「………」

「とはいえ実のところ、君の選択はどちらでもいい。苦労するのは『フェアリーテールシステム』だからね」

　しかし、その選択は『エターナル　イノセンス』のみんなか、両親かのどちらかを選べという話だ。

　選ぶべき理由も筋もある。

　だが、心の中で納得ができていない。

　当たり前だ。

　大好きだった親を好きこのんで消去できる子供などいるものか……！

『ひとつ、提案があります』

　沙耶が不意に、そんなことを言ってきた。

「提案？」

『この世界に「エターナル　イノセンス」は存在しません。これは事故のバタフライ効果によるものでどうにもなりません。ですが、こちらの世界を選んでいただければ、「エターナル　イノセンス」の情報媒体はバックアップとして再生することが可能です。その際、「フェアリーテールシステム」はあなたに再び投影プログラムを送ります』

　つまり、それは。

　この世界で『エターナル　イノセンス』のレイヤーを作ることが可能だということだ。

『両親は消滅せずにすみ、都筑武紀という個人の人間関係も良好。さらに彼女たちがいれば、この世界に不満らしい不満など存在しないはずです』

　しかし――。

　その場合、一度、『エターナル　イノセンス』のみんなは消える。

　あの時の再投影で、みんなの記憶は元のままだったけど……。

「この世界で投影した場合、みんなの、記憶は……？」

『記憶は維持できません』

　少しだけ沙耶の提案に縋すがってしまった。そんな自分に腹が立つ。

「それは、絶対にできない。……違うな。俺個人の欲望をそのまま言えば、そんなのは嫌だ。やり直すのは構わない。だけど、新たに投影されたみんなは、元のみんなとは違うんだから……」

『情報としては、まったく同じです。あなた方による実例を挙げれば、記憶喪失になったと考えればいいはずです』

「正論かもしれないけど……！　それでも、納得できない」

『では――』

　沙耶が、少し口調を変える。責めるような、口調だ。

『あなたは繋がりの深い親と別れるのを良しとするのですか？　この世界に存在するあなたの両親は、まぎれもなく実在する人間です。架空のキャラクターとの繋がりすら大事にしたあなたが、本来持つべき絆を否定するのですか？』

　何も。

　言い返すことができなかった。

　俺は矛む盾じゆんを抱えている。

　いや、矛盾なんてカッコいいものじゃない。

　ただ、我わが儘ままで、優柔不断なだけで、俺自身の理想じゃなければ嫌だと、みっともなく駄々をこねているだけだ。

『答えを今すぐ出せ、とは言いません』

　沙耶の口調が元に戻る。

『ただ、いずれは世界を選択する必要があります。そして、あなたが選択できず、気持ちを曖あい昧まいにしたままなら世界は混こん沌とんと化してしまうでしょう。世界の混沌は今すぐ起きるわけではありませんが、いつか必ず選択しなければならないことは覚えておいてください』

　何もしなければ混沌と化してしまうような、そんな選択が俺の双そう肩けんに。

『選択を引き延ばして、後悔しても知りませんよ。……南雲、帰りましょう』

　南雲さんが立ち上がり、部屋を出て行く。

　俺はそれを見送ることもできず、ただ虚こ空くうを見つめることしかできなかった。










『俺が歩んできた、「エターナル　イノセンス」のみんながいる世界』か。




『別の俺の歩んだ、両親が生きていて、高橋が恋人になっている世界』か。




　選べるのは、どちらか。

　存そん在ざい与よ奪だつ。

　こんな俺の肩に、そんな選択肢がのし掛かっている。

　選べない……。

　どれだけ、優柔不断と断じられようと……。

　そんな選択、できるわけがないだろう……。

　いや――。

　そんな選択をしていいはずがない……。
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「彼はなぜ戻ってこないんだ……」

　伊い藤とうゆうきは自宅で机に座りながら頭を痛めていた。

　大晦日おおみそかになって消えて以来、彼――都つ筑づき武たけ紀のりの行方はようとしてしれない。

　世界が分断されて以降、武紀から一旦離れて別の場所――鞍くら田た義よし人ひとの下もとで活動していたが、その間の事情はすべて『カスタマー』仲間である藤ふじ田た大だい輔すけから聞き及んでいる。

　その義人の頼まれごとも無事終了し、武紀の抱えていた難事――秋あき原はら理り恵えのいるレイヤーに移動できず、そのレイヤーが消滅の危機に陥っていた――も解決しているはずだった。

　しかし、その武紀が忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　すでに暦は正月、元旦となっている。

　ゆうきは固定電話から藤田の携帯電話にかける。ツーコールのあと相手は出た。

『伊藤さんですか？』

「ああ、都筑から連絡はあったか？」

『いえ、それが未いまだに……』

　かれこれ、半日以上連絡が取れない。

『大晦日の朝方に秋原さんのレイヤーへと移動したのは確かです。それで、夕方ぐらいにベースレイヤーに戻るって電話があったんですよ。ただ、それ以降連絡がありません。レイヤー間移動をしたあとは必ず連絡するという約束だったんです。こちらからも連絡は何度も入れたんですが、電源を切っているとアナウンスされるばかりで……』

　何度も聞いた説明だが、ゆうきは確かめるように心に刻み込む。

　――彼は約束を破るような人間ではない。

　故ゆえに連絡を付けられない場所にいる、あるいは連絡ができないようなトラブルを抱えているということだ。

　そして、藤田から聞いた話では武紀はレイヤー間をめぐっている間に、

『レイヤーを移動しているというよりも、レイヤーを入れ換えているだけのように感じた』

　と言っていたということだ。

　同じようにレイヤー間移動を共にしたらしい藤田も同感らしい。

『レイヤーと対になるヒロインの方々を中心に記憶が切り替わってただけのような気がしてます』

　とは、藤田の弁。

　世界は今、『エターナル　イノセンス』のヒロインがいない状態と言える。藤田から聞いた話では、ベースレイヤーなるものが今の世界ということだ。それはヒロインの誰も存在しない、基礎となるレイヤー。

　伊藤ゆうきも明石あかし葵あおいというヒロインのひとりだが、同時に『カスタマー』でもあるので除外される。

「少なくともボクの確認した範囲では、みんなはここには存在しない。記憶も痕こん跡せきもあるが、存在だけが完全に消えてしまっている。都筑も含めてだ。今、彼の家には従妹いとこの麻ま衣いとその両親も来てて、行方不明で警察沙汰になってるしな……」

　大晦日の夜、麻衣の両親――武紀の叔お父じと叔お母ばが家に到着したものの、彼と春はる海みと夏なつ海みは帰ってこない上に電話も通じないということで捜索願いが出されている。

　その過程でゆうきも麻衣から「タケにいを見てませんか？　春はる姉ねえも夏海ちゃんもどこにいるか知りませんか？」という質問を受けていた。捜索願いを出したという話を聞いたのもその時だ。

「この世界から消えたと考えるのが妥だ当とうか……」

　自然とそんな言葉が口を衝ついて出た。ゆうきの胸がズキリと痛む。

『……正直、そうとしか思えません。ただの行方不明とは……』

　言いづらそうに藤田が推測を打ち明ける。ゆうきの胸はさらに痛んだ。まるで、不可視のナイフが刺さったかのように錯覚する。

　春海と夏海は、別のレイヤーに存在している。ただ、この世界に記憶が残っているだけだ。

　それはいい。

　だが、武紀だけは本当に行方がわからない。

　もちろん、交通事故や誘拐といった現実的な考え方もできるだろう。しかし、ゆうきは、これまでの経験からそれは違うと感じていた。

　いくらそんな可能性を並べても、胸の痛みは消えてくれない。

『もう少し、何か消えた痕跡がないか探してみます』

　と言って藤田は通話を切った。

　――携帯電話を買うべきだったな。

　今からでも遅くない。

　ゆうきがそう考えていた時、今度は電話が呼び出し音を鳴らし始める。すぐ手に取って対応した。

「はい。伊藤ですが」

『もしもし、伊藤さん？　どーも、鞍田義人です』

　相手は鞍田義人――先日、ゆうきに手伝いを頼んできた男だ。

　そして、ゆうきは義人にひとつ頼み事をしていた。

『伊藤さん。警察内部の情報をもらってきたけど、それらしい情報は何もないね。少なくとも交通事故や誘拐って線はなさそうだ。あの大晦日にこの地域は平和そのものだったらしい』

　頼み事とはもちろん消えた武紀のこと。

　彼が警察に顔が利く、ということでこの近辺で何か物騒なことが起こってないか調べてもらったのだ。

「そう、ですか……」

『実を言うと、だ。警察関係以外――あいつにも都筑くんの写真を参考に人捜しの能力を使ってもらったんだが、それでも彼の居場所は不明だ』

　義人のいう彼は『能力インストール』という架空キャラクターの異能を行使できるという技術を有していた。ゆうきはその姿を目の当たりにしている。

　その彼が見つからないというからには、本当に見つからないのだ。

　ここに来てゆうきはようやく確信を得る。

「やはり、この世界から消えてしまったというわけですか」

『その可能性が高い。少なくとも、あいつの人捜しに引っかからなかったってことは存在していないってことだからな』

「だとしたら、彼はどこに？」

『それはオレらにも全然わからん。今、調べてるけど進展はしていない』

「わかり、ました……」

『とりあえず、引き続きこっちも調べる。伊藤さんも何かわかったら教えてくれ』

「はい」

『それと気を落とすな。何もわかってない状態でやみくもに自分を責めてもどうにもならないぞ』

　義人は最後にそう言い残して、通話を切る。

　ゆうきは完全に心を見透かされていた。彼女は自分が付いていれば、武紀が消えることを防げたのではないかと悔やんでいたのだ。

　もちろん、藤田を信用してなかったわけではない。だが、それでも自分が傍にいれば何かができたのではないかと考えてしまう。

「ふぅ……」

　まだ胸の痛みは消えない。

　それでも、義人の指摘で険しかった表情が多少は和やわらいだ。

　――ああいう人が大人というのだろうな。

　ゆうきは気持ちを切り替えるように深呼吸をする。

「よしっ！」

　そして、自らを奮い立たせるように声を発し、すぐさま家を後にした。




　ゆうきは武紀の家へと到着する。インターホンを押すと、家主の従妹である麻衣が出た。

　少しだけ長めのショートで、薄めのブラウンヘアー。勝ち気な吊り目に、小さな唇。いつもなら活気に溢あふれた少女なのだが、今はその顔に覇は気きがない。

「あ。伊藤さん」

「こんにちは。彼から連絡があったりとかしたかな」

「ううん。まったく手掛かりなしで……、あたし、どうしたらいいのか……」

「捜索願いは出したのだろう。であるならば、あとは専門家に任せよう」

　麻衣の表情はずっと晴れていない。

　――家族として、本当に大事に想っているのだろうな……。

　ゆうきは少しだけ自分の家族のことを思い出す。異常だった自分に、優しかった家族。しかし、その優しさはよかったのか、悪かったのか。優しすぎたからこそ、自分は歪ゆがんだ。そう考えるのは甘えだろうか。厳格に、一切の躊ちゆう躇ちよなく育てられれば、自分は枠から外れずにすんだのでは……。

　そこまで考えて、ゆうきは小さく頭を振った。今は自分のことを追想している場合ではない。

「麻衣。彼の部屋に入れてくれないか？　彼のパソコンに何か手掛かりがないかどうか探してみたい」

「あ、うん。案内するね」

　ゆうきは家に上がり、彼の親戚に挨拶してから武紀の部屋へと案内された。部屋は綺麗に片付いている。普段から整頓を心掛けていなければ、こうも整然とはしていないだろう。

　――前から思っていたが、妙に彼は所帯じみてるな。

　ゆうきは、部屋の隅に置かれたパソコンに目を向ける。

「あれがタケにいのパソコン。あたしは携帯ばっか使ってるから、あんまり詳しくないんだけど……」

「大丈夫だ。中身を探る程度には扱える」

　ゆうきは椅子に座って、パソコンの電源を入れた。

　パソコンが立ち上がると、ゆうきはハードディスクの中身を物色する。

　しかし、一見した程度では何も見つけられなかった。

　そんな折、いきなりプログラムが立ち上がる。それはＰ２Ｐの形態で機能するチャットツールだった。

『都筑くん、戻ってきたのか？』

　と、メッセージが表示される。その横にはイニシャルが打ち込まれていた。

　Ｈ．Ｔ、と。

　ゆうきは少しだけ躊躇ためらってから、チャットツールに文字を打ち込んだ。

『いえ、彼の友人です。もしかして、あなたは――』

　ゆうきが打ち込んだ名前に、相手は驚きと共に肯定の文字を返してきた。




　ゆうきは待ち合わせ場所に向かった。それはいつも縁のある例の公園だ。

「伊藤さん、どうも」

「こんにちは、ゆうきさん」

　念のためゆうきが呼んでいた藤田と前まえ羽は良らは先に到着していた。ふたりは会え釈しやくし、ゆうきを出迎える。

「まだ君たちだけか？」

「ええ。あの、伊藤さん。何が起こるんですか？」

「これからわかる、と思う」

　藤田の心配そうな表情を見て思わずそう説明するが、ゆうきにもこれから起こることはわからない。

　ただ、彼に必要だからと呼ばれただけだ。

　特に会話もなく静かに待っていると、待ち合わせ相手がやってくる。

「や、昨日ぶり」

「どうもです。秀ひで之ゆきさん」

　片手を挙げて挨拶する相手に、ゆうきはぺこりと丁寧にお辞儀を返した。

　やってきた彼の名前は高たか橋はし秀之。歳は二十代後半となる、高橋愛あい子この兄である。

　温和な顔つきをしているが、いざという時には彼の顔つきが変へん貌ぼうすることをゆうきは知っている。

　咲さきがアカシックサーバーに送られてしまった時――。

　武紀が理恵のレイヤーへ行けなかった時――。

　彼こそが、そんなどうにもならない事態に、卓越したプログラム技術で武紀を助けた男だった。

　義人の言っていた人捜しの能力を行使したのも彼だ。

　ここ数日、別の問題を抱えていたが、ゆうきの手助けもあってひとまず解決しており、今は武紀の捜索に力を傾けていた。

「………」

　それから、その秀之の体に隠れるようにして小さな女の子が姿を現す。

　高橋暎えい那な。彼の妹だ。小学生であろうことはすぐにわかる身長。子供特有の無む垢くな表情でゆうきを見つめていた。

　さらに、もうひとり――。

「オレには挨拶なしか？　葵」

「……君と挨拶するような仲でもないだろう。違うか？　真さな田だ正まさ樹き」

『エターナル　イノセンス』の主人公、真田正樹がいた。












「そもそも、なぜ君がここにいる？　また彼に仇あだ為なすようなら容赦はしないぞ」

　ゆうきは油断なく睨み付ける。だが、正樹はやれやれといったように肩をすくめた。

「そんなつもりはねーよ。こっちは手助けに来たんだぜ？　歓迎しろとは言わないが、ここにいる理由ぐらい察してくれ。お前、焦あせりすぎだよ」

　その言葉でゆうきは戸惑う。

　そもそも、彼を連れてきたのは……。

「彼はすでに今回のことにおいて当事者となってる」

　口を挟んだのは暎那だった。

「現在、各レイヤーの中心人物、つまり主人公を都筑お兄さんに代わって受け持っている『代理プロキシカスタマー』。彼は各レイヤーにいる『ビジター』の中継、伝言役。ここにいないとダメ」

　幼い少女から放たれたあまりにも詳しい話に、ゆうきはぎょっとした。

　フェアリーテールシステムの管理者のひとり、という話は前もって秀之から聞いていたが、記憶喪失という話も聞いている。

「ああ、記憶が戻っているんだよ」

「戻っているというのではなく、参照できるようになったといった方が正しい、と思う。記憶があっても、それがどういうものなのかはまだはっきりと繋がらない。質問があれば答えられるけど、率先して今回の事態を解説できるほどではない、です」

　秀之が端的に事情を説明すると、暎那は口調は辿たど々たどしく、しかし、丁寧に補足した。

　ゆうきは疲れたように溜息をひとつ吐き、正樹に向ける表情を少しばかり和らげる。

「了解。意味もなくいるはずがないと信じよう」

「サンキュ、葵」

「……葵ではなく、伊藤ゆうきだ」

　そんなやり取りをスルーして、秀之はベンチにノートパソコンを置いて、モニターに向かっていた。

　その瞳は真剣で、本気であることを窺わせる。

「それで秀之さん。何かわかったんですか？」

「ちょっと待ってくれ。彼のパソコンからはデータを抜き取っただけで、まだ解析してないんだ」

　そう呟つぶやいて、次にＵＳＢメモリを挿した。そして、ノートパソコンのキーボードをしゃがみながら軽快に打ち始める。

　モニターでは様々なソフトウェアが立ち上がっているのだが、何をやっているのか、ゆうきにはさっぱりわからなかった。

　正樹がゆうきに小声で問う。

「何やってるんだ、あれ？」

「ボクに訊くな。君こそ何かわからないのか」

「わかるわけねーだろ。自慢じゃないが、オレが弄いじって一日で壊れなかったパソコンなんてないぞ」

「……本当に自慢でも何でもないな」

　真田正樹がゲーム中で極度の機械音痴だったことをゆうきは思い出して、顰めっ面となる。

「『エターナル　イノセンス』レイヤーに対して、『フェアリーテールシステム』が実行した処理内容を精査中」

　暎那が解説をしてくれる。

　こんな小さな子が真面目に解説してくれるのに、不真面目なやり取りをしているゆうきたちは少し肩身が狭くなった。

「まず必要なのは、全員に話をすること」

「話？」

「今起こっていること。『フェアリーテールシステム』のこと。それを踏まえて、これからどうしたいか、皆で相談してもらうのがいい、と思う」

　ゆうきとしても相談したいのは山々だが、今は『エターナル　イノセンス』のヒロインたちとは連絡が絶たれている。

「みんなを、この世界に引き戻すことができるのか？　『エターナル　イノセンス』のレイヤーをひとつにまとめるのか？」

　ゆうきがそう尋たずねると、暎那はふるふると首を振った。

「今、ひとつにしても維持は不可能。だから、レイヤーは分割したまま別の手段を使用」

「別の手段？」

「すぐわかる」

　その時、ちょうど秀之の作業が終わった。

「よし終わった。それじゃまずは、分割されたレイヤーから『ビジター』の子たちを召還しようか」

　秀之は立ち上がり、ゆうきと正樹を見やる。

「そんなことできるんですか？」

　ゆうきが尋ねると、彼は力強く頷うなずいた。

「そのために『エターナル　イノセンス』に行われた処理を調査して、分割レイヤーのアドレスを調べていたんだ。『ビジター』の意識エレメントを召還することはできるからね。まあ、媒体があればの話なんだけど」

「媒体は私が用意」

「そういうこと。暎那ちゃんがいないとこっちは何もできない」

　ゆうきと正樹にはふたりが何を言っているのか理解不可能だったが、話を要約すると「『エターナル　イノセンス』のみんなの意識だけがここに来る」ということだった。

「しかし、藤田から聞きましたが、『ビジター』を捜すのには多大なデータが必要なのでは？」

　武紀は理恵を捜すために、三千もの台詞せりふを一字一句間違えることなく六時間半ほどで書き上げたのだ。しかし、その『ビジター』を捜すためのデータを、彼らはどうするつもりなのか、ゆうきには見当が付いていない。

「そこで主人公の出番、というわけさ」

　秀之が待ってましたとばかりにそう言うが、ゆうきは首を傾げた。

　そして、秀之はその視線を正樹へ向ける。

「彼のデータは記録上にある。そして今、『エターナル　イノセンス』レイヤーを維持するために分割されているすべてのレイヤーに真田くんは存在している。君の傍に待機してほしいって話は伝えてある、よね？」

　秀之が問うと、正樹は黙って頷いた。

「ああ。よくわからんけど、全員公園まで連れ出してるぜ」

「オーケー。つまり、『ビジター』を捜すのではなく、捜索用のデータがある真田くんを各レイヤー内で見つけて、その近くに『ビジター』を待機させれば、彼女たちのゲートの行き来は容易になるわけ。ちなみに真田くんのデータは暎那ちゃんが抽出してくれてる」

　少しだけ得意そうな顔で秀之が言うと、暎那はこくりと頷いた。

　そして、その幼き彼女は目の前の虚こ空くうに向かって手を突き出し、何ごとか呟き始める。

「仮想オブジェクト。起動。計六個。ノード作成。ポイント、基礎ベースレイヤー」

　暎那が手を下げると、次に秀之に向き直って頷く。それは準備が終了したことを示す合図だ。

　それを確認した秀之は携帯電話を操作し始めた。

『キャラクターデータ、検索――開始』

　秀之の携帯電話からアナウンスのボイスが鳴らされる。

『外サ部ポ補ー佐トプログラム、準備完了スタンバイ。レイヤー作成承認プログラム、一ブ時レ停イ止ク』

『外サ部ポ補ー佐トプログラム〝search.exe〟起動ブート』

『「エターナル　イノセンス」。情報参照データリフアラ。外部データとの比較コンペアを実行アクシヨン。抽出完了エクストラクシヨン』

『キャラクターナンバー０、適合者検索シーク…………』

『該当者一名。適合率一〇〇パーセント。人物クラス、継――外サ部ポ補ー佐トプログラムによる例外発生アウトブレイク。命令全省略コマンドスキツプ。外サ部ポ補ー佐トプログラムによる外部命令実行コマンドアクシヨン』

『キャラクターナンバー０。キャラクターデータ、「エターナル　イノセンス」、第一レイヤーから第五レイヤーに確認。クラスアドレス確認』

『ノード作成。ポイント「エターナル　イノセンス」第一レイヤー。完了コンプリート』

『ノード作成。ポイント「エターナル　イノセンス」第二レイヤー。完了コンプリート』

『ノード作成。ポイント「エターナル　イノセンス」第三レイヤー。完了コンプリート』

『ノード作成。ポイント「エターナル　イノセンス」第四レイヤー。完了コンプリート』

『ノード作成。ポイント「エターナル　イノセンス」第五レイヤー。完了コンプリート』

『リンク作成。接続コネクト。全行程、完了コンプリート』

『門ゲート、開放オープン』

『外サ部ポ補ー佐トプログラム〝search.exe〟。強制終了シヤツトダウン』

『レイヤー作成承認プログラム、再開レジユーム』

　携帯電話からのアナウンスが終了すると、暎那がぼそぼそと呟く。

「レイヤー作成承認プログラム、終了イグジツト」

　すると、正樹の目の前に白い光の固まりが現れる。

　その中から現れたのは――神楽かぐら咲。

「あ、伊藤さん！」

「神楽！」

　彼女は嬉しそうな表情を浮かべて、ゆうきへと向かった。だが、咲がゆうきに触れようとすると、スカッと通り抜けてしまう。

　コートやニット帽、手袋と外出していたかのような暖かそうな服装がはっきりと見えるが、体はどこにも触れられない。

「あ、あれ？」

　不思議そうな顔をする咲に、暎那が説明をする。

「今の咲お姉ちゃんは意識エレメントしかないから、私たちに触れるのは無理」

「暎那ちゃんだ！　あれ、でも、さっき会った時と服装が……？」

「今の私が本体。ベースレイヤー以外の私は各レイヤーの電磁波に影響を受けるただの『スタンダード』で人と同じ。私じゃない」

「んん？　よくわからないけど……。可愛いからいっか！　触れられないのが残念無念……」

　咲はとても残念そうだ。そんな咲を見て、暎那はほっとしたような、残念そうな、複雑な顔をしていた。

　そして、次々と他のヒロインも現れる。

「あ！　咲ちゃん！」

「理恵ちゃん！」

　次に来たのは秋原理恵。咲とふたりで再会を喜び合う。

「お姉ちゃん！」「夏海ちゃん！」

　都筑春海と都筑夏海が同時に白い光から現れた。

　さらに四し阿あ小こ由ゆ奈なと三み宅やけ拓たく海みも出てくる。

「夏海ちゃん、会いたかった！」

「小由奈、はしゃぎすぎだろ」

「拓海くんは黙ってて！」

　こうして、『エターナル　イノセンス』の鍵を握る人物が全員公園に集まった。







　最初は再会を喜び合う面々だったが、今、武紀が置かれている状況を説明されると、一様に悲しそうな表情を浮かべた。

「武紀くんが、ここじゃない別の世界に行って戻れない？」

　咲が信じられないというように、悲痛な声を上げる。

　暎那曰く――。

　皆がいる、この世界は『例外エクセプシヨナルレイヤー』が創り出した、一種の並行世界。それは八年前の事故が起こしてしまった現実だ。

　武紀はその『例外エクセプシヨナルレイヤー』を越え、事故のなかった本来の世界へと移動してしまった。

　問題はここからで、本来の世界と、『例外エクセプシヨナルレイヤー』はどちらかひとつが世界の歴史として選択される。

　そして、その選択権は武紀にあること――。

「どちらを選ぶかは、都筑お兄さん次第。ただ、本来の世界で生きるお兄さんは、親も生存していて、恋人もいて、友達関係にも恵まれて……。つまり、充たされている。今のお兄さんの主観はこちらの世界のものだけど、少しずつ彼は本来の世界の記憶と融合し始める。気付かないぐらい、ゆっくりと、でも確実に」

「それって、つまり……」

　理恵が恐る恐る尋ねようとする。だが、口にはできなかった。

　ゆうきが代わりにその先の言葉を紡つむぐ。

「つまり、都筑は『エターナル　イノセンス』のみんながいる世界か、両親が生きていて恋人もいる世界……。このふたつを秤にかけているということか？」

　暎那は静かにこくりと頷く。

　それはあまりにも酷な話だ。少なくともゆうきはそう思っているし、他の面々の気持ちも沈痛な面持ちを見れば似たり寄ったりだろう。

　親が亡くなった者にとって親が存在している――しかも、幸せな家庭だったとなれば夢の世界に等しいはずだ。

　もちろん、武紀にとって『エターナル　イノセンス』のヒロインたちが大事であることは間違いない。それは見ていた者ならば誰にでもわかるぐらいに。

　だが、親との天秤となれば……。

　それこそ、どういう思いでいるかなど本人のみぞ知ることだ。簡単に選べる二択ではないし、簡単に選んではならない二択。

「話がしたいな……」

　咲がぽつりと、そんなことを呟いた。

「わたし、このまま武紀くんとお別れしたくないよ……！　武紀くんがどういう選択をするにせよ、お別れの言葉もなしに……！」

　その呟きは、少しずつ悲痛な叫びに変わる。

　他の面々も同じ思いだ。

「武ちゃんと話したい……！　武ちゃんの選択には従えるけど、このままじゃ……」

　理恵も。

「たーくんの選択を聞きたい。助けになりたい……！」

　春海も。

「私もお兄さんの力になれるなら、なりたいです……」

「オレも先輩の答えを聞きたいです」

　四阿も、三宅も。

　同じ思いを共有する。

　しかし、

「やだよ……」

　ひとりだけ。

「お兄ちゃんとお別れするなんて、絶対やだよ！」

　涙を流して、否定する。

　夏海は大粒の涙を止めることなく、泣き叫んだ。

「みんな、なんでそんな冷静なの？　お兄ちゃんが夏海たちを選ばなかったら消えちゃうんだよ!?　そんなのやだよ！」

　そこへ春海が夏海の前に立ち、そっと優しく抱きしめた。

「みんな、冷静なんかじゃないよ。夏海ちゃん」

「お姉ちゃん……」

「わたしだって消えたりするのは嫌だよ。でも、どういう形にせよ、このままたーくんと一度も会えずに終わりたい？」

　夏海は春海の胸でふるふると首を振る。

「きっと、たーくんは悩んでる。優しいし、それに簡単に決められる問題じゃないもの。わたしはね、夏海ちゃん。たーくんの重荷にはなりたくない。悩んでいるのなら、相談してほしい。悩んで悩んで、悩み抜いた結果なら、わたしは受け入れる」

「でも、でも……」

「もちろん、たーくんが適当に決めたことなら大反対するよ、わたしも。でも、夏海ちゃんはお兄ちゃんが、そんな軽い気持ちで選択すると思う？」

「そんなこと、絶対、ない……」

「でしょう？　それに、お父さんとお母さんを簡単に切り捨てちゃうお兄ちゃんは好きになれる？」

「そんな、お兄ちゃん、やだ……」

「そうだよね。だから、まずはお話ししないと。ね？」

　夏海はこくりと頷き、その涙を止める。ひとまずは落ち着いたようだった。

　そして、姉妹は改めて暎那に向き直る。

「どうすれば、お兄ちゃんと話せるの？」

　それを聞いて、暎那は少し表情を硬くした。

「こういう時のための保険は〝トリア〟たちが八年前から準備中。今ならば、ある人物をリンク媒体として、都筑お兄さんの視覚と聴覚のエレメントを受信することが可能」

「でも、簡単じゃないんだね？」

　春海が問うと、暎那はこくりと頷いた。

「都筑お兄さんと一時的に会話することは理論上可能。でも、私では都筑お兄さんの認識が不足している。捜索が不可能」

「それって、つまりどういうこと？」

　咲が不思議そうに尋ねる。

　そこへ、秀之が助け船を出した。

「つまり、会話する上でまず彼を見つける必要があるんだよ。だが、今は彼を捜索する上で必須となる媒体がない。人捜しするのに写真やどんな容姿かっていう情報も何もないってことなんだ。秋原くんを捜索する時、都筑くんはその記憶力を使ってゲーム上におけるデータを作成した。しかし、彼はゲーム世界の住人ではない。では、彼を見つけるために何が必要かというと、彼の人生が記録された記憶だ」

「しかし、それは彼自身が必要、ということでは？」

　ゆうきが疑問をぶつけると、秀之は「それだけじゃないよ」と返した。

「彼と人生を共にした者。つまり、彼をよく客観視していた人の記憶が必要なんだよ」

「つまり、武紀くんをよく見ていた人ってことですか？」

　咲がそう要約して問うと、秀之は首しゆ肯こうする。

　さらに、今度は理恵が疑問を口にする。

「それって、どのぐらいの期間のものが必要なんですか？」

「長ければ長いほどいい。覚えていることが多ければ多いほど、捜索時に見つけられる可能性が高くなる」

「長ければ長いほどいいって……。だとしたら、あたしたちじゃダメなんじゃ」

「いや、おそらく君たちの記憶がメインとなる。君たちの高校生活半年がどれだけ濃いかは都筑くんの話を聞いていれば想像できるからね。そうだな……。遠心力に喩たとえれば、円の中心。回転軸だ。そこがガタガタだと回転もぐだぐだになるだろう？　ただ、回転軸を中心に回る点――要は回転させるべき紐や棒。これも必要不可欠だ」

　そこまで説明した秀之は一旦言葉を止める。

「君たち以外に、彼をよく見ていた人はいないか？」

　真っ先に夏海が手を挙げた。

「麻衣ちゃんなら、小学校四年生から中学校までのお兄ちゃんを知ってるはずだよ」

「そうだね。彼女ならその期間一緒に住んでたし、間違いなくたーくんをよく見てたはず」

　春海がそれに補足する。

　秀之が頷き、それを了承する。

「オーケー。小学校四年生から中学校は大丈夫、と。あとは小学校低学年以前と、高校入学後だな」

　そこで咲が手を上げた。

「高校入学後だったら、愛ちゃんがいるよっ！　高橋愛子さん！」

「ああ、そう言えばそうだな」

　咲の意見にゆうきが同意する。

　それに対して、秀之が一瞬だけ苦い顔をしたが誰も気付かない。

　暎那だけが唯一気付いて、慰めるようにぽんぽんと腰を叩いた。

　だが、次の瞬間、とんでもない一言を言い放つ。

「確かに愛子お姉ちゃんは、本来の世界において都筑お兄さんの恋人だから、その意味でも問題ない」

　そんな暎那の言葉に、みんながはっとした表情になった。

「……そうなのっ!?」

　咲が興味津々に問う。

「向こうの世界だと、高校一年の時点で都筑お兄さんは愛子お姉ちゃんを情報授業で助けた後、少しだけ仲よくなる。その後、お姉ちゃんが苛いじめをしたと疑われたところを身を挺して助けたことで急速に仲が深まって、お姉ちゃんから告白する。ふたりは恋人」

「うわー！　うわー！　すごくいいこと聞いちゃった！　やっぱり、愛ちゃんってば武紀くんのこと――あれ？　でも、それってこっちの世界でも起こってたよねっ？」

「お姉ちゃんは素直じゃない……。咲お姉ちゃんがいることで遠慮してる」

「むむむ。遠慮なんかしなくてもいいのに、愛ちゃん、可愛いなー」

　秀之がその会話を止めるように割って入った。

「ま、まあ、とりあえず高校入学以降は愛子でいい、と……。うん。うん……」

　顔は笑っているが、かなり無理矢理作っているようだった。見る人が見れば、その奥には怒りが溢れているのがわかるだろう。今にも血管が浮き出そうだ。誰もそれに気付かないが。

「問題は、小学校三年生から以前の彼だ。誰かいないのかな？」

　秀之が告げると、その場が沈黙する。

　誰も心当たりがないのだ。

　ひとりを除いて――。

「あの……」

　恐る恐る理恵が手を上げる。

「ひとりだけ、心当たりがあります。その時の武ちゃんをよく見ていたであろう人に……」
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　寝られないまま、朝になってしまった。

　昨日、究極の二択を突きつけられ、どちらを選ぶべきか、まったく答えが見出せなかった。

　夢になればよかった、という軟弱な考えが脳のう裏りを過よぎる。

　だが、間違いなく今この世界が現実だと、五感は訴えてくるのだ。

　どちらの世界にも生活している人がいて、どちらの世界もそれぞれ幸せに過ごしている。

　その世界のひとつを、消滅させなければならない。

　そして、その選択権が自分にある。

　冗談にしては、きつい話だ。

　ところが、それは冗談ではなく本気だっていうんだからな……。

「ふぅ……」

　肩が重い。

　とはいえ、気落ちしていても仕方ない。

　いずれ、選択しなければならないにせよ、こんな心理状態じゃどんな答えも出てこないだろう。

　悩むのはダメだ。悩むのではなく、考えなければならない。

　気分転換しよう。

　そう思うと、俺の足は自然と玄関へと向いていた。

「あら。タケくん、出掛けるの？」

　玄関にやってくると、居間にいた母さんが俺を呼んだ。

「うん、ちょっと散歩に」

「珍しいことするわね。晩ご飯はどうするの？」

「それまでには帰ってくると思うよ。遅くなるようなら電話する」

「はいはい、行ってらっしゃい。車に気をつけてね」

　前の世界で、久しく聞かなかった、実の母さんの注意する声。

　もちろん、親戚の叔お母ばさんも似たようなことを言ってくれている。

　それでも、やはり、思い出に残る母さんの言葉は――もう聞けないと思っていた母さんの言葉はとてもとても心に沁みた。

　言ってきます、と告げてから玄関を出る。と、見知った人がそこにいた。

「や、都つ筑づきくん」

「南な雲ぐもさん。どうしたんですか？」

　昨日、俺に真実を告げてくれた南雲さんだった。昨日とは打って変わってカジュアルな格好で決めている。

「ちょっとお願いがあるんだ」

「お願い？」

「一緒に街を回らないかい？　なにしろ、こっちに来るのは八年ぶりだからね。久しぶりに歩きたいのだけど、様相が違っているものだから案内がほしいんだ。ひとりで歩くのも寂しいしね」

　話によると、今日は沙さ耶やと重複デユプリケートせずに本当に独り身なのだという。

　まあ、ひとりで歩くのもなんだしな。

　俺はすぐに了承した。




　俺たちは地元を特に目的もなくぶらつく。

　商店街を歩くと、南雲さんはなくなった店があることに気付いて嘆いたりした。逆に新しい店があれば好奇心旺盛に尋たずねてくる。

　よほど現実に飢えていたのだろう。

「お、あの建物直ってるな。まあ、八年も経てば直る、か」

「あの建物がどうかしたんですか？」

「いや、僕が投影したゲームがちょっとね」

「……物ぶつ騒そうな話な気がしてきたんですけど。どんなゲームを投影したんですか」

　ばつが悪そうに南雲さんは頭を掻いた。

「『陽かげ炎ろうの傷きず痕あと』っていうゲームだよ。伝奇物でね。今では少ないみたいだけど、昔はかなり流は行やってたんだ。『陽炎の傷痕』の場合、古いにしえから受け継がれたとてつもない力を持つ魔神の魂たましいを体に宿して、街に広まる異変を調査しているうちに、もっと巨大な力が復活しそうになって……、って物語さ」

「魔神……？　精神体？」

「火を出すヒロインがいたり、氷を出すライバルがいたり、超能力は持ってないけど化け物みたいな筋力を持った奴がいたりとかね」

「……ちなみにそれって、現実でどうなるんですか？」

　ゆうきは人前では決して力を使わないし、見せようとしない。

　無理矢理参加させられた体育祭とかでも力をセーブしていたしな。

「シナリオそのまんまだったよ。あの頃は『フェアリーテールシステム』もパワーをセーブしてなかったしね」

「セーブせずにそのままって。ヤバかったんじゃないですか？」

「ヤバかったなんてもんじゃなかったよ。今だから笑い話にもできるけど、当時は被害をゼロにするために必死だったんだ。……だってのに、早とちりな焰ほむらはいきなり炎を投げつけてきたりするし、わからず屋の大仏おさらぎはところ構わず戦いを仕掛けて周囲を氷漬けにしたりするし……」

　南雲さんは意外にも愚ぐ痴ちる。

「えーと……。それで被害はゼロになったんですか？」

「どうにか命がけで止めたおかげか、人的被害はゼロだった。さすがに公共物はいくつか壊しちゃったけどね。あの建物もそのひとつ。夜だったから被害は最小限に食い止められたけど、あとあと新聞で耐震に問題ありとか騒がれて気が気じゃなかったよ」

　……恐ろしい。異能とか超能力とかもしっかり再現されるのか……。

「それにしても、炎とか氷とかどうやって止めたんです」

「僕の力は人に宿っている魔神――魂を掌握することなんだよ。僕が魔神を掌握すれば、魔神そのものを消すことも力を封じることもできる。強力な能力だから、いくつかの条件も必要だけど。触しよく媒ばいを使ったり、古代ギリシャ語で特定の模様を描いたりとかね」

　南雲さんは深々と溜ため息いきを吐く。

　現実にいた頃から苦労してきたという気持ちが滲にじみ出でていた。

　でも、ちょっと悪態を吐いている時の南雲さんは楽しそうだ。いつも平静な人だけど、今は見た目相応に見える。

「でも、現実ってのはやっぱり面白いね。サーバーの中だとその辺りの情緒がないからさ」

「アカシックサーバーの中にも生活がありましたし、そこまで現実と大きく変わってない気がしましたけど」

「ぱっと見はね。現実みたいに建物を作り上げるようなこともなく、作り上げられた完成品をとっかえひっかえみたいな感じだから」

「ゲームの情報がどんどん上書きされる感じ、ですか？」

「うん。サーバーは『関係接続因子』を出す可能性を残している『ビジター』の待機場所なんだよ。でも、その可能性がないと判断されれば、そこは空白となり新たなデータが置かれる。元々は別の用途に使われるシステムだったらしいんだけど、その辺りは僕もよく知らない」

「じゃあ、サーバーにいる人たちはいずれ消えることになる、ということですか……」

「そうだね。でも、現実で生きるよりかはずっと長生きできるよ。歳も取らないし」

　歳を取らない上に、ゲームのキャラと過ごせるのだから、人によっては理想かもしれないな。

　そんな話を聞いて、俺は聞くべき話を聞くのをすっかり忘れていたことを思い出した。

「そうだ。南雲さんはアカシックサーバーに住んでるわけですよね？」

「うん？　そうだけど」

「もしかして、この世界に来れるってことは、アカシックサーバーを経由すれば、『例外エクセプシヨナルレイヤー』に戻れるんじゃ……」

　南雲さんは「あー」と言って、それを否定する。

「アカシックサーバーからレイヤーに行くルートはセキュリティが設けられてるからね。僕はこちらの世界の住人としてカテゴライズされてるから、『例外エクセプシヨナルレイヤー』へは行けない。同じように今の君もね。だから、残念だけどサーバーに行っても向こうへは行けないよ。逆もまた然しかり」

　そうか……。いい考えだと思ってたんだけどな。

「でも、サーバー内であれば、みんなと会うことができるってことですよね？」

　どうにか連絡を取って、みんなが咲を捜した時のようにお互いがアカシックサーバーに行ければ……。

「それも推奨はできないな……」

　いい考えだと思ったのだが、南雲さんは難しい顔をした。

「確かに不可能じゃない。ただ、『カスタマー』がアカシックサーバーに入ることで、君の体に異変が起きるかもしれない」

「異変？　でも、だとしたらサーバーに住む南雲さんも同じなんじゃ……」

「ははは。まあ、そうなんだけどね。僕はちょっとだけ、特別な処理を施してもらってるんだよ。でも、これを君に施すことはできないんだ。システムも許さないと思うよ」

　詳しく聞いてみたが、南雲さんは教えてくれなかった。

　仕方ないので別のことを尋ねる。

「異変があると言っても、今の俺には何も起こってませんけど……」

「今は、ね。沙耶曰く、君が神楽さんをサーバーまで追いかけてきたのは予想外の事態だったんだよ。これはもしかしたら、後々も尾を引くかもしれない。どんな異変が起こるのか、その辺りまでは僕も知らされてないけどね」

「アカシックサーバー内での活動には制限時間があったりするんですかね」

　南雲さんはわからないというようにお手上げのジェスチャーをする。

　南雲さんも『フェアリーテールシステム』からすべてを教えてもらっているわけではないらしい。

　そんなことを考えていると、何かが落ちた音がした。もしかして、ポケットから何か落ちたのか？

　すぐに地面を見渡すが、小粒な石がいくつか落ちているだけで特に何も落ちていなかった。

「都筑くん、どうかしたかい？」

「いえ、何かが落ちた音がしたような気がして」

「ああ、あるある。何も持ってなくても、反射的に振り向いちゃうよね」

　そんなことを話していると、不意に俺の携帯が着信音を鳴らす。相手は高橋だ。なんだろう？

「もしもし」

『よ、今暇か？』

　出し抜けにそう聞いてくる。少し前までは暇だったが、今は南雲さんと一緒だしな。

「……ごめん。ちょっと都合が悪い。重要な用事？」

『いや。暇だったらどこかに行こうかと思ってただけだ。都合が悪いなら、しょうがねぇな。ところで、もしかして外にいるのか？』

「ああ、ちょっと用事があってな」

『ふーん、そっか。じゃ、また今度な』

　それで通話は切れた。

　南雲さんがばつの悪そうな顔で尋ねてくる。

「もしかして、約束があったのかな？」

「いえ、遊びの誘いでしたから」

「……それならいいのだけど」

　それから、俺たちは再び街中を歩き回った。







　結局、かなりの広範囲を散歩する羽目になった。区内全域を回ったんじゃないか、これ。

　南雲さんの気が済んだあたりで、あの公園へと辿り着く。

　俺たちは公園の中に入り、ベンチへと座った。

「それで」

　不意に質問が飛んでくる。

「君は答えを見つけられそうかな？」

　俺は何も答えられず、頭を振った。

「選択のための指針が見つけられないです。そもそも、こんな重い選択が俺の手にあっていいはずがない……」

「誰でもふざけるなと思うだろうね。この選択肢ができあがったのは君の責任ではない。『例外エクセプシヨナルレイヤー』を作ったのは『電でん子し妖よう精せい』と呼ばれる連中だし、選択するための『カスタマー』として選んだのは『フェアリーテールシステム』だ」

　すべては、『フェアリーテールシステム』が発端だ。

　でも、この状況は誰かが意図して作り上げたわけじゃない。

　南雲さんや俺は巻き込まれただけだし、『フェアリーテールシステム』にとっても予想外。

『電子妖精』という連中とて、こんなことを想定していたわけではないだろう。

『フェアリーテールシステム』がなければ、こんなことは起きなかったということになるけど、俺はみんなと出会ってしまったんだ。

　咲さきも理り恵えも、春はる姉ねえも夏なつ海みも、ゆうきだってかけがえのない大事な人だ。

「南雲さんは、ないんですか？」

「何がだい？」

「どっちを選ぶべきかとか、そういう希望です。さっき南雲さんは『陽炎の傷痕』ってゲームを投影したって言いましたよね。焰って人とか、大仏って人が――守りたい人たちがどこかにいるんですよね？」

　南雲さんが『フェアリーテールシステム』に協力している理由は、間違いなくそのヒロインのためのはずだ。

「以前、俺がサーバーの中に行った時に『こちらに来た理由はあなたの大事な人を追いかけるためですか？』と質問しましたよね？　でも、あなたは『大事な人に生きて欲しいためだ』と答えました。守りたい気持ちを八年も、持ち続けてきたはずです」

　南雲さんは考えるように目を伏せる。

「……そうだよ。でも、正直を言うとね。僕らは生き長らえているだけなんだ」

「生き長らえているだけ……？」

「世界がふたつに分かれた時、当時存在していたレイヤーは、こちらの世界にも、あちらの世界にも存在するようになった。だけど、僕の――『陽炎の傷痕』だけは違うんだよ。分かれた時のショックだったのか、レイヤーがあちらにしかない」

「向こうに？　でもレイヤーは『カスタマー』がいないと維持できないんじゃ……」

『レイヤーは主人公を情報の根源として構成している。だから根源がいないと維持できない』

　沙耶から貰ったソフトウェアのヘルプ内容を思い出す。

「……どうにかこうにか繋がっているらしいよ。向こうで元気にやっている話は聞いているから問題はないと思う」

「じゃあ、なおさら……。『例外エクセプシヨナルレイヤー』を俺が選ぶべきと考えているんじゃないですか？」

　しかし、南雲さんは悲しそうに首を振った。

「僕は事故で死んだことになっている人間だ。君が『例外エクセプシヨナルレイヤー』を選べば、僕の存在が消える。事故で死んだことになる」

『例外エクセプシヨナルレイヤー』の上書きに、巻き込まれてしまうのか……。

「君がどちらを選んでも、どちらかの存在が消えるんだよ。もっとも、僕が消えれば向こうのレイヤーは維持できなくなって焰や大仏たちは消えるから同じことなのだけど。今の僕はかなり微妙な立ち位置にいる」

「だから、生き長らえてるだけ、ってことですか……」

「一番よかったのは、君が選ばないことだったんだけど……。それもそれでまた問題になるからね。だから僕はこの八年の間、両方が助かる道を探してきたんだ。残念ながら、僕には見つけられなかったけどね」

　しかし、南雲さんは寂しそうな表情を浮かべた。

「君にすべてを押しつけているのは申し訳なく思う」

「いえ……」

「ただ、君がどんな結果を選ぼうと責任などないよ」

「そ……、そんなわけがないでしょう!?　どっちかの存在を否定しろって言うんですよ!?」

「だけど、どういう結果を選んだとしても、だ。君を責める人間は誰もいない。その結果を選んだことを知るのは君や僕、そして『フェアリーテールシステム』だけだ。誰かに教えでもしない限り、ね。それに結果を出したことそのものを忘れることだってできるよ。『フェアリーテールシステム』に頼めば、ね」

「責める奴がいるとか、そういう問題じゃ……」

「だから、結局は君の心の問題だよ。自由にしていいんだ」

　何も、言えなかった。

　南雲さんの言っていることは正論。

　どちらにしても、俺が二択を選ばなければならないのは確かなんだ……。

　南雲さんはおもむろに立ち上がる。

「都筑くん。選択肢で考えるな。誰が、何が一番大事か……。そこから理想の答えを見つけてほしい」

　そう俺に伝えて、彼は去っていった。







　公園で考えているうちに夕方になってしまった。

　ずっと脳裏に浮かぶのは南雲さんの言葉だ。

『誰が、一番大事か』

　そんなの決まってる。

　みんなが、大事なんだ。

　さらに言えばこの世界の『俺』じゃない俺が、親の庇ひ護ごを受けることは間違っている。

　その庇護は、この世界の『俺』が受けるべきであって、俺が受けていいものじゃないのだ。

　少なくとも、心労で亡くなった母さんは俺が殺したも同然なのだから。

　………。

　でも。

　だからこそ。

　今度こそ。

　ここに存在している、親に……。父さんに。母さんに。

　まだまだ立派とはほど遠いけど。

　俺がちゃんと高校生として生きていることを見せておきたい。そして、できる限りの親孝行をしたい。

　この八年で渡すことのできなかった、温もりを与えたい……！　もらいたい……！

　そうだよ。

　一番いいのは。

　事故がなくて。

『エターナル　イノセンス』のみんながいることだ……。

　………。

　だけど、それを『フェアリーテールシステム』はやってくれると言う。

　ただし、それは。

　同じ姿をした、別人だ。

　最初からやり直すことは構わない。

　たとえ、みんなが記憶喪失になろうと、俺の想いは変わらない。

　しかし、存在としては、別の人間とまで言われてしまうと……。

「武ちゃん？」

　反射的に振り返る。

　そこにいたのは、幼おさな馴な染じみの佐さ崎さき恵めぐ奈なだった。俺の主観からすると、前まえ羽は良らさんと一緒のところを見て以来だから一カ月ぶりぐらいだな。久しぶりって感じがする。

　フード付きの青いコートを着て、首には淡めの青いマフラーを巻いている。とても暖かそうだ。

「どーしたの、こんなところで。なに黄昏たそがれてんのー？」

　髪型も髪留めも前に見た時とまったく同じの彼女は気安く俺の隣に腰を下ろしてくる。この時点でやっぱり俺との関係が違うんだなとわかった。

「黄昏れてたってわけじゃ……」

「噓うそだー。武ちゃん、普段そんなキャラじゃないよ？　ってことは、何かしらの悩みがあるってことじゃん」

「よく、わかるな」

「そりゃー、長い付き合いですから。幼稚園の頃からだから、かれこれ、十年以上なんだし」

　そうか。転校してないのだから小学校や中学校も一緒なのか。

　でも、疎そ遠えんになったのは八年以上前のはずだから、『例外エクセプシヨナルレイヤー』が変えたはずの未来には関係ないんじゃ……。

　……少し、危険だけど突っ込んだ話をしてみるか。

「一度、疎遠になっただろ」

「ちょっ……！　その時のことは忘れてってば！　あ、あたしが、勝手に、その……、疑心暗鬼に陥おちいってただけだし……」

「疑心暗鬼？」

「だ……だって、あの頃、あたしが泣いてれば必ず武ちゃん飛んできてくれてたじゃない。なのに、あたしが誕生日に迷子になった時はずっと出てこなくて……。武ちゃんだったら絶対に来る、でも来なかった。じゃあ、ここにいる武ちゃんは誰なんだ、みたいな感じで」

「え？　つまり、偽者と思ってたと……」

「そんな我ながら酷い誤解してるうちに、小学校に上がっちゃって……。ずっと話しかけられなかったから、もっと話しかけづらくなっちゃって……」

　そうだったのか……。いや、ということは、まさか。俺が転校するまでに、佐崎はずっと俺に話しかけたがっていたのか？

　思い出してみると、佐崎が目に入る時、彼女は俺を見ていたような見ていなかったような……。

　……さすがに、覚えてないな。

「それにちゃんと覚えてる？　あたしはちゃんと覚えてるよ。小学校三年生の時のバレンタインデーで、チョコを渡して謝ったじゃん！」

　俺の歩んできた人生では、そんなイベントはない。そもそも、小学校三年生の時点で俺は転校してる。

　そうか。この世界だと俺と佐崎は後々仲直りしてたのか。つくづく、この世界との違いを思い知ってしまう。

「なんか、その顔は覚えてなさそうだなー……」

「そ、んなことはないぞ？」

「……一瞬、嚙かんだね？　覚えてないな、このー！」

　佐崎が横からヘッドロックをかけてくる。俺の首が彼女の腕で締まった。本気ではないのがすぐわかるのだが、それだけに髪にかかる彼女の吐息やらコート越しの何やらがくすぐったい。

「やめて！　いや、謝るから！」

「やめてほしければ思い出すのだー！」

　しかし、覚えていないのでどうしようもない。

　結局、ヘッドロックは佐崎の気が済むまで続いた。







　公園から帰宅すると、携帯電話にメールが入っていた。

　高たか橋はしからだ。今から行く、とある。

　それから数分も経たないうちにインターホンが鳴った。

　俺が出る間もなく母さんが応対し、高橋の足音が少しずつ近付いてくる。

「………」

　部屋へと入ってきた高橋は、怒りとも悲しみとも言えない、複雑な表情をしていた。

「……なあ、今日、あたしの誘いを断ったのはなんでだ？」

　まるで詰問のような口調だった。ただ、声が若干震えている。

「ごめん……。ちょっと、やりたいことがあったんだ」

「やりたいことって、佐崎と会うことだったのか？」

　部屋が静寂に包まれた。冷や汗が流れてくる。

「ちょっと待ってくれ！　高橋は佐崎のこと知ってるのか？」

「知ってるよ！　一年生の時からお前の傍によくいたし、偶たま々たまあった時に紹介だってされただろ！　何を言ってるんだ、お前は!?」

　まずい。これは、俺の知らない『俺』の話だ。

「それで、あたしの誘いを断って、佐崎と一緒にいたのはなんでだよ！」

「今日のことも、何で知ってるんだ？」

「前、あたしが待ち合わせ場所で迷子になった時に、携帯のＧＰＳでお互いの位置がわかるようにしただろ……！　それで、今日公園にいるから、何をやってるんだと思って見に行ったらふたりがいた……」

　高橋と俺はそんなことまでしてたのか!?

　なら、俺が誘いを断って街をうろうろして、公園にいたこともＧＰＳでわかるはずだ。

　だけど。

「佐崎と会ったのは偶然だよ。公園で休んでたら、偶々あいつが来ただけだ」

　彼女と約束をしていたわけではない。

　だが、そう弁解すると高橋の複雑だった表情は、困惑へと変化した。

「やっぱり、お前、なんかおかしいよ……」

　そして、力なく、小さく呟つぶやく。

「どうして、そう思うんだ？」

「なんで、佐崎まで名字で呼んでるんだ？　あいつのことは、いつも『めぐ』って呼んでただろ……」

　まずい。呼び方を考慮するべきだった。何でこんなことに気が回らないんだ、俺は。

　しかし、今更後悔したところで遅い。

「それに、さっきも、あたしのことを高橋って呼んだ」

　もう失態に失態を重ねまくっている。弁解なんか、完全に不可能だ。

　そもそも、俺がこの世界の『俺』を演じることに無理があったのか……？

「なあ、お前、ここ二、三日ずっとおかしいぞ？　なんか悩みがあるんだったら言ってくれよ。あたし……」

「………」

「お前の、恋人だろ？」

　どう説得したものか、言葉が思い浮かばない。

　悩みはある。だけど、それは事情を知っている人にならともかく、何も知らないであろう高橋には言えることではない。

　そして、高橋はこの世界の『俺』の恋人であって、俺の恋人ではない。恋人を装って頼るにも限界がある。どうしたって一線だけは越えられない。

「なあ……。なんか、言ってくれよ……」

　目を合わせることができない。思わず俯うつむいてしまう。

　しかし、視界の端に頰ほおを流れる涙が目に入った。

　思わず顔を上げると――彼女は目に涙を溜めていた。

　心がズキリと痛む。

　何か言わなきゃ。心がそう急せかすが、焦あせれば焦るほど何を言っていいのかわからなくなる。

「言ってくれなきゃ、何も、わからねぇだろ……！　ばか！」

　胸が裂けるような声で訴え、彼女は体を翻して、部屋から走り去った。

　反射的に、体は動く。

　追いかけて、何を言えばいいのか。

　そんなことはわからない。

　だけど、俺は彼女を捕まえておくべきだったはずだ。

　恋人だとか、そんなことは関係ない！

　目の前の女の子を悲しませて、俺は一体何をやってるんだ！

　すでに玄関を出てしまった高橋を追う。

「待ってくれ！」

　彼女をどう呼ぶか、この期に及んでも考えあぐねてしまう。

　騙だまして悲しませないようにするか、騙すことなく悲しませるか。

　答えなど出ない。

　優しい噓なんて、今、この場にそんなものは存在しないんだ！

　それでも、追いかけた。

　しかし、予想外の事態が起こり、追跡は終わる。

「あっ……！」

　一瞬。

　高橋が石につまずき、宙に浮いた。

　そのまま、うつぶせになって倒れてしまう。

　俺はすぐに駆け寄った。

「大丈夫か！」

　高橋は微動だにしない。

「どこか痛めたか？　すぐに救急車を……」

　そう聞くと、彼女は寝返りを打って仰あお向むけになった。俺の手を摑つかむ。携帯が取り出せない。無言で、救急車を呼ぶなと言っている。

　そして、摑んだ手を自身の顔に引き寄せた。

「どこにも、行かないで……」

　弱々しい、ささやき。

　俺の手を包み込んだその両手で、涙を見せないように顔を覆い隠す。

　真実を告げることも……。

　謝ることもできない。

　それでも、せめて……。

　口くち下べ手た、だけど。

　少しでも彼女に、悩みを打ち明けてみよう。

　それで彼女の心が軽くなるのなら……。

　彼女の背中を支えて、上半身を起こす。嫌がるようならそっとしておこうかと思ったが、そんなそぶりは見せなかった。

　俺は彼女の目を見据える。

「俺が抱えてる悩みは、凄まじく胡う散さん臭くさい話に聞こえると思う。だから、上う手まく伝えられる自信がないし、今は全部を話すこともできない。それでも、俺の悩みを聞いてもらえるか？」

　そう言うと彼女は小さく、だが躊ちゆう躇ちよなく頷うなずいた。

　ならば、と俺も覚悟を決める。

「今、俺は二重人格みたいなものだと思ってくれ。あるいは記憶喪失でもいい。だから、ここ半年近い記憶が欠損してる」

　高橋は何も口を挟まない。

「それとはまた別に、俺はある二択を抱えてる」

「二択……？」

　小さく、尋ねてくる。

　そこで俺は口に出すのを躊躇ためらった。もはや喉のどまで出かかっている。

　だが、高橋はそんな俺の苦しみを理解しているかのように頷いてくれた。

「『親の存在をなかったことにする』か『恋人の存在をなかったことにする』か、だ。選ぶべきはどちらか。そういう選択をしているんだ」

　その言葉を聞いて彼女の表情が引きつる。

　反はん芻すうしているのかもしれない。

　本当か噓か、疑っているのかもしれない。

　あるいは、俺の頭がどうにかなったんじゃないのかと心配してくれているのかもしれない。

　しかし、高橋は――。

「選べるわけ、ない……。あたしにだって、わかんねぇよ。そんなの……」

　力なく、高橋はそう虚こ空くうへ呟いた。




　俺は高橋を家まで送り届けてから、自宅への帰路につく。

　高橋は道中、「力になれなくてごめんな……」と俺を心配してくれた。

　俺が言ったことは噓じゃない。

　かといって、軽々しく言っていい話でもない。

　それでも別れ際の

「言ってくれて、嬉しかった」

　という台詞せりふは心に響いた。

　彼女は、この世界の『俺』を心の底から信じている。

　その心遣いを、信用を、信頼を、とても嬉しく思った。

　俺にはその権利すらないのだけど――。

　ちょっとだけ『俺』に嫉しつ妬とした。
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　各人が行動を始めていた。並行世界――本来の歴史が紡つむがれている世界へと行ってしまった武たけ紀のりを少しでも手助けするために。

　話がしたい。

　それには『武紀をよく見ていた人』に協力してもらう必要がある。

　春はる海みと夏なつ海み、そして小由奈と拓海たちは、そのために武紀の家へと向かっていた。未いまだに体そのものは幻のような身であるため、ゆうきと一緒だ。

「ところで、君たちは向こうのレイヤーでの意識はあるのか？」

　ゆうきが、心配そうにそんなことを尋たずねる。彼女たちの本体がどうなっているのか不安なのだろう。

「さっき真さな田だくんと暎えい那なちゃんに聞いたけど寝てるようになってるみたいだね。わたしは真田くんに呼び出されて、公園に行ってたんだけど。今はベンチで寝てるみたい。隣で真田くんが見張ってくれてるよ」

「夏海もおなじー」

「わたしもです」

「オレもっす」

　拓たく海みはともかく見張っているのが、真田――というよりも男ということに、ゆうきは一いち抹まつの不安を抱く。

「まあ、彼がそんな下劣な真似はしないか……」

　主人公としての行動を知っているだけに、ゆうきとしては安心できるような、しかし、なんとなく心配、と少し複雑だ。

　やむを得ないと納得はできるが、少しもやもやした表情を浮かべる。

「大丈夫だよ。あの人はたーくんと似てるから」

「春海さんは人がよすぎる」

　それを聞いて夏海が自信満々に、

「だから、お姉ちゃんなんだよ」

　そう言いきった。

　ゆうきは少しだけ困った表情を浮かべながら、言い聞かせるように語る。

「君は兄をお風呂で困らせたりするのはやめた方がいいぞ。彼の寿命が縮むし、理性が壊れたら犯罪行為に走りかねない」

　その話に小こ由ゆ奈なと拓海のふたりが反応した。

「ダメだよ、夏海ちゃん。お兄さんにそんなことしたら」

「ちょ、え、夏海ちゃん、そんなことしてたの!?」

「えへへぇ～」

　しかし、何を言われても誤ご魔ま化かすように笑う夏海。

　そんな夏海に、ゆうきも春海も拍子抜けしてしまった。

　五人で楽しそうに笑いあう。

「早く……。元に戻さないとね」

「そうですね。春海さんのデザートが恋しいです」

「夏海もー！」

「あはは。元に戻ったら、すぐに作るね」

　そんなやり取りを交わしながら、彼女らは少しだけ笑った。




　武紀の家に到着すると、ゆうきがインターホンを押す。スピーカーから聞こえてきたのは麻ま衣いの声だった。

『はい』

「ゆうきです」

『あれ？　忘れ物ですか？』

「いや、麻衣。今回は君に用事があって来た。ちょっと出てきてもらえないか？　少し、長い話になるかもしれない」

『あたしに？　了解です。ちょっと待ってください』

　しばらくすると、厚着をした麻衣が玄関から出てくる。

「あれっ？　春姉、夏海ちゃん！　それに確か、四し阿あさんと三み宅やけさんだったよね？」

　そして、姉妹の姿に気付いた。もちろん、小由奈と拓海にも。

　ゆうきはその呼び掛けにほっとする。藤ふじ田たから『ベースレイヤーの麻衣さんはふたりを覚えてますが、記憶が失われることが考えられるから気をつけてください』と言われており、そこが不安だったのだ。ゆうき自身は知る由もないが、藤田は『現実は少しずつ世界の状態に合わせた変化をする』ことを武紀から聞いていた。武紀自身も沙さ耶やから聞いた話だが。

　クリスマスイブの日に自己紹介した程度の小由奈と拓海も覚えていたことで、記憶の欠損はないとゆうきは確信した。

「春姉も夏海ちゃんも、心配したんだよ！　タケにいもいなくなって――」

　麻衣が春海と夏海の傍に寄り、その体に触れようとするものの、その手は何も摑つかめない。麻衣の手は何の感触も伝えず、すり抜けた。

「え……」

　麻衣の表情が困惑の色に染まる。春海と夏海の顔に、緊張が走った。

「今からすべて説明する。都つ筑づきがいなくなったことも含めて、な……」

　ゆうきは躊躇ためらいがちに、麻衣にそう告げた。




「……ゲームの話？」

　ゆうきの説明を聞き終えた麻衣は、信じられないのかそんな言葉を漏らす。

　しかし、麻衣の言葉を打ち消すかのようにゆうきは首を振った。

「タケにいが、春姉や夏海ちゃんをゲームから出して？　別の世界へ行って、戻ってこれない？　戻ってくるためにはあたしの記憶が必要？　冗談にしか聞こえないよ……」

「誠にすまないが、事実だ。ボクはひとつも噓うそを言っていない」

「でも……。だって……」

　麻衣は再び、恐る恐る春海と夏海へ手を伸ばす。しかし、その手は何も摑めない。同じように小由奈と拓海にも触れようとするが、その手は体を突き抜けた。

　一般人として生きてきた麻衣に、『フェアリーテールシステム』のことを含む、超常現象の話をしても受け入れろというのは酷な話だろう。

　話をしただけでは、受け入れられるはずがない。

　だが、春海たちの体がここに存在しないかのように突き抜けてしまう現象は、麻衣の頭の中では説明がつかなかった。麻衣はコンシューマゲームを通じて、立体映像がどれだけ難しいか理解をしている。それだけに一理の信憑性とゆうきの真に迫る語りは、「真実なのでは？」と思わせるには充分だった。

　しかし、真実と認めてしまえば記憶がおかしくなってくる。

「あたしの記憶では、春姉も夏海ちゃんも、子供の時からずっと一緒なんだよ？　それが、噓だったってこと……？」

「……そういうことになる。だが、都筑も意図してそうしたわけじゃない」

「『フェアリーテールシステム』とか……。なんなの……。おとぎ話じゃないのよ……」

　麻衣は苦しむように胸に手を当てた。

「ごめんね、麻衣ちゃん」

　春海が麻衣へと近づく。触れられないが、それでも温もりを与えるように、その手を麻衣の頰ほおに差し伸べた。

「騙だますつもりなんてなかった。でも、怖いよね。こんな話……。だけど、本当にたーくんは困ってるの。わたしのことはいくらでも軽けい蔑べつしてくれていいよ。だから、お願いだから……。たーくんのために、力を、貸して……」

　涙ながらに訴えた。

　その涙には触れられないが、悲しい感情が露あらわになっているのがわかる。

　その横で夏海も麻衣に願った。

「麻衣ちゃん。おねがい……。全部が終わった後、何でもするから……。目の前から消えてって言われたら、消えるから……。お兄ちゃんを、助けて……」

　辿たど々たどしく、訴えかける。

「お願いします、麻衣さん。まだ会って間もないのに、こんなことをお願いするのは失礼だとは思いますが、お兄さんを助けたいのはわたしも一緒なんです」

「オレからも、頼みます。オレ馬鹿だから、ほとんどのことはわかってないですけど、麻衣さんが必要なことに関して、みんなが本気なことだけはわかってるつもりっす。だから、お願いします！」

　麻衣の表情は未だに晴れない。

「わかった、よ」

　それでも、全員の訴えが功を奏したのか。麻衣は態度を軟化させた。

「信じて、くれたの？」

　夏海のその問いに、麻衣はしかし首を振る。

「まだ納得も理解もできないよ。でも、あたしの記憶の中でも、目で見える中でも、ふたりがタケにいのことを信じているのは充分にわかってるから。夏海ちゃんの友だちふたりも、ね。みんなが噓をつく理由なんて思い浮かばないし」

「麻衣ちゃん……」

「タケにいがあたしの記憶なんかで見つけられるなら……。今の話が全部噓だろうと構わない。だから、春姉も夏海ちゃんもそんな顔しないで。可愛い顔が台無しだよ」

　言う通り、麻衣は話を信じたわけではない。

　だが、彼女は身内の泣き顔や憂い顔を激しく嫌う。だからこそ、気丈にも明るく振る舞った。

　武紀が麻衣に立ち直らせてもらったのと同じように、麻衣は武紀がいたことで明るくなったのだ。

「それじゃ、案内してもらえるかな？」

　そんな麻衣の表情は高校一年生とは思えないほど、とても凜り々りしかった。







　同じ頃、理り恵えは藤田と前まえ羽は良らを伴って、彼女の家に向かって歩を進めていた。

　彼女とは、佐さ崎さき恵めぐ奈な。武紀の幼おさな馴な染じみである。理恵の言っていた心当たりとは彼女のことだ。

「佐崎と都筑さんて、小学校に上がる前に疎そ遠えんになったって聞きましたけど……」

　歩いていると、藤田が抱いた疑問を口に出した。

「わかってないな」

「わかってないですね」

　そんな藤田に、理恵と前羽良は同じ台詞せりふを返す。そんなふたりの返答に藤田は疑問そうに首を傾げた。

「都筑さんと恵奈さんが本当に再会した時、恵奈さんは都筑さんの名前を覚えてたんですよ」

「幼稚園の時から疎遠になってたら、そんな簡単には思い出せないよ」

「ですよねー」

「ねー」

　仲良く頷うなずき合う女子ふたりに、その横でやはり納得の行かない表情を浮かべる藤田。

「それに、恵奈さんは私が再会の場に居合わせた後、打ち明けてくれたんですよ。仲直りするつもりだった、と」

「でも、その前に武ちゃんが転校しちゃったから、叶わなかったってことですよね……」

　藤田を余よ所そに女子ふたりは親睦を深めていく。置いてきぼりにされた男の顔は、まるで仲間はずれにされた犬のようだった。




　佐崎の家に到着すると、前羽良が携帯電話で佐崎を呼び出す。

「別に公園へ来てもらってもよかったんですよ？」

　前羽良が静かにそう伝えるが、理恵は首を横に振った。

「納得してもらった上で来てもらわないとね」

　理恵の表情は勇ましい。必ず説得をするんだという気き概がいに満ちていた。

「おー、どしたのー、ふたりとも？」

　すぐに佐崎恵奈、当人が姿を現した。そして見知ったふたりの中に、自分の知らない女子を見て、目を見開いた。

　ただ、それは疑惑や訝いぶかるといったものではなく、困惑――懐かしい人物に向ける目によく似ている。

「え……。あなた」

「あたしは」

「ま、待って。当てる、から」

　佐崎は頭に手を当てて、思い出そうとするように思案する。

　そんな様子に藤田も前羽良も戸惑い気味だ。

　佐崎はすぐ何かに思い至ったようで、何かを恐れるかのように、

「秋あき原はら理恵……さん？」

　と口にした。

「な、なんで知ってるんだ!?」

　藤田が慌てたような顔を佐崎に向ける。前羽良も口には出さないが、藤田が思っていることと同じ感情を抱いていることは表情から明らかだ。

　藤田の疑問に、佐崎は少し逡しゆん巡じゆんしてから答えた。

「夢の中で、見たの……」

　と。

　それから彼女が語った夢の内容は、断片的ではあったがまさしく『メモリーロンド』の時に体験したものだ。

「何かの暗示かな、と思ってたんだけど……。夢の中には武ちゃんもいて……。もしかして、この夢のこと、みんな知ってるの？」

　藤田は答えるかどうか、すぐに決断できなかった。

　代わりに前羽良が佐崎の前へ進み、質問に首しゆ肯こうする。

「恵奈さん。細かいことは、ここにいる誰にもわかりません。ですが、それは間違いなくあなたが体験したものです。詳しい話は、大だい輔すけくんがお話しします」

　促された藤田は気を取り直して、『フェアリーテールシステム』について語る。

　架空の物語を現実に投影する力があること。

　佐崎が、それに巻き込まれてしまったこと。

　そして、武紀が別世界に行ってしまったこと。

　そのために――。

「あたしの、記憶が必要になる、か……」

「あたしの直感になるけど、あなたはきっと武ちゃんのことをよく見てたはず……」

「なんで、そう思うの？　直感だとしても、そう思う理由は何かあるはずだよ」

　理恵は少し溜めてから、そして口にする。

「あの時の佐崎さんが幻だったとは思えないから。あの時、正しく武ちゃんを好きだったと思うから」

「正しく、か。夢の中では『佐崎は今の俺を見ていない』って言われてるんだけどね」

「だとしても、子供の頃の恋心は隠せないと思ってるんだ」

「なるほどね」

　佐崎は思索するように少しの間、目を瞑つむる。

　そして、尋ねた。

「秋原さんは、武ちゃんが好き？」

「好き、です」

　その質問に即座に答える理恵。












「それは幼馴染として？」

「まったく関係がないとは言わないです。それでも、あたしのこの気持ちは絶対だと信じてます」

　佐崎は、そっかと小さく呟つぶやいてから、

「わかったよ」

　と、理恵たちに同意した。

「話を信じてくれるの？」

「さすがにまだ全部は信じられないけど、あなたたちは信じられるから。藤田くんも知とも世よも、それに、武ちゃんを好きなあなたも、ね。秋原さん」

「あ、ありがとうございます！」

「お礼はいいよ。感謝されるようなことをやるのかどうかすらわからないし……。あたしの記憶が必要っていうなら、いくらでも持っていっていいよ。子供の頃の記憶だしね」

　しかし、理恵は深々と、佐崎が辟易するぐらいに何度も何度もお礼をした。







　咲さきは、秀ひで之ゆきと暎那を伴って、高たか橋はし家へと向かっていた。

　春海と夏海と小由奈は、麻衣を。

　理恵は、佐崎を。

　そして、咲は愛あい子こを説得する役目を担っている。

「咲お姉ちゃん、大丈夫？」

　暎那の不安はもっともだった。

　真実を告げるということは。

　愛子に対して、咲はゲームから出てきたキャラクターであると明かさなければならない。

　その時に愛子が受け入れてくれるのか、という不安は間違いなく、咲の心にあるはずだ。

　最悪の事態を考えれば強い自己嫌悪に陥おちいり、『関係崩壊因子』の再発ということもありえる。

「平気だよ、暎那ちゃん」

　それでも、咲は気丈に振る舞う。

　それは信頼か、あるいは別の何かか、暎那には判断がつかなかった。咲は足早に進んでしまう。

　それを見ていた暎那の頭にぽんと手が乗せられる。

「大丈夫だよ。お姉ちゃんは強いぞ。ちゃんと俺のことも、暎那ちゃんのことも受け入れてくれただろう？」

　秀之が暎那の頭を優しく撫なでていた。

「そうだよね」

　暎那もそんな秀之の言葉に励はげまされる。そして、いつものようにこくりと頷いた。




　家の中では、愛子がキッチンで晩ご飯の下した拵ごしらえをしていた。

　愛子は家族の帰宅に気付くと、その手を止め振り返る。

「おかえり」

　そして、咲に気付くと訝しげな顔をした。

「咲？　なんで暎那たちと一緒に……。いや、他にも色々と聞きたいことはあるんだ。お前の携帯にメール送っても返ってこないし、電話しても電源が入ってないってアナウンスされてるし、どうしたんだ？」

「あのね、愛子――」

　暎那が説明しようとしたところで、咲がそれを手で制した。

「説明はわたしがするよ」

　その言葉に何かの予兆を感じ取ったのか、愛子は訝しげな表情を浮かべる。

　咲は愛子に向き直り、毅き然ぜんと言い放った。

「わたし、ゲームキャラクターなんだ」

　と。

「は？」

　愛子は不思議そうに聞き返す。

　しかし、咲は怯ひるまずに説明を続けた。

「わたしは、武紀くんが好きなゲームから呼び出されたの。『フェアリーテールシステム』ってものがあってね……」

　今まで武紀に起こっていた事件は、『フェアリーテールシステム』に起こされていたこと。

　システム的な問題で、自分たちが全員分割したレイヤーに分かれたこと。

　そして、武紀が別の世界へ行ってしまったこと。

　武紀と話すために、武紀をよく知る人の記憶が必要なこと。

　愛子は茶々を入れることもなく、黙って聞いていた。

　最後まで説明を聞き終えた愛子は、

「やっぱり……、都筑は秀之と同じことしてたのかよ」

　と小さく呟く。

「知ってたの!?」

　咲が逆に驚いてしまった。

「秀之から話を聞いてなかったら信じてねぇよ。『フェアリーテールシステム』ってのは大おお晦日みそかの時に聞いたし……。ただ、話を聞いてから違和感は強くなったな。なんで、都筑はあんな女にモテるようになったんだろうって。どう考えてもモテるやつじゃないだろ、あいつ」

「そ、そんなことないんじゃないかな……？」

「そんなことあるだろ。今ならいざ知らず、あの時のあいつにそんな甲か斐い性しようなかったぞ。だから、奇妙には感じてた」

　愛子は饒じよう舌ぜつに武紀のことを毒突く。

　が。

「よく見てたんだね」

　という咲の突っ込みに、その口は一瞬止まった。

「ちげーよ！　どういう意味だ！」

　そして、烈火の如く怒り始める。その頰は妙に赤い。

「好きと嫌いは裏返し。好きの反対は無関心。わたしはそう思うんだ。だから、なんだかんだ言いつつ、武紀くんをよく知ってる愛ちゃんは武紀くんが好きなんだなって」

「あのなぁ……」

「お願い。武紀くんと話がしたいの。力を貸してください」

　頭を下げる咲。

　愛子は困った表情を浮かべるが、少しして不機嫌そうに、

「わかったよ。別に危険なことをするわけでもないみたいだし、よくわからないけど咲が言うなら協力はしてやる。でも、都筑が好きだ云うん々ぬんは取り消せよな」

「そこは取り消せないな」

「おい」

「聞いて。武紀くんがわたしたちを呼び出したっていうのは、武紀くんの関係性を閉じちゃったこととイコールだと思うんだ。でも、愛ちゃんがわたしたちに気を遣う必要はないんだよ」

「気を遣ってなんかいねーっての！」

「本当に？　絶対にそうだって言える？　あのカッターを投げられて武紀くんがかばってくれた時、心が動かなかった？」

　そう言われて、愛子は黙るしかなかった。

「わたし、あの時の記憶を取り戻してから愛ちゃんに嫉しつ妬としたんだよ。わたしはあの時、真田くんにかばわれてて。だけど、武紀くんは愛ちゃんをかばって。すごい自分勝手だけど、ずるいって思った」

「咲……」

「ごめんね……。でも、愛ちゃんはもう少し正直でいてほしいんだ。わたし、愛ちゃんに勝ちたいから……」

「勝ち負けの問題じゃねぇだろ」

「そうだね」

　そこで秀之が口を挟んだ。

「ま、その話は追い追いにして。協力するのであれば、今すぐ公園に戻ろう。そろそろみんなも説得を終えている頃だ」

　秀之がそう告げるのと同時に、ゆうきと藤田から公園に向かうという連絡が入った。







　公園に全員が集まってくる。

「なんか、こんなにいると目立たないかな？」

「まあ、我慢するしかないだろう」

　咲の戸惑ったような問いに、ゆうきが仕方がないというように答えた。

　そこへ暎那が「大丈夫」と説明する。

「外部の人がこの公園を意識しないようにした」

　全員がその説明に首を傾げる。だが、事実、通行人が公園を見ていなかった。ちらりと見ることもない。まるでここに何もないような反応だ。

　不思議そうな表情をする面々に、秀之が暎那の発言をフォローする。

「大丈夫なことは確かだから、そこは信用してほしい。それじゃ、まずは『エターナル　イノセンス』の君たちは中心で輪になってくれ」

　春海と夏海、理恵、咲が輪になろうとする。そこへ――。

「小由奈ちゃんと拓海くんもこっちだよー」

　夏海が四阿小由奈と三宅拓海を呼んだ。

「えっ？　わたしも？」

「オレもか？」

　夏海は屈託のない笑顔で頷いた。

　ふたりは確認するかのように暎那の顔色を窺う。すると、暎那もこくりと頷いた。

「ふたりはすでに主要人物。入らない理由はない、です」

　そう暎那に言われ、小由奈と拓海は恐る恐る輪の中に入る。

　そして、

「ほら、伊い藤とうさんもこっちだよ」

　と理恵がゆうきへと呼び掛ける。

「ボクも、中心なのか……？」

　ゆうきが少し訝しげな表情をしていたが、春海と咲に手を摑まれたため、逃げることができなかった。こうして、七人の円陣ができあがる。

「あんまり気持ちを隠してもよくないよ？　伊藤さん」

「な、何を言ってるのかわからないんだが……」

　咲が指摘するが、ゆうきは難しい顔をする。

「見守ってたって意味では、ゆうきさんが一番だと思うな」

　春海がそう言うと、ゆうきの頰は少しだけ赤くなった。だが、それを手で隠そうにも両手は繋がっている。

　ゆうきは諦めたように、溜ため息いきを吐いた。それでも、その表情にすでに迷いはなかった。

　そんなやり取りを尻目に、秀之は残った三人の立ち位置を指し示す。

「で、佐崎さんと麻衣さんと、愛子はその周りに少し離れて立ってもらえるかな。頂点が正三角形になるように」

『エターナル　イノセンス』ヒロインの円陣を三角形が囲んだ。その頂点に佐崎、麻衣、愛子がそれぞれ立つ。

　その形はまるで何かの儀式に使う魔法陣のようだ。

「痛かったりするのかな？」

　佐崎が少し不安そうに問うと、暎那はふるふると首を振った。

「物理的な痛みも、精神的な痛みも皆無。ちょっとくすぐったいかも」

　そう言われて、佐崎は少しほっとしたように安あん堵どの息を漏らした。

　続けて暎那が静かに告げる。

「都筑お兄さんをできる限り、強く思い浮かべて」

　記憶を持つ女の子たちが目を瞑り、思い思いの記憶を呼び覚ます。

「Ｎｏ．８７。休止モードから復帰。『フェアリーテールシステム』へアクセス。上位管理権限を受託」

　魔法陣の外に立つ暎那が手を天に捧げるように掲げる。

　そして、その手を陣へと向けた。

「記憶エレメント、接続リンク。動的メモリ確保ダイナミツクメモリアロケーシヨン。都筑武紀に関する記憶参照メモリーダンプ、情報複写データコピー」

　円陣から光点が巻き上がる。咲や理恵、春海、夏海、ゆうき、そして小由奈と拓海から溢あふれる強い光が渦を巻いた。












　渦巻く光の柱。

「記憶軸メモリーシヤフト、完成。シミュレーションを元に記憶を遡そ行こう。カテゴリＡへ移行。高橋愛子、情報複写データコピー。完了コンプリート。カテゴリＢへ移行。都筑麻衣、情報複写データコピー。完了コンプリート。カテゴリＣへ移行。佐崎恵奈、情報複写データコピー。完了コンプリート」

　そして、円陣の外にいる三人からも光が溢れ出す。中心で渦を巻く光とは逆方向に回り始めた。

　それら光の向かう先は一点に集中している。

　気付けば、光の円えん錐すいができあがっていた。

「綺麗……」

　前羽良は思わずそう呟いていた。

　記憶というのは、こんなにも綺麗なものなのか。

　人によって、違う光。

　ひとつひとつ、個性がある。

　同じ光など、何ひとつない。

「これが、記憶ってやつなのかな」

「積み重ねてきた記憶は、とても尊とうといという感じがします」

　前羽良と藤田の目の前で、光はさらに光量を上げた。円陣の上で光がまるで太陽のように輝いている。

「メモリー領域内において結合マージ開始。圧縮並列処理。断片化フラグメンテーシヨン阻止のため、最適化デフラグメンテーシヨン実行」

　大きな光が、内部でさらに渦巻く。

　光を圧縮し、そこから漏れた光が消去され、また圧縮された光が圧縮され――その行為を繰り返す。

　気付けば光は、掌てのひらサイズにまで小さくなっていた。

　しかし、その輝きはまったく損なわれることがない。むしろ、輝きはさらに増していた。目を開けているのが不可能なほどの光。

「秀之、受け取って」

　暎那がその光を秀之に向ける。秀之はすぐに自身の携帯電話を取りだして、その光に向けた。

「情報変換データコンバート」

　光は携帯電話の中に吸い込まれ、データとなる。

「第一段階、完了コンプリート。第二段階へ移行。上位管理権限を実行。予備エレメントをノード化。Ｎｏ．３８へノード化要請」

　さらに暎那の体が淡い光に包まれる。

「Ｎｏ．３８のノード化を確認。リンク接続コネクト。第二段階、完了コンプリート。……いいよ、秀之」

　暎那の言葉を受けて、秀之は携帯電話のボタンを押し、

「検索開始エンゲージ」

　処理の開始を告げた。
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『どこにも、行かないで……』




　あんな弱々しい高たか橋はしは初めて見た。

　あれからすでに一日が経っているというのに、未いまだに頭から離れない。

　この世界の高橋と俺が知ってる高橋は、別人のようだけど、根っこの部分ではそこまで変わっていないように思える。

　俺が知る高橋も、場合によってはああいう顔をするのかもしれない。俺が彼女を誤解していただけで……。その部分を俺が知らなかっただけで……。

　誰だって弱くなってしまう時があるはずだ。

　真実を告げてしまうべきだろうか。

　だけど、それで何が変わる？

　俺の肩の荷が下りるだけで、何も変わらないじゃないか。ただの逃げでしかない。

　だけど、黙っているのもまた不義理なわけで……。

　メールだけでもするべきか。

　だけど、文面が思い浮かばない。

「はぁ……」

　溜ため息いきと同時に、俺の携帯が着信音を鳴らす。

　相手は、先日携帯番号を登録させてもらった南な雲ぐもさんだった。

『こんにちは。南雲です。いきなりだけど、沙さ耶やに代わるね』

　俺が返答をする間もない。

『都つ筑づき武たけ紀のり。Ｎｏ．８７からの要請です。あの公園へ行きなさい』

「藪から棒にどういうことだよ」

　Ｎｏ．８７……。確か、沙耶の話では暎えい那なちゃんのことだったよな。

　８エイ７ナ。今考えると当て字。３サ８ヤと同じだ。

「沙耶は暎那ちゃんと話せるのか？」

『あなたたちの言うような会話では不可能です。私は情デ報ー量タの少ないとても短い命令コマンドを受け取っただけですから。何をするかも存じません。それと、公園に着いたら南雲に連絡を』

　その言葉を聞いた途端に、沙耶との通話はあっけなく切れてしまった。

　とはいえ、本当に暎那ちゃんからの伝言があるのだとしたら無下にはできない。

　俺はコートを着て、急ぎ公園へと向かった。







　公園に到着してから、言われた通り南雲さんに連絡する。

「都筑です。今、公園に到着したと沙耶に伝えてください」

『了解。えーと、ベンチで座って待ってなさい、だって』

　携帯を閉じ、ポケットにしまう。

　指示通り、ベンチに座って待っていると――。

　唐突に、白い光に包まれた。視界はあっという間に、白に染まる。

「ここは……？」

　白い空間、『ローカルエントランス』かと思ったが、違う。

　少しずつ、白が晴れ、景色がおぼろげながら現れる。

　そこは、俺がいた公園だった。

　だけど、そこには今までいなかった人たちがいる。

　周囲を見渡せば、みんながいる。

　咲さきも理り恵えも、春はる姉ねえも夏なつ海みも、ゆうきも。

　小由奈も拓海も麻衣も。

　藤ふじ田たも、前まえ羽は良らさんも、佐さ崎さきも。

　高橋も、暎那ちゃんも。

「仮想オブジェクト。起動。人格エレメント、受容体作成。受信レセプシヨン」

　透き通るような、幼い声。これは暎那ちゃんの声だ。

　吸い込まれるように、俺は暎那ちゃんの指し示す方向へ落ちていった。

　そこで、目が覚める。いや、これは比喩だ。俺の本体は今も眠っている。意識だけが俺が元々いた世界――『例外エクセプシヨナルレイヤー』に浮上しただけだ。

「都筑お兄さん、聞こえる？」

「ああ、聞こえるよ。暎那ちゃん、だよね」

「はい」

「もしかして、俺は元の世界に戻ってこれたの？」

「いえ、全データをこちらに持ってくることはセキュリティ上不可能。会話に必要なエレメントだけを少しずつこちらに送っているだけ」

　やっぱり、俺が元の世界に戻るのは無理なのか……。

　それでも。

「みんなと、話ができるのかな？」

「はい。今、話ができるようにエレメントを圧縮コンプレス。最後の調整で不快になる、かも」

　その瞬間、頭を混ぜっ返したような気持ち悪さが俺を襲った。

「があっ!!」

　なんだ、これは……！　気持ち悪い！　頭が痛い！

　今まで味わってきた痛みをすべて味わっているみたいな、激痛で体がぐしゃりと潰つぶされているみたいな、正体不明の痛み。

　しかし、それもすぐに治まる。

　そして、視界の白が完全に晴れ、俺の目の前にはみんながいた。

「みんな！」

　俺の声にみんなが反応した。その反応はそれぞれだ。

　でも、一様にみんな嬉しがっていることが、俺も嬉しかった。

「武ちゃんが、本当に出てきた……」

「タケにい……。あ、触れない……」

「本当に都筑、だよな……？　光の中からいきなり出てきたけど」

　佐崎、麻衣、高橋が事態を把握していないのか、とても戸惑っているように見える。

　俺としても、いきなりこっちに来させられて何が何だかわからない。

「皆さんがお話をしたいということでしたので来てもらいました。仮想の体に視覚と聴覚だけをこちらに持ってきているだけですが」

「そんなことできたの？」

「南雲裕ゆう悟ごがあっちの世界のリンク先として繋がっていたのと、ここにいる皆のおかげ。皆の想いが都筑お兄さんをここまで導いた」

　細かいことはわからない。夢のようなものかもしれないけど、それでも暎那ちゃんの言っていることは、ここが現実なのだと訴えてくる。

「や、実際に会うのは初めてになるね。改めて初めまして」

　見知らぬ男性が話しかけてくる。先程、高橋と暎那ちゃんの後ろにいた男性だ。だが、その声には聞き覚えがあった。

「あなたは、もしかして――」

「名前を名乗ってなかったね。高橋秀ひで之ゆきです。愛あい子この兄やってます。よろしくね」

「え……、兄……。お兄さん？」

　え、え、え？

　じゃ、じゃあ、俺を今まで助けてくれてたのって高橋のお兄さん!?

　今まで話には聞いていた、あの秀之さんだったの!?

「極めて不本意ながら、一応血が繋がってる」

　高橋が嫌そうに補足してくれる。間違いないらしい。

「ヒドいな……。まあ、今はそれどころじゃないね。俺も君にとっっっっっっっても言いたいことがあったんだが、残念だけど後回しだ。この通信も『フェアリーテールシステム』のセキュリティホールを使っててね。行きと帰りでラグがあるせいでそれぞれ二十二分ずつかかるから、ここには十六分しかいられない。今、君が置かれている状況を手っ取り早く聞かせてくれ」

　秀之さんに促され、俺はここまでの顚末を語った。

　俺が本来、『カスタマー』としての条件を満たしていなかったこと。

　それが原因で、『例外エクセプシヨナルレイヤー』の権限保持者になったこと。

『フェアリーテールシステム』によって、意図的に『例外エクセプシヨナルレイヤー』を越え、本来の世界に戻されたこと。

　そして、『事故の起こらなかった本来の世界』と『事故の起こった「例外エクセプシヨナルレイヤー」』のどちらかを選ぶ必要があること。

「やっぱり、そうなんだね……」

　咲が沈痛な面持ちで呟つぶやく。

「知ってたのか？」

「暎那ちゃんから、説明は受けていたから……」

　みんなが暗い面持ちになる。

「ねえ、暎那ちゃん。他に方法はないの？　ふたつの世界を維持することはできないの？」

　理恵が思わずといったように暎那ちゃんへと尋たずねる。

　だが、暎那ちゃんは首を横に振った。

「私の知る限りでは不可能。最終的に世界はひとつに集束することになるのは不変であり、絶対の事実」

　暎那ちゃんはさらに詳しく説明してくる。

「都筑お兄さんの行動如何いかんによる結果は三つのケースがある」

　彼女は小さく握り拳こぶしを作り、人差し指を立てた。

「まずひとつ目。『例外エクセプシヨナルレイヤー』の世界を選ぶ。この場合、『例外エクセプシヨナルレイヤー』の『カスタマー』の承認が必要となる。承認が得られ次第、本来の世界は消滅――厳密には上書きされ、今私たちのいる世界が継続する」

『例外エクセプシヨナルレイヤー』の『カスタマー』の承認か……。この場合、『フェアリーテールシステム』になるのか？

　暎那ちゃんはひとつ目の説明は終わったとばかりに、次に中指を立てる。

「ふたつ目。本来の世界を選ぶ。この場合、『例外エクセプシヨナルレイヤー』の世界を消去するためには『例外エクセプシヨナルレイヤー』の『メーカー』の承認が必要となる。それさえ終わればレイヤーは消え、今都筑お兄さんのいる世界が継続する。『例外エクセプシヨナルレイヤー』上に作成されたレイヤーもすべて消え、『ビジター』も消える」

　それを聞いて、藤田が確認するように暎那ちゃんへと尋ねた。

「それは『メモリーロンド』も？」

　暎那ちゃんは藤田に向かってこくりと頷うなずく。

「八年前から向こうの世界では、レイヤーが作成されていない。すべてこちらの世界で作成されている。特例はない」

　そうか。俺が肩に背負っているのは『エターナル　イノセンス』のみんなだけじゃない。

　八年前から作られているレイヤーの『カスタマー』や『ビジター』も背負っているんだ。

　前羽良さんの怯えているような顔が心に突き刺さる。藤田はすぐに前羽良さんの手を握って、慰なぐさめるように話しかけていた。

　だけど。

　同じように、事故にあった人たちの存在が俺のもう一方の肩にはかかっているんだ。

　そんな風に考えていると、今度は春姉が暎那ちゃんの説明に割り込んだ。

「あの、暎那ちゃん。話の腰を折って悪いんだけど、『メーカー』って？」

「『メーカー』はレイヤーの作成者のこと。本来であれば最上位管理者の名前になる。ただし、『例外エクセプシヨナルレイヤー』だけは別。『電でん子し妖よう精せい』が権限を握っている。『フェアリーテールシステム』としても予想していなかった事態。ただ、これはあなたたちの問題ではないので置いておく」

　気になることではあるが、時間も少ない。

　そして、暎那ちゃんは薬指を立てた。

「最後の三つ目。何も選ばない。『根源オリジナルレイヤー』と『例外エクセプシヨナルレイヤー』は複雑に絡み合う。この場合、何が起こるかは『フェアリーテールシステム』内でも想定シミユレートできていない。ただ、対つい消しよう滅めつを起こす可能性が高いと言われている」

「対消滅？」

　思わず問い返す。ＳＦのゲームか何かで、聞いたことがある単語だ。

「この世界の単語で言い表せば、物質と反物質が衝突して消滅する現象のこと。私たちの概念では少々違うのだけど、消滅するという結果は変わらない」

「消滅……」

「同等の世界ふたつが存在を懸けて軋あつ轢れきを起こし、互いが摩ま滅めつする。今現在、想定しうる最悪の結果がそれ。当然、すべての未来が潰ついえる」

　ふたつの世界のどちらかというだけでなく。

　選ばなければ、どちらも『死ぬ』。

　結局、どちらかを選ぶしかないのだ。

　周囲を見渡せば、全員が暗い顔をしている。

　問いたくなる。

　――みんなは、生きたいか、と。

　馬鹿野郎、俺は何様のつもりだ。

　生きたいに決まってるだろうが。

　そんな、当たり前のことを聞いて。

　俺はみんなに責任を負わせるつもりか？

　――みんなが生きたいと言ったから。だから、こちらの世界を選んだ。

　最低の言い訳だ。死ねばいい。

「……なあ、暎那ちゃん。この場合、俺が死んだらどうなる？」

「ちょ、ちょっと何言ってるの、武紀くん！」

「そうだよ、武ちゃん！　自分から死ぬなんて……！」

　俺の発言に咲と理恵が咄とつ嗟さに反応する。いや、よく見れば他のみんなも複雑そうな表情だ。

「何も選ばないことと同じ結果になる。都筑お兄さんは世界の道みち標しるべ」

　そんな中、暎那ちゃんは俺の質問に答えてくれる。

　みんな一様にほっとしてくれてるけど、死ぬことも許されないということか。

　だけど、仮に。

　すべてが上う手まくいくのであれば、俺は死を受け入れるのか？

　嫌だ。

　死にたくない。

　みんなを残して、死にたくはない。

　俺が幸せにすると誓ったのに。

　何もせずにいなくなるなんて、そんなの最低の行為だ。

　自己犠牲は尊とうとい。

　だからといって、大事な人たちを遺して、やるべきこともやれずに逝くのは無責任だろう。

「ねえ、暎那ちゃん。わたしたちが一回消えていた時みたいに、また戻って来られないのかな？　わたしたち、消えてる時はアカシックサーバー上にいたんだよね？」

「咲。消えるとか、戻ってくるとか、言わないでくれ。それこそ、自分から死を選ぶみたいに……」

「でも……」

　俺の不安を余よ所そに、暎那ちゃんはふるふると首を振った。

「アカシックサーバーに行っても、『例外エクセプシヨナルレイヤー』が消失した時点で、その上で成り立っているレイヤーで維持されている『ビジター』は全員消える。『例外エクセプシヨナルレイヤー』の呪縛からは逃れられない。世界の法則からも」

　それを聞いて、少しだけ安心した。そういうことであれば、咲が思い余って行動を起こすこともないだろう。

　だが、咲はまだ何か考えているのか、思案顔だ。

「咲。妙なことを考えるなよ、お願いだから」

「え……？　あ、ううん。犠牲になろうとか、そういうことは考えてないよ。ただ、ちょっと気になることがあるだけ」

　それならいいけど。

　咲は真剣に何かを考えているようだ。邪魔しちゃ悪いな……。

「暎那ちゃん。決断のデッドラインはいつになるのかな」

「一週間程度。早くなることはあっても遅くなることはない、です」

　期限は一週間。

　それまでに覚悟をしなければならない。

「たーくん……」

「お兄ちゃん……」

「大丈夫。絶対に、消したりしないから」

　俺は悲しい表情を浮かべるもっとも身近だった家族に、安心させるように優しく告げた。

　だけど、そこに根拠は何もないのだ。

　そこへゆうきが鋭く、だが、いつもよりも迷いのある目で問うてくる。

「……君は実の両親を消せるのか？」

「消したくなんかない。だけど、だけど……！　俺はこっちの世界の住人なんだ……。向こう――本来の世界とやらは居心地がよかったよ。事故の傷きず痕あともなかった。親もいた。友だちもいた。恋人もいた。だけど、それは向こうの世界の『俺』が何年もかけて築き上げた理想であって、俺が築き上げたものじゃない。それは『俺』のものであって、俺のものじゃないんだ」

「そうか……。すまなかったな」

　ゆうきが寂しそうに目を瞑つむる。それでも、ゆうきが聞いてきたのはみんなを気遣ってのことだろう。きっと、こちらの世界で生きる誰かが聞かなきゃならない。みんなの代わりに、憎まれ役になってくれたんだ。

　消えるのは、親だけではない。

　春はる奈なさんは消え、武たけ杉すぎさんは春奈さんのいない世界を生きることになる。あの幸せそうなふたりを、俺は引き裂くんだ。

　それは事故を味わった人、全員に言える。

　あの事故は、多くの人の運命を狂わせた。そして、その運命の狂った世界で俺たちは生きてきた。

　その狂った世界を、俺は選ぶというのだ。

　……誰も、この判断に納得などいっていないだろう。

　しかし、これは俺が選ぶべき最良の選択肢のはずだ……。

　それすら、自分に言い聞かせているだけというのは、理解してる。選択が重すぎて、いくつもの言い訳を思いついて自分の心を慰めているだけだ。

　いくら理屈を付けたところで、人が人を消していい道理などないのだから……。

「そろそろ、時間」

　いきなり暎那ちゃんが、小さく告げる。

　気付けば、俺の体はすでに消えかかっていた。

「武ちゃん、待っててね！　あたしたちも一緒に考えるから！」

　理恵が力強く、宣言する。

　きっとそれは強がりだと思う。それでも理恵は精一杯、俺のことを想ってくれている。

　絶対に応えなければならない。

「たーくん。多くは言わないよ！　きっとなんとかなるって思うから」

　春姉が俺を激励してくれる。

「お兄ちゃん。夏海、絶対に会いに行くからね！」

　夏海も泣きそうになりながらも、心配させまいと振る舞った。

「お兄さん、まだまだ話したいことがもっとたくさんあるんです。ですから……」

　四し阿あちゃんも夏海の隣で、その表情を悲しそうに目を伏せる。

「タケにい。あたし、バカだからまだよくわかってないけど、早く、帰ってきてよ……」

　麻衣……。

「悪いな。麻衣には世話をかけっぱなしでさ」

「いいよ、あたしが好きで焼いてるんだから……」

「きっと、戻るから。帰ったら、また一緒にゲームで遊ぼう」

　麻衣は声には出さなかったが、ゆっくりと頷いた。

「何もしゃべれなかったけど、本当は話したいことがいっぱいあるって気付いたんだ。だから、武ちゃん。ちゃんと帰ってきてね」

「佐崎……」

「やだな。こんなときぐらい昔みたいに『めぐ』って呼んでほしいよ」

「なかなか、昔みたいには……」

「そっか。戻ってきたら、あの時のことを謝りたいから。絶対に戻ってきてね？」

　向こうの世界では復縁していたことを知ったらどう思うだろう。

　いや、彼女の話したいことというのは、まさに子供の頃の話なんじゃないだろうか。

「都筑。絶対に帰って来いよ。あたしは別に構わないけど、ここにいる連中を悲しませるようなことをしたら許さねぇからな」

「高橋……」

「……ま、頑張れよ」

　彼女なりの気遣いを感じる。

　本来の世界では付き合ってるなんて知ったらどんな顔をするだろう……。

「リンク切断カツト。情報返還データリターン」

　暎那ちゃんがそう呟くと、俺の視界は白く染まり始め、周囲の音も小さくなっていった。

「待っ――」

　慌てたような、声。今まで思案顔でいた咲だった。焦あせるように縋すがり付ついてくる。だが、その体は完全に突き抜けた。

　そして、みんなの声はもう聞こえなくなる。

　白くなりつつある世界で、みんなの口だけが動いていた。

　そんな中――。

　唯一、咲だけが、何かを指し示して叫んでいる。

　その先を見やると、高橋が立っていた。

　そして、もう片方の手は、開いている。俺に見せつけるように掲げていた。












　――なんのことだ!?

　もう声は届かない。こちらの声も聞こえていない。

　結局、咲の訴えていたことが、俺には理解できなかった。




　そして、俺の視界は真っ白になる。

　気付けば、俺のすぐ傍に八や重えさんに扮する沙耶が立っていた。

「その選択でいいのですか？」

　良いわけがない。

　だが、俺が選ぶならこれしかない。

「では、準備に取りかかりましょう」

　気になる言葉を言い残して、沙耶は消えた……。







　気付けば、ベンチに仰あお向むけで寝ていた。

　目の前には暗くなりつつある空が見える。

　時計を見やれば、すでに午後五時。

　起き上がる。体に問題はなかった。

　先程の出来事は夢ではない。俺はみんなと話していたのだ。

　……俺はこの世界と決別しなければならない。

　伝えるべきだろう。

　俺の身近な人たちに、感謝の気持ちを。

　自己満足でしかないかもしれない。

　伝えない方がいいかもしれない。

　それでも、ひとつのけじめをつけたかった。

　俺は、家へと帰る。居間では父さんたちがテレビを見ていた。

　父さんと母さんの座っているテーブルに俺も座る。

「ん？　どうしたんだ」

　父さんが何事か聞いてくる。

「いや、ちょっと……。ここに来たかっただけ」

　たぶん、最後の温もりになるだろうから……。

「ははは、変なやつだな。麻衣ならお前の部屋でゲームしてるはずだぞ。遊び相手はあっちじゃないのか？」

「なんか最近、タケくん、おかしくない？」

「そんなこと、ないよ」

　何気ない会話。きっともう二度とできない。

「父さんは、いつから会社なの？」

「明日からだよ。休みは今日までだ」

「そっか」

「なんだ？　どこか行きたかったのか」

「いや、そういうわけじゃないけど。なんとなく聞いてみただけ」

　実感がこもる。こちらの世界では、八年間も仕事を積み重ねてきたんだ。

　俺が生まれてからを考えれば一六年だ。俺が生まれる前から仕事をしているのだから。

　バイトを始めてまだ二カ月も経ってないけど、改めて仕事を継続するということの凄さを俺は知った。

　何年も、何年も――耐え難きを耐え、忍び難きを忍び……。

　俺よりもずっと大きな責任を背負って、父さんは仕事をしてきたんだ。

「タケくん、今日は何食べたい？」

　今度は母さんが尋ねてくる。日常の何気ない会話だ。

「なんでもいいよ」

「なんでもいいじゃ困るのよ。何かないの？」

「じゃあ、母さんの一番得意な料理で」

「それもまたずるい答えね。まあ、いいわ。このテレビ見終わったら作りますか」

　母さんも俺が生まれてから十六年間、欠かさず家事をやってきたのだろう。

　体が弱いはずなのに。

　俺は何もできなかった。

　この世界に来た俺は恩返しができると、そう勘違いしていた。

　だけど、すべては無意味だったのかもしれない。

　……それでも。

　口に出そう。声に出そう。

「お父さん、お母さん、ありがとう」

　感謝の言葉を。

「なんだ？　武紀」

「どうしたの、タケくん。いきなり……」

　両親の目が点になった。突然、こんなことを言われたらそりゃ驚くだろう。日常的に言うようなことでもないしな。

「いや、生んでくれたことと、育ててくれたことに。改めて感謝したかったんだ」

　ふたりは首を傾げている。

　それでいい。

「はははは。いきなりで驚いたが、まあ、悪い気はしないな、母さん」

「ええ、もちろん。それに私たちもちゃんとあなたにお礼を言わないとね。ちゃんと、育ってくれて、ありがとうね。タケくん」

　予想外の返しが来た。

　まさか、逆に感謝されるとは。

　涙るい腺せんが、緩ゆるみそうだ。

　だけど、この人たちはこの世界の『俺』に言ってるんであって、俺にじゃない。

　勘違いをしてはならない。

「さて。じゃあ、晩ご飯の準備でもしますか」

　母さんが立ち上がる。

「手伝うよ、母さん」

「あら、珍しいこともあるものね。なにかあるのかしら？」

「何も、ないよ。ただ、あの卵焼きの作り方を教えてほしいんだけど」

　ひとつでもいい。

　ここで、ふたりに会えた証がほしかった。

「それぐらい別にいいけど。でも、タイミングがシビアだからすぐにはできないわよ？」

「はは、了解。それ聞いて、むしろやる気出たよ」

　俺は母さんと一緒に台所に立つ。

　野菜を切ったり、下した拵ごしらえをしたりして、ふたりで料理を作っていく。

　母さんと一緒に料理を作っているなんて言ったら、笑われるだろうか。

　それでもいい。今は一緒に何かがしたい。

　その日の夜は豪勢な食事となり、俺は泣きそうになりながら、おかずをひとつひとつ嚙みしめた。




　ちなみに、卵焼きはレシピを覚えたものの本当にタイミングや分量がシビアだった。でも、かろうじて母さんの味の面影があるものができたと思う。

　父さんや麻衣にも食べてもらって、お墨付きを貰えたのはとても嬉しかった。







　晩ご飯を食べ終わった俺は携帯を手に取り、電話をかけた。

「もしもし、都筑ですが」

『武紀？』

　相手は高橋だ。もちろん、彼女にも別れを告げなきゃならない。真実も、含めて。

「話があるんだ。聞いてほしい話が……」

　高橋は『すぐに行く』と言ってくれる。

　俺は待ち合わせの場所を指定して、すぐにそちらに向かった。




　待ち合わせ場所には、先に高橋が来ていた。

　マフラーに手袋と、とても暖かそうだ。

「よっ」

　俺に気付いた高橋は軽く挨拶をしてくる。

　前回、あんな別れ方をしたんだ。これから話すことが、とても重大なことだとはわかっていると思う。

　それでも、彼女は気丈に振る舞っていた。

「来てくれて、ありがとう」

「水くさいこと言うなよ。あたしとお前の仲だろ」

「……ああ」

　彼女の優しさに、一瞬、二の足を踏んでしまう。

　だが、ここで歩みを止めるわけにはいかない。

「前さ。『俺は二重人格みたいなものだと思ってくれ』って言ったと思うんだけど」

「ああ、あったな……」

「俺、別世界の人間なんだよ。こことよく似ていて、だけど違う。そんな世界から来たんだ……。今から順にひとつずつ話していくよ」

　俺は真実を語り始めた。




「そっか……」

　俺の説明を聞き終えた高橋の第一声がそれだった。

「信じてくれるのか？」

「あたしがお前を疑ったことがあったかよ……、って別世界の武紀なんだったな」

「ああ……。君の恋人はこの世界の『俺』で、俺じゃない。騙だまして、ごめん」

「いいよ。気付かなかったし。それに、お前は違うって言うけど、本質的なところでは同じだよ。ひとりでふさぎ込むところとか、優柔不断なところはそっくりだ」

　その辺りはふたつの世界共通らしい。

「だから、あたしは言ってくれて嬉しかった。きっと、あたしをずっと傷つけたくなかったんだろ？　不器用な優しさもそっくりだ」

「高橋……。買い被りすぎだ」

「ばーか。好きだから、買い被ってんだよ」

　高橋が俺に背中を向ける。

「なあ」

「………」

「あたし、消えるんだろ？」

「……ああ」

「実感がないから怖くないし、これからあたし自身がどうなるのかもわからないけど……。お前が自分の世界に戻ったら、あたしのことを気にかけてくれれば嬉しいよ。お前の世界のあたしも、お前のことを好きだから。きっと、な」

「この世界の『俺』に比べたら、俺は――」

「だから、変わらねぇって言ってんだろ。こっちの世界の『お前』も、そこまでお前と大差ねぇよ」

　脳のう裏りに、疑問が過よぎる。

「なあ。この世界の『俺』と今の俺に大差がないとしても、なんでそんなに俺の言葉を真実だって思ってくれるんだ？」

「お前の噓うそを見抜くための術すべは知ってるからな」

「でも、それだけでか？」

「半年間の記憶がないならお前は知らないかもしれないけど、あたしはひとりの女子を苛いじめたことを疑われてさ。その時に、お前がかばってくれたんだ。クラスでの糾きゆう弾だんからも、キレた男子からのカッターナイフからも……。『犯人を現時点で決めつけるのは早いって言ってるんだ。先入観だけで疑って、何かが起こる度に高橋に罪をなすりつけるのか？』って啖たん呵か切ってくれた時から、あたしはお前のことを信じてるから」

　以前、咲の苛め糾弾から高橋をかばった時に、そんなことを言った気がする。この世界でも起こっていることは翔しよう也やに聞いた。

　でも……。

「それだけで、か？」

「充分だったよ。あたしには……」

　彼女の信頼が、身に余ってしまう。

「あーあ、初はつ詣もうでのお願い、叶わなかったな……」

　はっとする。

　あの時、秘密にしていたのは『俺と一緒にいたい』とか、そういう願いだったのだろうか……。

　そんな願いすら叶えられない自分が情けない。

　だから、せめて――。

「高橋。これ、貰ってくれないか？」

　俺は自分の指輪を外し、高橋に差し出した。

「これ……。いいのか？　大事なものなんじゃ……」

　この指輪は、みんなにも渡した大事なものだ。

　だけど、せめて、この世界の高橋に自分の大事なものを受け取ってほしかった。こんなの自己満足でしかないけど、形のある証だけでも渡したかった。

「高橋に貰ってほしいんだ」

「そっか、サンキュ。餞せん別べつに貰っておくよ……、うん。少しの間だけかもしれないけど、嬉しいよ」

　高橋は俺から指輪を受け取ると、大事そうに握った。

「それじゃ、な……。これ以上は顔を見るの、ちょっと、つれぇわ」

　俺に背を向けたまま、彼女が一歩踏み出す。二歩、三歩……。

　少しずつ、遠ざかっていく。

「今回のこと……。消えても、そっちの世界のあたしが思い出したりしてくれたら、ちょっといいよな」

　夜の風に乗せて、そんな台詞せりふが聞こえてきた。




『そっちの世界のあたしが思い出したりしてくれたら……』




「あ、れ……？」

　何か、引っかかる。

　思い出す？

　いや、違う。

　覚えてる？

　なんだなんだなんだ。

　急速に、閃きの緒いとぐちらしきものが頭を支配する。

　高橋に何かある？

　そう言えば、咲は別れ際、高橋を指し示していた。

　思い出せ。

　咲のもう片方の手は広がっていた。掌てのひらを見せるようにしていた。

　どういう意味だ？

　パー？　手相？　掌に収まる？　あるいは、数字の五？

　五。五日。五つ。五月。

　五月は俺が『エターナル　イノセンス』を投影した月――。

「あ………」

　そうだよ。

　なんで、忘れてたんだ？

　あの時、彼女は――！
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「彼は決めたようですね」

「………」

「どうかしましたか？」

「いや……。決めたと言えるのかな？」

「彼の心はすでに一方に傾いています。処理をするには問題ないでしょう」

「君たちとしては、この選択では困るんじゃないのかい」

「……彼の選択であれば、それに従うほかありません。今は『フェアリーテールシステム』の力を復旧することが何よりも優先度が高いのですから」

「それで、君たちの未来にいる同胞はすべて救えるのか」

「種を継続できる分だけでも同胞が救えれば、それで充分です」

「僕としては納得できかねるけどね」

「……この時代のあなたには関係のない話です。さあ、あなたの権限を使っていただきましょうか」

「今回のことは『フェアリーテールシステム』にとっても初の試みのはず。どういう処理になるか、わかっているのかい？」

「そのために準備を重ねてきたのですよ。不測の事態はシステムが全力でフォローします」

「………」

「さあ。許可を」

「……了解。……許せよ、都つ筑づきくん」
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　あの時、彼女は――！

　そう思った時だった。

　ガクンと。

　世界が揺れた。

　地震、ではない。

　物理的な『何か』ではなく、精神的な『何か』が揺らされたような、よくわからない感覚。

　そして、目の前にした高たか橋はしはふらりと、糸の切れた操り人形のように崩れ落ちた。

「高橋ッ！」

　咄とつ嗟さに支えるような暇もなかった。

　倒れた高橋に近付いて、すぐに確認を取る。

「噓うそ、だろ？」

　息は――してる。

　だけど……。

「高橋！　目を覚ましてくれ、高橋！」

　目を覚ます気配がない。

　なんだ、これは？　何らかの病気か？

　いや、こんな時に取る行動なんかひとつしかない。

　俺はすぐに携帯を取りだし、一一九を押した。

　場所と状況を伝えると、五分もしないうちに救急車がやってくる。高橋が担架に乗せられ、救急車の中へ。俺も付き添いとして救急車に乗り込んだ。

　救急車が病院へ向かい始めると、救急隊員の人が尋たずねてくる。

「いきなり倒れるような場合は、貧血、脳のう梗こう塞そく、心しん筋きん梗こう塞そくが疑われますが、何か心当たりは？」

「いえ、そんな話は聞いたことが……」

「では、彼女は手足のしびれや頭痛を訴えたことはありますか？」

「いえ、それも……」

　救急隊員が向かう病院に向けて、「原因不明」と伝えた。

　不安が加速する。

「ところで、君は何ともない？　頭痛とか、吐き気は？」

「え……？　ええ、大丈夫ですが」

　なぜ、俺まで聞かれてるんだ？

「実は先程から広範囲で似たような報告が数多く救急に入ってきている。もしかしたら、毒ガスか何かかと思ってね」

　広範囲で起こっている？　どういうことだ……。

　……偶然、か？

　俺の困惑を余よ所そに救急車は病院へと向かっていった。




　病院に搬送されてからも、高橋は目を覚まさなかった。

　この事実を高橋のご両親に伝えなければならないが、俺は彼女の携帯番号は知っていても、家の番号を知らない。彼女は身分証明なども所持していなかった。

　だが、クラスの連絡網には載っていたはず。

　俺は病院の外に出て、家へと電話した。

　だが、何回コールしても誰も出ない。

「……なんでだよ!?　どうして出ないんだ？」

　父さんは？　母さんは？　麻ま衣いだっていたはずなのに!?

　一旦、家に戻るしかない。

　そう決めた俺は医師にその旨を伝えるため病院内へと戻る。中に入ってすぐの待合室ではテレビがニュースを流していた。

　その内容に、俺は目を疑う。

『緊急放送です。横よこ岸ぎし市の一部で、倒れる人が続出しているようです。また、俄にわかには信じられませんが神隠しにでもあったように消えてしまった人もいるようです。大規模な毒ガスや誘拐などが考えられます。家から出ないように――』

　普段では考えられない冗談みたいな、ニュース。

　消えてしまった……？

　嫌な、とても嫌な予感がした。

　俺は受付に、高橋の連絡先を調べるために家に戻ると担当医への伝言を頼んで、急いで病院を出る。全速力で走った。




　玄関の鍵を開け、飛び込むように家へと入る。

　居間のテーブルに突っ伏すように麻衣が倒れていた。まるで高橋と同じように。

　すぐに駆けよって、容態を見る。

「麻衣！　起きてくれ、麻衣！」

　息はしていた。

　だが、何度呼び掛けても反応がない。高橋とまったく同じ症状に見えた。

　テレビからのアナウンスだけが部屋に響く。ニュースは病院内で見たものとまったく同じ内容だ。

　俺は再び救急車を呼ぶと共に、両親を捜す。姿はまったく見えない。

　だが……。

「なんで、麻衣の対面にこんなものが……？」

　皮を剝むいている途中の、みかん。

　まるで、父さんが、その最中に消えたとでも言わんばかりだ。

　自分の中での本能が囁ささやく。

　――認めろ。

　言い訳はいくらでもできる。

　――認めろ。

　よほどのことがあって、家を出たのかもしれない。

　――なら、なぜ靴がある。

　別の靴を履いていったのかもしれない。

　――今すぐに確かめろ。第一、いきなり出て行くのであれば伝言ぐらい残すだろう。

　だけど、もう。

『俄には信じられませんが神隠しにでもあったように消えてしまった人もいるようです』

　そうだ。

　消えて、しまったんだ。

　何が起こっているのか――。

　考えられることは、ひとつしかないだろう。

『フェアリーテールシステム』だ。

　沙さ耶やは、俺がこちらの世界に引き戻される時に言っていたじゃないか。

『その選択でいいのですか？』

　と。

　上書きが始まることで。

　記憶に差異のある人たちは、意識を失い――。

　俺が元いた世界に存在していない人は、その存在を失ったんだ。

　言葉ではっきりと沙耶に対して口にしたわけじゃない。

　それでも、俺の心はすでに傾いていた。自分の元いた世界を優先していた。

「俺の、選択で、世界が……？　俺が、少し、そう考えてしまった、だけで……？」

　独りごちた台詞せりふに――。

「その通り」

　返答があった。

　声がした方を向くと、そこには南な雲ぐもさんが立っていた。

「南雲さん……」

「これは、君の選択が引き起こした結果だよ」

「こんな、ことって……」

「君は上書きがすぐ完了すると思っていたのかい？　『フェアリーテールシステム』としても規模の大きい処理だからね。多少の不都合は出てくるさ。しかし、安心するといい。それが終われば君のいた世界が現れる」

　結果は、同じ。

「三日も待てば、『例外エクセプシヨナルレイヤー』が元の世界に取って代わる」

　しかし……！

「君は選択した。なぜ、そんなに苦しむ？」

「俺は……。俺は……！」

　浅はかだった。

　愚かだった。

　短慮だった。

　軽率だった。

　上書きが一瞬で済むと思い込み、結果にだけ目を向けて、過程がどうなるかなど考えもしなかった。

　パソコンでコピーペーストのようなものになるかと思い込んでいた。

　でも、過程はあった。

　今もニュースは駆け巡っているだろう。

　心の底に、『俺の世界にいない人間を消滅させた』という後悔が滲にじむ。

「もう一度言う。これが君の選択だ」

　止めてくれ。

「今も、記憶の誤差が大きい人は記憶を受け入れるために意識を失い、君の世界にいなかった人々は消え失せている。あの事故で亡くなった人が消えているんだ」

　止めてくれ。

「上書きを止めてくれ！　今すぐ！　見つけたかもしれないんだ！　すべてを救う方法を！」

　南雲さんの顔を見る。俺に対して「本当か？」と詰問をしているかのような表情をしていた。

「聞いてみなければわからない。だけど、俺はその可能性に縋すがりたいんだ！　だから、止めてくれ……！」

「……僕にそんな力がある、とでも？」

　南雲さんは、挑戦的な笑みを浮かべて待ち構えている。

　この事態は『フェアリーテールシステム』が引き起こしている。それは間違いない。

　だが、俺の考えが正しければ、南雲さんもこの事態に一枚嚙かんでいるはずなんだ！

「少なからず、あるはずだ。あなたは『例外エクセプシヨナルレイヤー』の『カスタマー』なのだから……！」

　俺の言葉を受けて、南雲さんは少なからず驚いているようだった。

「どうしてそう思ったんだい？」

「レイヤーには、その情報源となる『カスタマー』が必要だという話があった。ならば『例外エクセプシヨナルレイヤー』もその原則からは外れていないはず。しかし、『カスタマー』になれる人間は限られてる。ならば『例外エクセプシヨナルレイヤー』が作られたと同時に、この世界から消えたあなたが『カスタマー』となったと考えるのは自然のはずだ」

　俺自身が分割されてしまったレイヤーの『カスタマー』であることには違いないんだ。

　規模が大きかろうと、『陽かげ炎ろうの傷きず痕あと』のレイヤーと『例外エクセプシヨナルレイヤー』の兼任はできるはず！

　しかし、南雲さんは黙ったまま動かない。俺の指摘に、逆に指摘を入れてきた。

「年月はただの偶然だと言ってしまえば、それで終わりじゃないかな？」

　俺は首を振る。

「それだけじゃない。あなたは『僕はこのプロジェクトのキーのひとりでもあった』と言った。『例外エクセプシヨナルレイヤー』の上書きには、『カスタマー』の承認が必要となると暎那ちゃんから聞いている。これは『キー』としての役割と言える！」

「なるほど。だが、まだだ。『キー』と言っても別の役割があるかもしれないじゃないか」

「いや、最後の物的証拠がある。あなたの投影した『陽炎の傷痕』のレイヤーはまだ残っているんですよね？」

「ああ、元気でやっているはずさ」

「レイヤーは『カスタマー』なくして維持できないはずだ。そして、こちらにいる俺は向こうに『エターナル　イノセンス』の情報を供給できていない。だが、あなたが『例外エクセプシヨナルレイヤー』の『カスタマー』ならば、その範囲内にある『陽炎の傷痕』のレイヤーに情報を供給することも可能のはずだ！」

　南雲さんと一緒に出かけた時、それについて尋ねたら『どうにかこうにか繋がっているらしい』と実に曖あい昧まいな返答をした。あまりにも珍しかったから、覚えていた。

「総合的に考えれば、あなた以外に『カスタマー』の適任者はいない」

　俺の指摘を聞いた南雲さんは――。

「やれやれ」

　まいったとばかりに肩をすくめる。

「それぞれなら言い逃れはできるけど、さすがに全部を言われてしまったら何を言っても噓くさくなってしまうね」

　そして、ふっとその表情を和やわらげた。

「さあ、沙耶。まずは話を聞こうじゃないか。上書きはそれからでも遅くはないだろう」

『正気ですか？　今から止めたところで――』

　電話口から沙耶の声が聞こえてくる。

「……僕の力は魔神――魂たましいの掌握だよ。騙だましてごめんね」

　南雲さんが自然な動作で指を鳴らす。

「都つ筑づきくん。こんなことは二度とないと思ってくれ」

　すると――。

「え？」

「な、何が起こっていたんだ？」

「何、何？　どうしたのかしら？」

　麻衣が起き上がり、気付けばいつの間にか両親ふたりもテーブルに座っていた。

　何が、起こったんだ？

『先程の事件についての続報です。ただ今入った情報によりますと意識を失っていた人が全員目を覚まし、神隠しにあっていた方々も姿を現したとのことです。いったいこれはなんだったのか、警察の方では……』

　つけっぱなしだったテレビから聞こえたアナウンスが、妙に耳に響いた。







　すべてが元通りになっていた。

　意識不明の人も、消えてしまった人も戻っている。

　両親と麻衣が大丈夫なことを確認してから再度病院へ行くと、高橋も意識を取り戻していた。

　病室のベッドの上だが、普段通りの彼女だ。

「あの公園で意識を失ってから、起きたらこんな場所にいたんだけど何があったんだ……」

「俺にもよくわからないよ」

　不思議がる彼女にそう言う。それを知るのはこれからだ。

「それにしても、別に普通に動けるんだから帰ってもいいだろうにな」

「いきなり倒れたんだから少しはゆっくりしてなよ。多少の検査は必要になるだろうしな」

「そりゃ、そうかもしれねぇけど……」

　高橋は体を持て余し気味なようだ。南雲さんの話によれば後遺症も何もないらしいので、本当に健康体なのだろう。

「……あのさ、武紀」

　高橋が恐る恐る俺の名前を呼んだ。

「どうかしたか？」

「さっき医者の人が教えてくれたよ。ずっと心配そうに付き添ってくれたって。ありがとな、武紀。やっぱり『お前』はお前だよ」

　彼女の優しさが少しばかり痛かった。俺は彼女の優しさを受け取っていい男じゃないから……。

「でも、起こしたのは俺が原因みたいなものだから……」

「……なんでもかんでも背負うなよ。人間、背負えるものなんか、たかがしれてるんだからよ」

「高橋……」

「お前の周りで何が起こってるのか、あたしには全部理解できねぇよ。でも、あたしはお前の選択を支持する。お前の選択は、正しいってな。いや、違うな。選択に正しいも間違いもねぇんだ。お前は選んだ選択を正しくしてくれるって思うんだよ。だから、上う手まく言えねぇけど……。………頑張れ」

「………………ありがとう」

　励はげまされてしまった。

「それじゃ、俺、ちょっと急用があるから一旦帰るよ」

「ああ、じゃあな。あ、ちょっと待て」

　引き留められた。

　高橋は毛布で体を隠して、照れながら小さく呟つぶやく。

「……やっぱり、呼んでくれ」

「呼ぶ？」

「……一回だけで、いいよ」

　そこまで言われてわからないほど鈍感ではない。

　だから、口に出す。

「愛あい子こ」

　彼女の、名前を。

　ただ、恥ずかしいことには変わりがないのだけど。一度もそう呼んだことがないしな。

「はは、サンキュ。……なあ、あたしとお前の世界のあたし、どっちがいい？」

「え……？」

「……なんでもねーよ。今度こそ本当に……、じゃあな。まともに顔を見てられないから出てけ」

　それから叩き出されるように、俺は病室を出た。

　待合室まで戻る。そこでは南雲さんが待っていた。

　合流して病院内の喫茶店に移動し、そこで改めて話を聞く。

「結局、どういうことだったんですか？」

　南雲さんはコーヒーを一口飲んでから説明を始めた。

「簡単に言えば上書きなんか最初っからしていなかったのさ」

　さらに饒じよう舌ぜつに今回のことについて語る。

「君の選択が『フェアリーテールシステム』に受託されてから、システムは上書き準備を進めてきたんだよ。それはもうレールに乗っかった処理だからね。あとは僕が承認するだけの状態まで来た。僕としてもこの世界に何か理想の解決策はないか模索をしてたわけだからね。ギリギリまで君に反対の意を表明してほしかった。そのためには君に選択の重みを見せつけるしかない。だから、欺あざむいたのさ。巻き込んだ人たちには悪いことをしたと思ってる」

「それにしたって、規模の大きさが……」

「君と一緒に出かけた時に、広範囲の霊魂陣を仕掛けておいたんだ。ひっそりとそれに使うための特殊な石をばらまいてね。僕の異能を使うための印付けみたいなものだったんだけど、知られたくなかったから、君に石の音を感知された時は少し緊張した」

　そう言えば町中を散歩していた時に、そんなことがあったな。あの小石は南雲さんがばらまいていたのか。

「僕の異能は魔神――魂を掌握し、自在に操るもの。もちろん、いくつかの使用条件はあるけどね。陣を描くのもそのひとつ。魂を封じるとその体を消去させられるし、その魂の活動を停止させれば意識を失う。レイヤー上書きなんて例がないだろうからね。それらしい演出をさせてもらったんだ」

「……ここまでのことを、予想していたんですか？」

「あり得る未来はすべて想定し、打開策を立てておくものさ。想定できない出来事もあるけどね」

　南雲さんはコーヒーカップを持った手で俺を指さす。

「これで上書き処理は一旦停止された。しかし、再び、君は選択を突きつけられている。もし、君がどちらかを選ぶつもりなら、ああいうことが起こるとぶれない覚悟をした上で決めてほしい」

「……はい」

　南雲さんがコーヒーカップを置くと、傍にあった彼の携帯から声が響いた。

『我々を騙かたるとは……』

「ごめんね。でも、君たちも少し結論を焦あせりすぎさ。自己保身が過ぎる。もう少し、僕ら人間のことも考慮してほしいよ。一己の人間には重すぎる選択なのだからね」

『……まあ、いいでしょう。それで都筑武たけ紀のり。先程、すべてを救う方法があると息巻いてましたね。聞かせていただきましょうか』

　南雲さんが携帯から俺に視線を向ける。

「最初から答えは俺の中にあったんだ。自然すぎて、気付かなかっただけで。沙耶。俺は一度『エターナル　イノセンス』を消してしまったよな？」

『ええ。あなたが「関係接続因子」をひとつも作らずに物語を終わらせてしまいましたからね。「ビジター」を待機状態で「アカシックサーバー」に置いて、再投影に備えました』

　それで再投影した時にみんなが元の記憶を保持していたのか。まあ、今はそれを置いておこう。

「消した時の話をするぞ。俺のレイヤーが消えた時、ひとりだけ確実に変わった人がいる」

『誰ですか？』

「高橋愛子、だよ。俺のクラスメイトだ。俺との仲なんてよくなかった彼女が、退院後の俺に気安く話しかけてくれた。投影前と投影後で明らかに変わっている。これはなぜか？」

『………』

「以前、言ったよな。あるプログラムのことだ。『彼女たちの存在環境を構築し、矛盾を一掃するフィルタープログラム、現実補正リアリテイ・デバイス』と。あの時、これが使われたんじゃないのか？」

『……そうですね。記憶の誤差が大きい場合、それを使って調整を行います。完全に消すとどうしても自分の記憶に疑いを持ってしまうので。その人にとって記憶にある「ビジター」は消えても、記憶に影響を及ぼすぐらいとても大切な人だったんでしょうね』

　そっか。あの短い間だったけど、咲さきと高橋はお互いを大切に想っていたんだな……。

『まさかとは思いますが、現実補正リアリテイ・デバイスの使用を考えていたりしますか？』

「それ以外に何があるんだ。『例外エクセプシヨナルレイヤー』を消去する瞬間に、それを最大限に使うことで――ふたつの世界を結合マージする。ふたつの世界で記憶に誤差がある人は記憶を。本来の世界に存在している人はそのままで。『例外エクセプシヨナルレイヤー』上にいる『ビジター』も、現実補正リアリテイ・デバイスで対応する」

『……「ビジター」までは不可能ですよ。『例外エクセプシヨナルレイヤー』を消去する瞬間に消えます』

　そんなことは想定済みだ。

「こちらの世界にもその『ビジター』がいたらどうだ？　『例外エクセプシヨナルレイヤー』だけにいる『ビジター』が全員、こちらにいれば」

『……こちらの世界にも『例外エクセプシヨナルレイヤー』で作られたレイヤーを投影しろ、と？』

「そうだ。消す瞬間だけでもいい。できないか？」

『可能、ですね。一瞬でしたら、ここに残存しているＮウｏー．ヌ１ムとＮｏ．２ドウオで、なんとかなるでしょう』

　そこまで説明すると、南雲さんが心配そうに口を挟んでくる。

「しかし、それにはひとつ問題があるんじゃないかな？　君のレイヤーである『エターナル　イノセンス』だけはここにないんだ。この世界には投影できない」

「大丈夫です。それにも、策はあります」

　自信を持って言える。もちろん、上手くいくかどうかは、俺次第だけど――。

　そこへ沙耶が詰問口調で問い詰めてくる。

『……しかし。それはある種、世界を自分の都合のいいように作り替えるということです。あなたは人の身で神でも騙るつもりですか？』

　……ああ、そうだろうさ。

　親が大事だから。咲や理り恵え、春はる姉ねえや夏なつ海みが大事だから。

　武たけ杉すぎさんの今を守るため。藤ふじ田たの今を守るため。南雲さんを救うため。

　事故で亡くなってしまった人たちの運命を取り戻すため。

　どれだけのお題目を掲げようと。

　俺が踏み込もうとしている道は人の身には余る。

　だが――。

「そんなことはどうでもいい。みんなが幸せな、理想の世界をそれで構築できるなら、邪神と罵ののしられようと、悪魔と謗そしられようと構わない！」

『それが、あなたから見た――主観での幸せでしかないとしても？』

「ああ、そうだ！」

　俺の言葉を受けて、沙耶は何も言葉を返さない。

「沙耶、ひとつだけ聞きたい。『事故が起こらなかった』ことで不幸になる人間はいるか？」

『………』

　沙耶は何も答えない。

「代わりに僕が答えよう。僕がサーバーの中で見渡していた限りではいないはずだよ。大なり小なりの変化はあったけど事故が起こって幸福になった人は存在していない。これは誓ってもいい」

　南雲さんの話を聞いて、俺は自分の考えに確信を持った。

　本来の世界がベースになるからこそ、『例外エクセプシヨナルレイヤー』上で幸せな人を不幸に叩き落とす可能性があったからだ。

　だが、その心配もない。

「沙耶。それで、どうなんだ？　俺が言っていることは、不可能なのか？」

『……理論上は、可能です』

　俺はその言葉を聞いて、ぐっと拳こぶしを握り込んだ。

『ただ、どこまで適切に処理できるかはシミュレートしてみなければわかりません。実在する人間の存在を消すようなことにはなりませんが前例がありませんからね。データが膨大すぎるんです。現実補正リアリテイ・デバイスが処理の重いプログラムなのもネックです。上書きする一瞬に処理を行えるようにするか、上書きする時間を延ばしてその間に処理をできるようにするか、です』

「そういうように処理できないのか？」

『想定していませんので、そんなプログラムは存在していません』

「……それは俺に作れたりしないのか？」

『なんですって？』

「ないなら作ればいい。システムが作れないというのなら、俺が作る。作ってみせる！」

『言うは易く行うは難し。この世界ではこんな表現がありましたね。できると思ってるんですか？』

「できる。あなた方に協力してもらえれば、な。俺ひとりじゃ、とてもできない。みんなの力が必要だ」

『………』

「頼む、沙耶。力を貸してくれ。これまで困難を振られてきたけど、俺は『フェアリーテールシステム』そのものを嫌っちゃいない。おかげで男として、主人公として成長できたと思ってる。あなたたちの未来を守ることも誓う。俺の中に絆きずなを結ぶ力が眠っているというのなら全部持っていくまで俺はモルモットでも何でも構わない」

　言い終えると、静寂が訪れた。

　しばらくそんな時間が続く。緊張で汗が頰ほおを伝った。

　そして、

『……いいでしょう』

　という言葉が、沙耶からアナウンスされた。

「ありがとう……！」

『時間がありません。計画を練り直します。ですが、その前に……』

　そんな時だった。

　俺の携帯から、エマージェンシーの音が鳴ったのは……。

「なん、だ？」

『私は言いましたよ。「選択を引き延ばして、後悔しても知りませんよ」と』
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　このエマージェンシーの音は確か……！

　俺は即座に携帯を取り出し、この音がした原因を確かめる。
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　噓うそ、だろ？

　いつのまに……！　なんで、ここまで減ってるんだ……？

　三〇分を切ったらエマージェンシーの音が鳴るようにしていたとは言え、この音を聞くことになるなんて！

「沙さ耶や！　どういうことなんだ!?　『エターナル　イノセンス』の全レイヤーが、消えそうになってるなんて……！　暎えい那なちゃんと正まさ樹きに何かあったのか？」

『限界がきたんですよ』

「どうして？」

『レイヤーは「カスタマー」によって支えられる。「カスタマー」から得られる情報を供給源に成り立ちます。それが得られなければ消滅してしまうのですよ。先程、あなた自身が南な雲ぐもに指摘したことです』

「だけど、正樹がいるのに、なぜタイマーがここまで著しく減ってるんだ!?」

『レイヤーの中心人物である真さな田だ正樹の情報が枯渇したのでしょう。頻繁に情報を供給できる「カスタマー」と違って、「ビジター」には限界があります。「カスタマー」は日々を生きていますが、いかにリアルであろうと今の「ビジター」は情報でしかない』

「もしかして、それで俺に選択を急がせていたのか……!?」

『……言ったでしょう。選択を引き延ばして、後悔しても知りませんよ、と』

「なぜ――」

　なぜ、言わなかった。

　俺はこの言葉を飲み込んだ。

　きっと、沙耶はどうにもできないと思っていたのだ。

　それに、そんなことを責めたところで、今の状況は変わらない！

　だけど、このままじゃ、みんなが消えてしまう……！

「救う、方法は……、ない、のか……？」

『「例外エクセプシヨナルレイヤー」の上書きを行えば助かるでしょう。世界はひとつになり、「エターナル　イノセンス」はあなたという供給源と容易に繋がることができます』

　ようやく、世界ふたつをどうにかできるかもしれない筋道が見つかったっていうのに……！

　それをもっと精査することも、実践することもないまま、俺は選択しなければならないのか？

　ふと、南雲さんを見れば、彼にとっても予想外の事態だったのか、沈痛な面持ちだった。

　携帯のディスプレイを見る。タイマーは止まらない。

　一秒の間に、各レイヤーで六秒が消費されている。

「今、『エターナル　イノセンス』の『カスタマー』を俺に戻してもダメなのか!?」

『言っているでしょう。セキュリティが障害となります。「例外エクセプシヨナルレイヤー」の情報送受信の権限が取り戻せないことには、あなたからの情報供給が追いつきません。情報送受信の権限を「メーカー」が持っている以上、こちらからはどうにもできません』

「どうにも、ならないのかよ……！」

　思わず机を叩く。

　向こうに戻ることはセキュリティの問題で不可能。

　こちらから情報を供給するのも、セキュリティの問題で無理。

『おそらくは情報送受信の権限を取り戻すべく〝オクトー〟らが動いているかとは思いますが、報告が来ていないので間に合わないでしょう』

　それでも、俺が、『例外エクセプシヨナルレイヤー』を選択すれば、みんなを助けることができる。

　こんな、結果なのか？

　これが、運命なのかよ……！

　何か、ないのか……？

　か細い、希望でいい。

　委ゆだねられる奇跡があれば、それに縋すがる。

　だけど、その道筋がまったく見えない。

「セキュリティを無視する、方法さえ、あれば……！」

　いや、破壊するでもいい。

『例外エクセプシヨナルレイヤー』のセキュリティをぶち抜く、何か……！




『そうです。それまで罹り患かん者しやが投影していた「ビジター」までもその中に取り込みます。そのセキュリティは強固で、何の情報も通さず、世界から完全に閉じます』




『セキュリティを貫通し、ものによっては破壊します。あなたは気付かなかったでしょうが、真田正樹を投影した時、「関係崩壊因子」を各「ビジター」に仕込んでいたのですよ。我々の構築した「関係崩壊因子」で記憶のみを封じるもの。「関係接続因子」が発生すれば、記憶を取り戻すようにね』




　脳のう裏りに過よぎる、言葉。

「沙耶。『例外エクセプシヨナルレイヤー』のセキュリティは、『関係崩壊因子』に罹患した者が作り出すレイヤーのセキュリティと同じで……。閉じていると考えていいのか？」

『ええ』

「次だ。『関係接続因子』は、相手が『関係崩壊因子』に罹患してないと発生しないのか？」

『……その方が発生しやすいという実証はありますが、それもまた絶対ではありません。特定条件下においてお互いが絆きずなを構築することで発生すると考えられています』

「じゃあ、この状況ならどうだ!?　『関係接続因子』は発生して、セキュリティをどうにかできるんじゃないのか？　相手は『例外エクセプシヨナルレイヤー』上にいる！」

『……予測は不可能』

「試す価値は!?」

『……あり、でしょう。ただ、場所が限定されますが』

　それだけ聞ければ充分だ！　そんな場所、この世にひとつしかないだろう！

　俺はすぐに病院を出て、あの場所を目指した。




　夜の公園は不気味なほど静寂に囲まれていた。

　周囲一帯に倒れた人や消えた人がでていたとは思えないほどだ。

　だが、人がいないなら好都合だ。

「大丈夫かい？」

　追いかけてきた南雲さんが公園へやってくる。

　お互い全速力だったせいで、息が上がっていた。

　しかし、そんなことに構っていられない。

『関係接続因子』を。

　思え。

　想え。

　別の世界にいる、大事な人たちのことを……！

　このまま何も起こらなければ、彼女たちは消えてしまうんだ……！

　消したくないんだ！

　こんなことで、絆を失いたくないんだ！

　彼女たちを想う気持ちなら、誰にも負けない。

　気持ちなら、セキュリティだろうと、次元だろうと突き抜けるぐらいには強いと自負してる……！

　だから――頼む！

『発生する兆候がありません』

　沙耶の言葉が耳に入る。

　お願いだ……！

　奇跡のひとつでも起こせなければ誰も救えないんだ……！

『容易に発生するようなら我々も苦労はしてませんよ』

　ああ、そうだろうさ！

　だけど、それを作れなきゃ、すべてが終わってしまうんだ！

『都つ筑づき武たけ紀のり。上書きをするべきです。それですべては解決します』

　誰も消したくなんかない！

　俺の理想とする世界が、利己的だと言われようと、身勝手だと言われようと！

　理想の世界を築き上げることをどれだけ非難されようと、俺はもう、それを為すと決めたんだ！

「ああ、そうさ。人が人を消していい道理なんかない。人が人の記憶を勝手に変えていい道理もない。どっちも最悪の所行だよ！　だけど！　どちらかを選べというのなら、俺は後者を選ぶ！」

　だから……！　その、理想のために……！

　ひとかけらの奇跡でいいんだ！

「頼む……！」

　そんな時だった。

「わっ……」

　とても、小さな悲鳴。聞き慣れた声がした。

　そちらへ振り向く。

「高たか橋はし……？」

　病院で寝ているはずの、高橋がそこにいた。

　パジャマ姿で公園の入り口に佇たたずんでいる。

　もしかして、追いかけてきたのだろうか？　また携帯のＧＰＳを目印にした？

　しかし、そんなことが些さ細さいに思えるほど目を奪うものがあった。

「つ、都筑。な、なんだよ、これ……」

　高橋の手が光っている。いや、その手の中にあるものが光っているようだった。

　高橋がゆっくりとその手を開く。

　そこには、俺が高橋に贈った指輪があった。

　みんなにプレゼントしたものと同じ指輪が――。

　俺は咄とつ嗟さに高橋から指輪を受け取る。

　その輝きは収まらず、むしろ増していた。

「もしかして、繋がる、のか……？」

『「接続媒体リンクカタリスト」？』

　なんでもいい。

　奇跡が起こるなら、どんな理由でも構わない！

　必要ならば何でも持っていけ……！

　俺は指輪を力強く握り込み、天へと掲げた。

「みんな……！」

　指輪の光は、天を貫き。

　空から五つの光が降ってくる。

　そして、光は繋がった。

『局所的なセキュリティの突破を確認……。接続リンク……、確認……。まさか、こんなことが……？』

『Ｎｏ．３８。「エターナル　イノセンス」の「カスタマー」権限を戻して。早く』

　南雲さんの携帯から沙耶ではない、別の声――これは暎那ちゃんの声か？

『セキュリティホールからＮｏ．８７の命令コマンドを承諾Ｙ。Ｎｏ．３８。上位権限発動。「エターナル　イノセンス」レイヤー、「代理プロキシカスタマー」を「カスタマー」に復元。情報経路データルート変更モデイフアイ、特殊媒体カタリストを経パ由スし、「例外エクセプシヨナルレイヤー」上の「エターナル　イノセンス」ベースレイヤーへ。情報データ、再接続レジユーム。Ｎｏ．８７、こちらの処理は終了しましたよ』

　そして、

『都筑お兄さん。維持用に少々、情報を多量に供給する。強烈な不快感が襲う。けど、自分自身をしっかりと強く持って』

　携帯越しに暎那ちゃんに言われて、俺ははっと息を飲んだ。

『起動アクシヨン』

　と単語が放たれた瞬間――。

「うぐっ……！」

　強烈な吐き気に襲われた。頭痛もある。体中のありとあらゆる箇所が悲鳴を上げ、軋んでいる。

『ベースレイヤーから、第一レイヤーへ情報供給』

　倒れた。

『ベースレイヤーから、第二レイヤーへ情報供給』

　だが、それで痛みは治まらない。

『ベースレイヤーから、第三レイヤーへ情報供給』

　血をすべて抜かれたかのように、自身から力が抜けていく。

『ベースレイヤーから、第四レイヤーへ情報供給』

　すべてがどうでもよくなり、すべてを忘れそうになる。

『ベースレイヤーから、第五レイヤーへ情報供給』

　………。




『自分自身をしっかりと強く持って』




　暎那ちゃんの言葉が蘇よみがえる。

　意思を、強く持て！

　抜けた力に活を入れ、無理矢理、思考を巡らせる。

　そんな時間が、まるで何時間も続いたかのように思えた。

『完了コンプリート』

　そこでようやくすべての痛みが治まった。

　立ち上がろうとするが、まったく力が入らない。

「だ、大丈夫か？　武紀……」

　高橋がしゃがんで俺の体を支えてくれる。

「ありがとう……」

　凄まじい痛みが襲ってきたが、今は噓うそのように痛みが引いている。ただ、強い気怠さが残っていた。

「何が、どうなったんだ？」

　震える口で、どうにか質問する。

『情報がないとレイヤーが維持できない……。都筑お兄さんから分割したレイヤーに大量に情報を貰った。ごめんなさい……』

　弱々しく年相応な暎那ちゃんの声。その声には罪悪感が滲にじみ出でていた。

　でも、彼女が罪悪感など抱く必要などない。きっと、レイヤーを維持するため――俺の望みを叶えるためだったのだから。

「俺は大丈夫だよ。この程度の苦しみで維持できるんだったら、一向に構わない」

『いえ、そうじゃ――』

「それよりも正樹は無事なのか？　あいつは、俺の代わりにレイヤーを維持してくれていたんだろう？」

『うるせぇな。レイヤーは大丈夫だったんだから、わめくなよ……』

　暎那ちゃんの代わりに、正樹の声が届いた。

　その声に――無事だったことに、心の底から安あん堵どする。

「よかった。無事だったのか」

　溜ため息いき混じりの言葉が自然と口を衝ついて出た。

　しかし、返ってきたのは――沈黙。

　正樹は、何も、語らない。

『都筑お兄さん……。この人は、もう……』

　暎那ちゃんの悲痛な声が、携帯越しに聞こえてくる。

　もう……？

　もうって、なんだよ……。

「正樹、どうしたん……」

　そこで、ようやく気付いた。

　正樹の呼吸が、荒いことに。息も絶え絶えなことに。

『無事、じゃねぇな』

「噓、だろ？」

　否定の言葉は、虚むなしく虚空へと消える。

『さすがに、もう消える』

「なんで、だよ……！」

　いや。

　もう、わかりきっているじゃないか。

　沙耶だって、言っていた。

『頻繁に情報を供給できる「カスタマー」と違って、「ビジター」には限界があります』

　もう、こうして喋っているだけで、奇跡と言えるんじゃないのか？

『情報データを全部、持っていかれちまったからな。維持するためとはいえ、張りきりすぎちまった』

　正樹から告げられる、もう助からないという宣告。

　避けられない、消失。

『レイヤーの維持のために、最期まで、彼はその身を提供しました……』

　暎那ちゃんの悲しそうな声が、胸に響く。

「正樹……！　お前、なんで、そこまで……！」

『主人公が、ヒロインを守るのは当然だろう……？　お前が同じ立場だったら、オレと同じことをしていたはずだ。違うか』

　言葉に詰まる。

『……いや、お前だったらもっと別の方法を思いついていたかもしれないな』

「買い被りすぎだ、馬鹿野郎……」

『だけど、オレにはこうするしか方法がなかった。主人公オレの限界さ。だけど、みんなを守るためにどうにか時間稼ぎできたんだ。オレの存在ぐらい安いもんだ』

　今更ながらに気付いた。

　理り恵えのレイヤーで再会した時、正樹は珍しく調子が悪そうだったじゃないか。なんで、俺はそれを……！

「俺は……。お前のことに、気付くことも、できなかった……！」

『自分に、何でもできると思い込むんじゃねぇよ』

「そんなことは……！」

『今回のことは完全に事故だ。「フェアリーテールシステム」が何も教えなかったんだから、お前に気付くことは不可能だ。だから、お前が気に病む必要はねぇよ』

　正樹はそう言うが、それでも気付くための情報があったんじゃないか？

　そう考えてしまう。

　俺は自分に何でもできるとは思っていない。

　それでも、自分に何かできることはあったんじゃないかと、考えてしまう。

『そもそもオレは「エターナル　イノセンス」の媒体を元に、お前の意識から生まれた存在だ。無に、帰るだけさ』

　軽い調子でそんなことを言う正樹に、自分勝手にも腹が立った。

「ふざけるなよ……。そんなの、認められるか！」

　消滅を受け入れるなんて、できるわけがない。

　どちらかの世界の消滅を選べなかった俺が、正樹の消滅を認めるなんて、できるわけがない。

『まったく。本当にお前は我わが儘ままな理想主義者だな……。だけど、お前がそんなやつなお陰でオレはまだ存在を維持できてるんだろうな……』

「え？」

『オレの存在そのものはすべてレイヤーの維持に使われた。だけど、今残留しているオレはゲームにもお前の意識にもないものだよ。きっと、お前に影響を受けて変わった意識の、な』

「お前が、変わった？」

『今の意識は、オレだけのアイデンティティだ。サンキューな、武紀……』

　お礼を言われるようなことなど、俺は何もしていない。

　ただ、俺はひたすらに前へ前へと、愚直に足を進めていただけだ。

『オレは理想主義者にはなれなかった。すべてを受け入れる覚悟なんてなかった。倫理に逆らおうとするような気き概がいもなかった。オレの選択で誰かが傷つくことを、わかっているようで、まるでわかっちゃいなかった。でも、今のオレはちょっと違う。お前に、彼女たちを、みんな、幸せにしてほしいと思ってる。いや、それができるかどうか、見ていたかったんだよ』

　主人公は、ひとりだけしか幸せにできない。

　その概念を正樹は信条としていた。そんな正樹が、初めて、俺を受け入れてくれている。

　そんな、気がした。

「消したくない……」

　本音が、漏れる。

　ただの、我が儘でしかない想い。

　それでも、俺は正樹を消したくなかった。

　暎那ちゃんに問う。

「俺の情報データってのを正樹に供給できないのか？」

『失われた情報は、元々都筑お兄さんが持っていたもの。構成したものと同一の情報データは使用不可。常に「カスタマー」の加護がなければ、「ビジター」は存在するだけでも存在を削られる……』

　暎那ちゃんから紡つむがれる、絶望。

　きっと彼女は噓など言っていない。

　だけど、諦めたくない……。

　このまま、正樹を、消してたまるものか……！

「暎那ちゃん。新しい情報があれば正樹はどうにかなるのか？」

『はい。ですが、今の都筑お兄さんにはこの世界で彼に供給できるほどの量がない』

「新しい情報はどうすれば供給される？」

『日々を過ごすだけで少しずつ蓄積。ただ、とても長い年月が必要』

　それだけ聞ければ充分だ。

　ひとつだけ。

　頭の中に浮かぶ、か細い解決策があった。

「正樹。俺と重複デユプリケートしよう。俺の中で眠って、俺の情報とやらを少しずつ受け取れ。暎那ちゃん、それならできるんじゃないのか？」

　携帯の向こうで暎那ちゃんが息を飲む音がした。

『可能。だけど、長時間の重複デユプリケートは……』

「何が起こっても構わない。それで正樹が救えるというのなら！」

　暎那ちゃんの言葉からして、何かしらの不都合はあるのかもしれない。

　だけど今、正樹を救える手段がそれしかないのであれば、それを選ぶべきだ。

　たとえ、それで命が削られるのだとしても――。

　みんなを救ってくれた正樹のために、今度は俺が体を張る番だ。

「すぐにそれをやってくれ」

『オレの意思は無視か……？』

　正樹の力なき反論が聞こえてくる。だが、もう俺は決めたんだ。

「俺と一緒は嫌か？」

『……男と一緒って時点で嫌に決まってるだろう。……でも、まあ、しょうがねぇな……。今はそれに甘んじてやるさ』

「ああ、しばらく眠ってろ。起きた時を楽しみにしてな」

　そう言うと、正樹は黙った。

『では、彼をそちらの世界に一度送る』

「できるの？」

『はい。セキュリティのラグは軽減。彼の情報データもすでに小さい。問題なく、送れる』

　俺にそう伝えると、暎那ちゃんが何事か呟つぶやいた。

　すると――。

「光……？」

　俺の前に白い光が現れる。それは急速に人の形となった。

　とても弱い光だったが、正樹を模かたどっているのがはっきりとわかる。

　正樹が不敵な笑みを浮かべた。

「武紀。どんなことになっても、苦情は受け付けねぇぞ」

「……お前のやってくれたことに比べれば、どんなことが起ころうとお釣りが来るさ」

　俺がそう言うと、正樹は肩をすくめる。俺の言動に呆れているのかもしれないが、それでも俺の言いたいことは伝わっただろう。

　そして、正樹は携帯に向かって喋る。

「向こうにいる普ふ久く乃の原はらをよろしくな。しばらく会えないけど、寂しがるなよって」

『了解Ｙ』

「ま、あいつは『せいせいする』とか言うだろうけど、なんだかんだで寂しがり屋だ。頼んだぜ」

　暎那ちゃんとの短い会話を終えると、正樹は俺を見据えた。すでに消えかかっているけど、俺の目を見ているのがはっきりとわかる。

「武紀。起きた時にお前が理想を達成できてなかったら――お前の意識を奪って、オレがオレの理想を作る。覚悟しておけよ」

「ああ、上等だ」

　俺は正樹に拳こぶしを差し出す。正樹も拳を差し出した。












　触れることは叶わないが、それでも正樹の温もりを、意思を感じる。

「じゃあな、正樹」

「ああ、元気でな……。武紀……」

　その言葉を最後に――。

　正樹が光の粒子となった。

　少しずつ、その光は俺の手に集まってくる。

　そして、俺の中へと消えていった。

　少しだけ温かくて、あいつの存在が心の中で感じ取れるような――。

　そんな気がした。

「ありがとう、暎那ちゃん」

　俺がお礼を言うと、

『私の力不足……』

「そんなことはないよ……。ちゃんとみんな助かったんだろ？」

『はい……』

　それなら充分だ。声は聞けないけど、それでもみんなの存在があるのがわかった。

『関係接続因子』のおかげかもしれないし、この指輪のおかげかもしれない。

　細かいことは、わからない。

　俺がこの世界に、なぜこのタイミングで来たのかもわかっていないのだ。

　その上、もう頼りになる俺の主人公はいない。

　問題は山積みだ。

　だけど、俺はすべて片付ける。

　みんなのためにも……！

　必ず、理想の世界を、築き上げてみせる！
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　そこは、特殊な世界――。

「沙さ耶や」

「なんですか、南な雲ぐも」

「奇跡は、起こったよ」

「……奇跡でも何でもないでしょう。『関係接続因子』の発生原因は未いまだに突き止められていません。希少なケースが発生したというだけです。ただの銀細工という無機物が必要になるとは予想外でしたが」

「プレゼントには想いが宿るものだよ。物語ではたびたび、想いの宿った物が奇跡を起こしてきた。そういうことじゃないのかな」

「……白しら々じらしい。あなたは『例外エクセプシヨナルレイヤー』の『カスタマー』設定改変権限を使って、接続媒体リンクカタリストの誘導をしたのでしょう」

「否定はしないよ。でも、あの指輪がなかったら……。そして、彼が本当に彼女たちを想ってなかったら起きなかった奇跡だ。それは、認めてもいいんじゃないかな」

「認めるも何もありません。『関係接続因子』のことについて我々の理解が足りなかった。それだけです」

「……そんなだから、君たちは心と心を繋げることができないんだよ」

「何が言いたいんですか」

「いい加減、真実を言うべきだ。なぜ協力しようとしない」

「……何のことを言ってるんですか？」

「君がしらばっくれるなら聞くけど、世界の結合マージそのものは君たちの想定した計画にもあったはず。だが、破棄されたと思ったんだけど」

「ええ、そうでしたね」

「そう言えば、理由を訊いてなかったね。……なぜ？」

「想定シミユレーシヨンにおいて予想できないことが多かったのですよ。世界がどうなるかわからないのであれば、安全に世界をひとつ選ぶ方がいいでしょう」

「ひとつ選ぶ形でも予想できないことはありそうだけどね？　僕としては、別の理由があるんじゃないかって思ってるんだけど」

「取るに足らない理由ですよ」

「そうなのかい？　詳しく聞かせ――」

　南雲がそう尋たずねた時には沙耶はすでに消えていた。
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　南な雲ぐもさんはいつの間にかいなくなっていた。

「気付かないうちに、いなかったぞ」

　傍にいた高たか橋はしが言う。

　俺たちはまだ公園にいた。日が変わる前に帰らないとな。

　それに――。

「病院、どうやって抜け出したんだよ」

「どうやってって……。開いてたから」

　がっくり来る。病院のセキュリティはどうなってるんだ。

「でも、来て正解だったろ？」

　高橋は得意そうな表情を浮かべる。

　実際、そうなだけに何も反論できなかった。

「無茶はやめてくれ」

「次からは前向きに善処するよ」

「社交辞令か！」

　そう突っ込んでも、高橋はいたずらっぽく笑うだけで反省の色はなさそうだ。

　まあ、無茶をしても、俺がフォローをしろということか……。

「そもそも無茶って言ったら、お前が言ってることの方が無茶だろ」

　少し拗すねたように高橋が呟つぶやく。

「何のことを言ってるんだ？」

「……世界をふたつくっつけるとか、そういうことだよ」

「聞いてたのか？」

「病院の茶店にいたのを見つけてから、近くで隠れて聞いてたよ」

　迂う闊かつすぎた……。

　でも、彼女はそんなとんでもない話を耳に入れても、普段と変わることなく振る舞っている。

「罵ののしったりしないのか？」

「なんでだよ」

「俺みたいな奴が、世界を作り替えるなんてさ……」

「……言っただろ。あたしはお前を信じてるって。それに誰かを消すか、記憶を作り替えるかの二択だったら、あたしだって後者だしな」

　高橋は俺の胸に拳こぶしを置く。

「でも、それが合ってるか間違ってるかなんてあたしにもわかんねぇよ。世界をひとつにくっつけて、今のあたしやそっちの世界のあたしがどうなるかも。だから、少しでも正しい形にすればいいじゃんか。一緒に、さ……」

　彼女の凜りんとした表情にどきりとした。

　勇ましく。気高く。純粋で。

　今のこの感情をどう説明していいか、上う手まく言葉にできないけど。

　ひとつ言えるのは。

　凜り々りしい彼女が、とても尊敬できるということだ。

「顔、赤いぞ？」

　高橋がしれっと言ってくる。

　マジか……。確かになんか顔が熱くなってる気がするぞ。

　そこへ――俺の携帯が着信音を鳴らした。「わあっ！」と高橋が驚く。

　なんとなくくすぐったい雰囲気だったので、とてもありがたい。

「誰だよ？」

　高橋の不機嫌そうな声を耳にしつつ、俺は携帯を開いた。

　ディスプレイは、非通知となっているけど……。

「もしもし……」

『都つ筑づきくん？　高橋秀ひで之ゆきですけど、聞こえるかな？』

「秀之さん？」

　電話の相手は秀之さんだった。

　しかも、俺のことを知ってるってことは――。

「この世界じゃなくて、俺がいた世界の？」

『ああ、そうだよ。よかった。君がセキュリティを破壊したことで、こうして携帯での通信手段が構築できたんだ。暎えい那なちゃんが力を貸してくれたおかげだけどね』

「そうなんですか。さっきのも暎那ちゃんがなんかしてくれたんですか？」

『うん。セキュリティの破壊を確認したらすぐに飛び出していったから』

「そうだったんですか……」

『まあ、相変わらず制限時間はあるから、長々とは話ができないんだけどね』

　秀之さんは残念そうにそう漏らした。

　だけど、通話口からはとてもクリアに聞こえている。制限時間があろうと、こうして話ができることがとても嬉しかった。

『何にせよ、君の判断は暎那ちゃんから聞いた。俺ももちろん君に力を貸すよ』

「ありがとうございます」

『差し当たって、まずは「例外エクセプシヨナルレイヤー」の「メーカー」の権限を取り戻す必要があるんだけど、これは俺に任せてくれ。元々、俺の抱えている案件を突き詰めていけば、ぶち当たる問題だからね』

「そうなんですか？」

『ま、話すと長くなるから、いずれ落ち着いた時にでも話すことにするよ』

「はい」

　いつか、きっと落ち着いて話すことができるようになるだろう。

　それを信じて、今は全力を尽くすだけだ。

「……なんか聞き慣れた声が聞こえるんだけど」

　妙に顰しかめっ面つらをした高橋が俺に近付いてくる。

『あれ、愛あい子この声……？　でも、こっちにもいるんだけど――って、そっちの世界の愛子か！』

　秀之さんが少しだけ声を荒げる。

　それはこちらの高橋にも聞こえていたようで、彼女の不機嫌さは最高潮になった。そんなにお兄さんが嫌なのか。

『そっちの愛子が、君と付き合ってるってのは本当か都筑くん！　そんなの、そんなの神が許しても俺が許さないぞ！！！！！』

　俺が言葉を口にする前に、高橋は俺から携帯を強引にひったくる。

「別の世界だろうと、秀之に言われる筋合いはねーよ。黙ってろ！」

『そ、そんな！　都筑くんを本当に愛していると言うのか！』

「そーだよ！　悪いか、バカ」

　躊躇ためらいもなく断言する高橋。

　……照れてしまう。

『あ、あ……、そん、な……』

　どさっ、と通話口の向こうで人の倒れる音がした。向こうからは『高橋さん!?』『気を確かに！』『痙けい攣れんしてる！』『口から泡が!?』と聞こえる。秀之さんが倒れたらしい。

　……妹を溺でき愛あいしすぎなんじゃないかなぁ、としみじみと思う。

『おい！　ふざけんな、あたしは認めねーぞ!!』

　続いて向こうから聞こえてきたのは――高橋の声？　そうか、向こうの高橋か！

　そんな発言に対して、こちらの高橋は一瞬驚いた顔をするが、すぐに気を取り直して電話口に向かって言い放つ。

「あたしは認めてんだ。別世界のあたしはすっこんでろ」

『じょ、冗談じゃねぇ！　あたしは……』












「告白もできなかった根性なしのお前に何も言う権利はねぇ」

　そのやり取りが終わると、電話口が静かになった。

　……向こうの世界の高橋と、こちらの世界の高橋のやり取り。

　なんだか、すごいものを見た気分だ。

「ほれ。話したい人がいるってよ」

　高橋から携帯を受け取って、耳に当てる。

『武たけちゃん？』

「ああ、理り恵えか」

『ひとまず、お疲れ様。何も、できなくて、ごめんね……』

「何もできてないなんてことはないよ。こんなこと言うのもすごい照れるけど、俺たちが、その、想いを、通じ合わせてなかったら、えーと、繋がらなかったわけだし……」

　……途中から途切れ途切れになってしまった。

『あはは、武ちゃん焦あせりすぎだよ。……武ちゃん。あたしは、傍にいって支えることはできないけど、ずっと武ちゃんのこと想ってるから……』

「ああ、ありがとう」

『そっちの高橋さんと仲良くするのもほどほどにね？』

　最後にちょっと釘を刺されて、理恵との会話は終わる。

　次に聞こえてきたのも、聞き慣れた声だった。

『お兄ちゃん。夏なつ海み、役に立った？』

「ああ、ありがとな。役に立ったどころじゃないよ」

　きっと全員だからこそ発生させることができた『関係接続因子』なのだから……。

『えへへー。夏海もっとがんばるから！』

『じゃあ、お姉ちゃんももっと頑張らないといけないね』

　そして、春はる姉ねえが割り込んできた。

「春姉、無理はしないでね？」

『大丈夫だよ。たーくんに戻ってきてもらうためなら、なんでもするから』

　無理をしそうで怖いな……。

『お兄さん、その……。病気とか怪我はしてませんか？』

　今度は四し阿あちゃんだった。とても心配そうな声だ。

「大丈夫だよ。心配しないでも健康だよ」

『よかったです……。近くにいられないのが、歯がゆいですけど……。わたしも、精一杯やりますから……』

　健けな気げで、いい子だった。俺も精一杯やろうという気持ちになる。

　そして、また電話口の相手は変わった。

『武紀くん、大丈夫だった？』

「咲さき……。ああ、大丈夫だったよ。ありがとう。咲が気付いてくれなかったら、後悔するところだった」

『でも、わたしは武紀くんに言われたことを思いだしただけだよ』

「それでもだよ。あの時の俺は、そのことと今回の選択が繋がってなかったから……」

『……うん。役に立ててよかったよ』

　咲がいなかったら、俺は間違いなくどちらかの選択肢を選んでいた。

　改めて、誓う。

「咲。そっちの携帯って、スピーカーにできるか？」

『あ、うん。できるみたいだよ。ちょっと待っててね……いいよ』

　これだけは全員に伝えたい。

　一度、深呼吸をして、俺は言葉を紡つむいだ。

「みんな、待っててくれ」

　必ず。

「すぐに、戻る」

　みんなの想いに応えるためにも。

「一緒の世界で、共に歩もう」

『『『『『うんっ！』』』』』

　電話口の向こうから、みんなの力強い声が聞こえた。
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　あとがき




　おはようございます。読者さまの中で、初めての方はおられますか？　田た尾お典のり丈たけです。




　これにて合計、ついに一〇巻目となりました。

　実を言うと、メインのスタッフとして作ってきたゲームの本数に並んでます。

　ここまでこられたのも、皆様の応援のおかげです。お付き合いくださり、誠にありがとうございます！




　執筆する時はほとんど家なのですが、時折、図書館に行きます。

　自分の部屋で書くと誘惑が多く、知らないうちにベッドに寝転がり漫画や小説を読みながらそのまま寝ていることすらあるのです。あれほど不思議な現象はありません。

　そこで図書館です。電車に乗って行く必要があるのですが、図書館に籠もった時はそれはもう捗はかどります。静かですし、周りに人がいることで、緊張感みたいなものがあるんですよね。なら、図書館でずっとやればいい、とは常々思っているのですが、なかなか上う手まくはいきません。

　実はその図書館、ノートパソコン用に電源の使える机を使うためには、開館の前から並ぶ必要があります。極ごく僅わずかしか数がなく、しかも四階だけです。エレベーターがあるのですが、使った時点で出遅れ必至。机は使えません。半引き籠もりな私が、そのさながら競馬における坂はん路ろ調ちよう教きようのような真似をして初めて机を使うことができるのです。

　そして、疲れた体に鞭を打って執筆を始めます。

　そんな無理をした体は、その日は大丈夫でも次の日にはもう使い物にならなくなる、というわけですね。なかなか世の中、上手くはいかないものです。

　……………………………………………………運動しろよ、って一言でまとまりますね。




　それでは、謝辞に参ります。

　担当の川かわ﨑さきさんへ。今回もありがとうございました。こうして続けられるのもひとえに担当さんの力があってこそです。

　絵師の有あり河かわさんへ。今回は難しいといわれる和服を描いてくれてありがとうございました！

　この本を出版するにあたって関わった皆様へ。厚く御礼申し上げます。

　そして、最後に。この本を読んでくださった皆様にこの上ない感謝を。





二〇一一年四月二五日
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